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表紙の説明 :
Y の字の道路を中心に置き、自然と生活を結ぶ道路の役割を強調した。毎月ビルの色を変え季節感を出すこと"こげと。



灘
灘
特
集
/
東
名
高
速
開
通
三
〇
周
年

圏
灘
灘
圏
灘
灘
圏
灘
灘
圏

一丁

薬
名
高
速
道
路
開
通
三
◎
鬮
箪
に
蘂
彊
つ
て

齢 99.5 ノ

J
H
日
本
道
路
公
団
東
京
第
一
管
理
局

一

は
じ
め
に

日
本
の
大
動
脈
と
し
て
、
我
が
国
の
社
会
･経
済
･

文
化
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
東
名
高

速
道
路

(以
下

｢東
名
高
速
｣
と
し
ま
す
。)
は
、
昭

和
四
四
年
五
月
二
六
日
、
最
後
に
残
っ
た
大
井
松
田

ー
御
殿
場
間
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
東
京
か
ら

小
牧
ま
で
の
三
五
○
如
が
全
線
開
通
し
、
今
年
で
ち

ょ
う
ど
三
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
日
本
は
未
曾
有
の
高
度
経
済
成
長
を
成

し
遂
げ
、
世
界
有
数
の
経
済
大
国
へ
と
発
展
し
た
わ

け
で
す
が
、
東
名
高
速
開
通
当
時
、
全
国
で
六
四
〇

如
だ
っ
た
高
速
道
路
も
今
や
六
、
四
五
三
如

(平
成

一
一
年
四
月
現
在
)
と
一
〇
倍
を
超
え
、
全
体
計
画

の
一
一
、
五
二
〇
蝿
に
対
し
て
も
既
に
半
分
を
超
え

ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
東
名
高
速
全
通
三
〇
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
な
か
、
東
名
高
速
が
担
っ
て
き
た

役
割
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
以
下
で
述
べ
て

い
き
ま
す
。

三

日
本
経
済
を
支
え
て
き
左
東
名
高
速

◎

東
名
高
速
の
歴
史

東
名
高
速
は
、
高
度
経
済
成
長
が
続
く
昭
和
四
四

年

(
一
九
六
九
年
)
に
全
線
開
通
し
、
そ
の
後
は
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
遮
音
壁

の
設
置
な
ど
の
沿
道
環
境
へ
の
配
慮
、
地
域
活
性
化

へ
の
期
待
に
応
え
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
追
加
、

よ
り
安
全
に
、
よ
り
快
適
に
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た

(表
1
)
。

の

｢日
本
経
済
の
大
動
脈
｣
東
名
高
速
の
姿

東
名
高
速
は
、
そ
の
全
通
以
来
、
我
が
国
の
産
業

と
生
活
を
支
え
る
大
動
脈
と
し
て
多
く
の
皆
様
に
ご

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
台
数
は
国
内
総
支
出
の

増
加
と
と
も
に
年
々
増
え
て
い
き
ま
し
た

(図
1
)。

ま
た
、
車
種
別
の
平
均
利
用
距
離
は
、
平
成
八
年

度
で
普
通
車
の
五
五
獅
に
比
べ
大
型
車
は
一
五
〇
輌
、

特
大
車
は
一
三
○
如
と
な
っ
て
お
り
、
物
流
の
長
距

離
輸
送
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

(図
2
)。

ま
た
、
東
名
高
速
は
、
全
国
の
高
速
道
路
の
中
で

最
も
昼
夜
率

(※
1
)
が
高
く
、
昼
夜
を
問
わ
ず
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
大
型
車
混
入
率
(※
2
)

も
最
も
高
く
、
経
済
を
支
え
る
物
流
の
大
動
脈
と
な

っ
て
い
ま
す

(図
3
･
4
)
。



※
1

昼
夜
率
"
一
日
の
全
体
の
交
通
量
を
昼
間

(午
前
七
時

ー
午
後
七
時
)
の
交
通
量
で
割
っ
た
も
の
。
数
値
が
大
き

い
と
夜
間
の
交
通
量
が
昼
間
と
比
べ
て
多
い
こ
と
を
意
味

す
る
。

※
2

大
型
車
混
入
率
"
大
型
車
の
交
通
量
の
全
体
の
交
通
量

に
占
め
る
割
合
。
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表

1
9
9
0
年
代

1
9
8
0
年
代

1
9
7
0
年
代

1
9
6
0
年
代

西
暦

1
9
9
1
“
大
井
松
田
i
御
殿
場
間
改
築
(七
車
線
化
)

1
9
9
2
…
東
名
･
名
神
所
要
時
間
情
報
の
提
供
開
始

1
9
9
3
…
相
良
牧
之
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
業

…
第
二
束
名
･
名
神
に
施
行
命
令

1
9
9
5
“
厚
木
-
秦
野
中
井
間
改
築

(六
車
線
化
)

1
9
9
6
"
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
導
入

(東
名
、
名
神
、

関
越
)

1
9
9
7
…
遠
州
豊
田
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
新
設

1
9
9
8
“
横
浜
青
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
業

1
9
9
9
“
磐
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
業

1
9
8
1
“
秦
野
中
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
業

1
9
8
3
"
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
の
実
用
化
開
始

(｢
六
二
0
k
h
z
)

1
9
8
7
…
ハ
イ
ウ
ェ
イ
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
海
老
名
開
設

1
9
8
8
…
裾
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
業

…
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
登
場

“
初
め
て
集
中
工
事
を
実
施

(厚
木
ー
御
殿

場
、
静
岡
-
焼
津
)

"
車
両
感
知
機
を
二
蝋
間
隔
で
設
置

(東
京

-
沼
津
)

…
L
E
D
表
示
情
報
板
の
採
用
(東
京
-
沼
津
)

1
9
7
0
“
東
名
川
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
遮
音

壁
設
置
が
本
格
化

1
9
7
1
m
首
都
高
速
三
号
線
が
開
通
、
東
名
高
速
と
直

結

1
9
7
4
“
浜
松
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
業

(営
業

中
道
路
の
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
第
一
号
)

1
9
7
7
"
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
(上
り
)
で
高
速
道

路
最
初
の
仮
眠
施
設
｢
レ
ス
ト
イ
ン
足
柄
｣

営
業
開
始

1
9
7
9
…
ロ
本
坂
ト
ン
ネ
ル
内

(下
り
)
で
車
両
火
災

事
故
発
生

(死
者
七
名
、
負
傷
者
二
名
、
焼

失
車
両
一
七
三
台
)

1
9
6
9
"
全
線
開
通

束
名
高
速
に
関
す
る
で
き
ご
と



三

東
名
高
速
と
地
域
と
の
歩
み

J

の

東
名
高
速
と
地
域
づ
く
り

東
名
高
速
は
、
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
、
日
本
の

セ

経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
･
漸

資料 :JH資料

図 4 主要路線の大型車混入率

沿
線
の
地
域
の
発
展
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

以
下
で
は
、
東
名
高
速
が
地
域
の
発
展
に
果
た
し

て
き
た
役
割
を
示
す
例
と
し
て
、
静
岡
県
、
厚
木
市
、

焼
津
市
、
豊
橋
市
の
地
域
づ
く
り
の
一
端
を
眺
め
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①

東
名
高
速
沿
線
に
展
開
す
る
産
業
立
地

(静

岡
県
)

全
国
都
道
府
県
の
中
で
第
五
位

(平
成
七
年

度
)
の
製
造
品
出
荷
額
を
誇
る
静
岡
県
の
工
業

は
、
東
名
高
速
と
と
も
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

静
岡
県
内
に
は
八
一
の
工
業
団
地
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
七
一
カ
所

(九
割
)
は
東
名
高
速
開
通

後
の
昭
和
四
四
年

(
一
九
六
九
年
)
以
降
に
オ

ー
プ
ン
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
東
名
高
速
の
沿

線
に
整
備
さ
れ
、
成
長
業
種
の
立
地
が
進
み
ま

し
た

(図
5
)
。

②

農
業
都
市
か
ら
工
業
都
市
、
サ
ー
ビ
ス
都
市

へ
(厚
木
市
)

束
名
高
速
が
開
通
す
る
以
前
の
厚
木
市
は
、

国
道
一
号
な
ど
の
東
海
道
を
結
ぶ
メ
イ
ン
ル
ー

%(

脚
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-▲- 北陸自動車道
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二◆- 九州自動車道
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ト
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、
工
業
の
立
地
は
立

ち
遅
れ
農
業
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、
束
名

さ
れ
た
結
果
、
企
業
の
立
地
が
一
気
に
進
み
、

出
荷
額
、
就
業
人
ロ
と
も
に
飛
躍
的
に
伸
び
る

と
と
も
に
、
工
業
立
地
が
人
口
の
増
大
を
招
き
、

さ
ら
に
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
増
加
へ
と
つ
な
が

り
、
拠
点
性
の
高
い
都
市
へ
と
変
貌
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
五

〇
如
の
区
域
を
、
二
一
世
紀
の
情
報
と
物
流
の

一
大
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
厚
木
テ
レ
コ
ム
構

想
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
高
度
な
集
積

が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

(図
6
6
7
)
。

高
速
を
は
じ
め
国
道
二
四
六
号
、
二
七
一
号
、

一
二
九
号
な
ど
の
幹
線
道
路
の
整
備
に
あ
わ
せ
、

大
規
模
住
宅
団
地
、
工
業
団
地
の
整
備
が
推
進

料

緘
◎
鞠

･
@0
⑧

1

1
億
口

(全
国
)

静岡県

◎

.

-

-

'

-

'

-

'

-

◎

80

70

60

即

40

30

即

m

o

就
従
率

0

4

2

8

6

が

◎
舶
。

-

鸚 -

-〆〆
▼

.
/

/〆 ご

〆r

-獅

ん〆//市厚

/
/

▲"

/
/

錮/
戸
′/ /

〆

S.40 S,45 S.50 S.55 S.60 H ,2 H ,7

年次

巨陦一人口二十就従比一 蹴徒比:機 織を就業者数
で割ったもの

図 7 人口の増加とともに雇用力も向上

　

　

　

　
　

2

効

/

-

胴
繖

鱗

　

　

　

　
　

　

荷

ノ

図 6 厚木市と全国の製造品出荷額の比較　　

　
　　

　

S

ロ

.

　　
　

　
　
　

掌 東名高灘路　

　

　

　

　
　
　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

名

昭

和

和

和

浜

東

~

昭

昭

昭

図 5 静岡県内の工業団地分布

0

0

0

0

0

0

0

0

0

厚

0

0

0

0

0

入
口

郷

千
万
円



③

魚
の
ま
ち
の
再
建
に
一
助

ク
ト
と
し
て
共
同
物
流
セ
ン
タ
ー
の
構
築
や
都

開
発
を
行
う
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
、
コ
ン
ペ
ン
シ

焼
津
市
は
、
平
成
八
年
の
冷
凍
カ
ツ
オ
の
水

品
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
整
備
と
い
っ
た
流
通
プ
ロ
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
(図

揚
げ
額
が
福
岡
、
長
崎
な
ど
に
次
ぎ
第
五
位
、

エ
ク
ト
、
共
同
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
国

9
)。

数
量
ベ
ー
ス
で
は
第
四
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
企
業
と
提
携
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
技
術

こ
の
よ
う
な
全
国
有
数
の
漁
港
も
、
二
〇
〇
カ

イ
リ
規
制
に
伴
う
影
響
等
で
水
揚
げ
高
は
昭
和

港

荻
鬘

ギ

ク
‘
“
“
“
1
“
“
“
て
い
ま

台
●

'

●

総

則

市

癰
･
繃

鑓

皺

-

'

･

□

▲
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市
の
人
□
の
1
/
3
が
水
産
業
に
関
わ
っ
て

い
る
同
市
で
は
こ
う
し
た
状
況
か
ら
の
脱
却
を

ね
ら
い
、
昭
和
六
〇
年
に
魚
食
の
普
及
と
観
光

の
振
興
を
目
的
と
す
る
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー

を
焼
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
直
近
に
設
け
、
年

間
二
〇
〇
万
人
を
超
え
る
観
光
客
で
賑
わ
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た

(図
8
)
。

④

日
本
の
中
央
に
立
地
す
る
と
い
う
特
性
を
活

か
し
輸
入
拠
点
へ

豊
橋
市
は
、
首
都
圏
と
近
畿
圏
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
と
い
う
立
地
条
件
、
豊
橋
港
や
束

名
高
速
等
の
交
通
条
件
、
周
辺
の
高
度
な
産
業

集
積
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
近
年
、
外
資
系
自
動

車
メ
ー
カ
ー
や
輸
入
飲
料
の
配
送
拠
点
の
立
地

が
進
み
、
豊
橋
港
は
特
定
品
目
の
輸
出
入
の
拠

点
港
湾
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
ま
す
。

同
市
は
さ
ら
に

｢国
際
自
動
車
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
構
想
｣
を
発
表
し
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

人

卸

獨

2

1

1

『/H6H【bH

図 9 主要港湾の自動車輸入額の推移
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②

東
名
高
速
と
地
域
の
暮
ら
し

東
名
高
速
は
、
地
域
に
お
け
る
産
業
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
日
常
の
生
活

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

①

高
速
バ
ス
で
全
国
へ

鉄
道
に
比
べ
料
金
が
手
軽
な
高
速
バ
ス
の
人

気
は
上
々
で
、
人
々
の
足
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
全
国
の
高
速
バ
ス
の
全
系
統
数
一
六
七

の
う
ち
の
四
二
%
が
東
名
高
速
を
利
用
し
て
い

る
な
ど
、
高
速
バ
ス
網
の
幹
線
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
特
に
東
名
高
速
を
経
由
す
る

バ
ス
網
は
西
日
本
の
ほ
ぼ
全
域
を
カ
バ
ー
し
て

い
ま
す

(図
犯
)
。

②

高
度
医
療
に
も
不
可
欠

高
度
医
療
の
提
供
を
使
命
と
す
る
特
定
機
能

病
院
が
神
奈
川
県
内
に
四
ヵ
所
あ
り
、
そ
の
う

ち
二
カ
所
は
そ
れ
ぞ
れ
東
名
川
崎
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
と
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
立

地
し
て
い
ま
す
。
両
病
院
で
は
、
他
の
病
院
で

は
対
処
し
き
れ
な
い
高
度
な
医
療
が
要
求
さ
れ

蝸

0

邦

襁
織

る
ケ
ー
ス
や
命
に
関
わ
る
急
性
疾
患
を
扱
う
こ

,

用
i

蹴
燃

図= 東名川崎IC付近に

る
ケ
ー
ス
や
命
に
関
わ
る
急
性
疾
患
を
扱
う
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、高
度
な

医
療
措
置
を
施
し
た
後
の
患
者
を
普
通
の
病
院

に
転
院
す
る
と
い
う
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
状

況
の
際
に
は
、
平
坦
で
信
号
の
な
い
東
名
高
速

が
欠
か
せ
な
い
経
路
と
な

っ
て
い
ま
す
(図
=
)。

ーる

5

す

a

地立

律 r、し道

謎
線掻　図

6

l - 囃高速道路を経由する柔高速バス網

資料 :㈲日本バス協会資料より作成



③

｢首
都
圏
の
台
所
｣
東
京
中
央
卸
売
市
場
と

東
名
高
速

首
都
圏
一
円
の
台
所
で
あ
る
東
京
卸
売
市
場

へ
運
ば
れ
る
貨
物
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
自
動
車
に

よ
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
東
名
高
速
は
、
高

速
道
路
を
乗
り
継
い
で
西
日
本
の
各
地
か
ら
運

ば
れ
る
貨
物
が
最
終
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
、
首
都
圏
の
食
料
を
運
ぶ
大
動
脈
と
な
っ
て

い
ま
す
。
東
名
高
速
沿
線
に
位
置
す
る
静
岡
県
、

愛
知
県
に
限
っ
て
も
、
市
場
の
占
有
率
は
水
産

物
で
は
開
千
ア
ジ
九
一
･
八
%
、
冷
凍
マ
グ
ロ

類
七
○
-
八
五
%
、
野
菜
類
で
は
フ
キ
や
ワ
サ

ビ
が
季
節
に
よ
っ
て
は
ほ
ぼ

一
〇
0
%
、
オ
オ

バ
は
六

一
･
二
%
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

全
て
東
名
高
速
を
利
用
し
て
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
を
彩
る
植
物
も
、
ポ
ト
ス
が
九
0
･

二
%
、
ユ
ッ
カ

(幸
福
の
木
)
八
三
･
一
%
、

菊
四
九
･
四
%
、
バ
ラ
三
六
･
七
%
と
、
多
く

の
身
近
な
植
物
が
東
名
高
速
で
運
ば
れ
て
い
ま

す

(図
惨
)。

四

よ
り
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を
目
指
す

東
名
高
速

こ
れ
ま
で
に
、
東
名
高
速
が
地
域
社
会
や
人
々
の

暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ
り
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

静岡県と愛知県の東京卸売市場のシェア

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

あ
う
メ
ま

干
鮮
凍
凍

開
生
冷
冷

　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　

Qv
QU
QU
ブー
RU
にU

　

大

き
う
ラ

ス
の
工
ず
よ
べ

ト
福
口
う
し

一

　
　
　
　
　
　

その他西日本の各地からも
東名高速道路を利用して
運ばれています.

　
　

　
　　　轢

誤

図12 東名高速道路を利用して運ばれる一次産品

9年 東京都中央卸売市甥年報水産物編 (東京都)
平成 9年 東京都中央卸売市場年報花者編 (東京都)
平成 9年青果物流通年報 野菜細く東京書果物情報センター)
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そ
の
一
方
で
、
実
際
に
高
速
道
路
を
ご
利
用
さ
れ

る
お
客
様
に
、
安
心
し
て
走
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
様
々
な
方
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
一
端
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

　間日
[

　

0

0

0

0

13

0

0

0

3

2

1

図

億
円

①

集
中
工
事
で
無
駄
を
省
い
て
賢
く
メ
ン
テ
ナ

ン
ス高

速
道
路
の
工
事
は
、
高
速
道
路
の
機
能
を

維
持
す
る
た
め
に
た
い
へ
ん
重
要
な
も
の
で
す

が
、
こ
の
工
事
が
引
き
起
こ
す
交
通
渋
滞
に
よ

り
お
客
様
に
時
間
的
な
損
失
な
ど
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
無
駄
を
少
し
で
も
少
な
く

す
る
た
め
に
集
中
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
の
効
果
を
試
算
す
る
と
、
集
中
工

事
一
〇
日
間
で
お
客
様
へ
与
え
た
影
響
は
一
六

〇
億
円
で
し
た
が
、
こ
れ
を
多
く
の
単
独
工
事

で
行
っ
た
場
合
は
、
五
〇
〇
億
円
も
の
影
響
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
こ
の

差
額
、
三
四
〇
億
円
に
相
当
す
る
お
客
様
の
損

失
を
省
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
(図
協
)。

②

高
機
能
舗
装
に
よ
り
雨
の
日
の
事
故
を
八
割

削
減こ

れ
ま
で
の
舗
装
に
比
べ
た
く
さ
ん
の
隙
間

が
あ
り
、
降
っ
た
雨
が
す
ぐ
に
路
面
に
浸
透
す

る
よ
う
に
し
た
も
の
が
高
機
能
舗
装
で
す
。
雨

の
日
で
も
走
行
中
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
く
な

っ
た
り
、
水
の
た
ま
っ
た
路
面
に
光
が
反
射
し

な
く
な
る
な
ど
視
界
が
良
く
な
り
、
ま
た
ス
リ

ッ
プ
も
減
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
雨
天
事
故
の
多
か
っ
た
区
間
で
導
入
し
た

と
こ
ろ
、
八
割
の
事
故
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
面
の
ほ
か
、
走
行
時
の
騒
音
を
削
減
す
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
東
名
高
速
で
は
、
ト
ン
ネ

ル
や
橋
梁
部
を
除
く
部
分
の
約
三
割
に
導
入
さ

れ
て
い
ま
す

(図
国
)
。

(これまでの舗装)

図14 雨天時の高機能舗装の効果
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③

環
境
改
善
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

よ
り
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
の
た
め
に
は
、
高
速

道
路
沿
線
に
居
住
さ
れ
る
方
々
の
理
解
を
得
る

こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
沿
道
環
境

へ
の
配
慮
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
J

H
日
本
道
路
公
団
で
は
環
境
五
ヶ
年
計
画

(平

成
八
i
一
二
年
)
を
策
定
し
、
先
に
ご
紹
介
し

た
高
機
能
舗
装
の
ほ
か
、
遮
音
壁
の
嵩
上
げ
箇

所
に
つ
い
て
は
、
新
型
遮
音
壁
の
採
用
、
盛
土

の
り
面
の
樹
林
化
な
ど
積
極
的
に
す
す
め
て
い

ま
す

(図
博
)。

料

る

資

け
項
お

　翻
局図15 日本道路公団東京第一管理局における

環境改善の取り組み状況

新型遮音壁の減音メカニズム

　騷　
　

④

料
金
所
渋
滞
を
な
く
す
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)

高
速
道
路
の
渋
滞
箇
所
の
う
ち
料
金
所
が
約

三
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
料
金
受
け
渡
し
の

た
め
の
一
旦
停
止
が
渋
滞
の
大
き
な
原
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動

料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

E
T
C
と
は
、
無
線
通
信
を
用
い
て
料
金
所
と

車
で
情
報
を
や
り
と
り
し
、
車
に
取
り
付
け
た

専
用
カ
ー
ド
か
ら
料
金
を
自
動
的
に
引
き
落
と

す
と
い
う
も
の
で
す
。
既
に
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
な

ど
で
実
験
さ
れ
て
お
り
、
一
部
の
区
間
で
は
工

事
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
東
名
高

速
に
お
い
て
も
、順
次
導
入
し
て
い
き
ま
す
(図

笹
)。

五

東
名
開
通
三
〇
周
年
記
念
フ
オ
ー
ラ

ム
以
上
、
東
名
高
速
の
歴
史
や
役
割
に
つ
い
て
、
地

域
と
の
か
か
わ
り
や
人
々
の
暮
ら
し
を
中
心
に
紹
介

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
、
東
名
開
通
三
〇
周
年

を
記
念
し
て
行

っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
簡
単
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
名
高
速
が
平
成
一
一
年
五

月
二
六
日
を
も
っ
て
全
線
開
通
三
〇
周
年
を
迎
え
る

①料金所ァンテナか 料金所アンテナ ①車載器から料金所 料金所アンテナナ

　

胸-料金制の有料道路!家裁開講艶巻寝萎舎藻霧霧搏峨
資料 :E T C推進委員会事務局

。

局

9

務事

5

図16 E T C (ノンストップ自動料金収受システム) の概要

報

て
ら

を

口

情

し

か

搬

出

口

算
ナ
情

入

計
テ
金

に

る

金

ン

料

ナ
す
料
ア

に

る

テ
信
行
所
器
す

　
　
　
　
　
　
　

料金所アンテナから

車載器に料金情報を

車載器 送信する

料道路を走れ　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　を々

皺

所

酬

金

人

料

に

る

口

器
す

戦
信

を

入

車
送

ら
｣を

こ
と
を
記
念
し
、
本
年
三
月
七
日
に
、
有
楽
町
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
斎
藤
宏
保
N
H
K
解
説
主
幹
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
S
F

作
家
の
小
松
左
京
氏
、
武
蔵
工
業
大
学
中
村
英
夫
教

授
、
女
優
の
萩
尾
み
ど
り
氏
、
カ
ー
･
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
由
良
拓
也
氏
を
迎
え
、
こ
れ
に
当
公
団
の
藤
井
治



芳
副
総
裁
が
加
わ
り
、
｢束
名
そ
の
役
割
と
未
来
｣と

な
お
、
こ
の
模
様
は
、
去
る
五
月
二

一
日
に
N
H

い
う
テ
ー
マ
に
よ
り
二
時
間
半
に
わ
た
り
意
見
交
換

K
教
育
テ
レ
ビ
番
組

｢金
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
で
放
映

を
し
た
も
の
で
、
東
名
高
速
が
体
現
し
担
っ
て
き
た

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
る

歴
史
と
役
割
、
そ
し
て
今
後
さ
ら
に
期
待
さ
れ
る
新

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
い
近
未
来
ロ
ー
ド

｢東
名
｣
の
行
方
に
っ
い
て
、

六

お
わ
り
に

活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
、
五
〇
〇
名
入
る
会
場
が
満
員
と
な

東
名
高
速
も
今
年
で
三
〇
歳
。
そ
の
間
、
地
域
の

り
、
非
常
に
盛
況
で
し
た
。

発
展
や
人
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
日
本
の
大
動
脈

と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

掬鱸
ご

だ
途
半
ば
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
I
T
S

(高
度
道

‘

路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
な
ど
の
次
世
代
に
向
け
た
夢
の

あ
る
道
路
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
渋
滞
対
策

　

　　

　

　

　

′

目
前
に
迫
っ
た
二
一
世
紀
に
向
け
、
東
名
高
速
を

　　　
　

　

ぐミ
ミ
ミ
"
葦
ミ
"
薄
蠅
ば、

十
分
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い

嶬謙*

、事

く
と
と
も
‘
お

客
様
が
い
o
で
も
快
適
で
安
全
‘

ご
利
用
い
た
だ
け
る
東
名
高
速
に
し
て
い
き
た
い
と

　　　　　　　

考
え
て
い
ま
す
。
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灘
灘
特
集
/
東
名
高
速
開
通
亘
◎
周
年
灘
灘
圏
灘
灘
圏
讓
鬮
灘

第
三
藁
名
神
⑭
蠣
況
と
期
待
さ
れ
る
纖
割

蹴

J
H
日
本
道
路
公
団
高
速
道
路
部

一

計
画
の
経
緯

第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路

(以
下

｢第
二
束
名

神
｣
と
い
う
。)
は
、
延
長
約
五
〇
三
如
の
高
速
道
路

で
あ
り
、
正
式
名
称
は
第
二
束
名
が
第
二
東
海
自
動

車
道
、
第
二
名
神
が
近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線

と
な
っ
て
い
る
。
第
二
束
名
神
は
、
昭
和
六
二
年
に

閣
議
決
定
さ
れ
た

｢第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
｣

を
受
け
て
、
｢国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
｣
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
路
線
も
含

め
て
合
計
約
一
一
、
五
二
0
m
の
国
土
開
発
幹
線
自

動
車
道
が
設
定
さ
れ
た
際
に
、
追
加
さ
れ
た
路
線
の

一
部
で
あ
る

(図
1
参
照
)。

二

基
本
的
な
考
え
方

第
二
束
名
神
は
、
現
東
名
･
名
神
と
一
体
と
な
っ

て
二
一
世
紀
の
我
が
国
の
基
幹
を
な
す
路
線
で
あ
り
、

後
世
の
貴
重
な
資
産
と
な
る
こ
と
に
鑑
み
、
将
来
に

お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
十
分
な
ゆ
と
り
を

有
す
る
道
路
と
し
て
、
よ
り
安
全
か
つ
快
適
な
高
速

走
行
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
現
東
名
･
名
神
と
の

適
切
な
交
通
機
能
を
分
担
し
、
高
い
信
頼
性
の
確
保

を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
道
路

審
議
会
基
本
政
策
部
会
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な

考
え
方
に
基
づ
い
て
第
二
束
名
神
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

の
十
分
な
車
線
数
の
確
保

･
標
準
車
線
数
は
六
車
線

②
ゆ
と
り
あ
る
構
造
の
対
応

･
一
四
〇
輌
/
h
走
行
に
対
応
で
き
る
構
造

③
安
全
性
の
確
保

･
ト
ン
ネ
ル
部
の
側
方
余
裕
の
確
保
と
照
明
の

改
良

④
確
実
性
の
確
保

･
現
東
名
･
名
神
と
適
切
な
間
隔
で
渡
り
線
を

整
備

･
広
い
路
肩
を
採
用
し
、
交
通
規
制
時
等
に
活

用

⑯
快
適
な
走
行
環
境
の
確
保

･
周
辺
景
観
と
の
調
和
、
十
分
な
植
栽
等
に
よ

り
快
適
な
走
行
空
間
を
創
造

･
的
確
な
道
路
情
報
の
提
供
、
質
が
高
く
ゆ
と

り
あ
る
休
憩
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
一
層
快



通
な
走
行
空
間
を
確
保

◎
沿
道
環
境
の
保
全

･
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
将
来
の
高

速
走
行
可
能
性
を
考
慮

の
新
技
術
の
導
入

･
I
T
S
等
新
技
術
の
導
入
を
積
極
的
に
行
い
、

安
全
か
つ
快
適
な
高
速
走
行
を
確
保

･
施
工
合
理
化
の
た
め
の
新
技
術
の
導
入
に
よ

り
、
効
率
的
に
事
業
を
実
施

③
関
連
道
路
網
の
整
備
と
沿
道
地
域
の
開
発
･
整

備･
沿
線
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
た
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
適
切
な
配
置

･
関
連
道
路
網
の
計
画
的
な
整
備

三

現
在
の
状
況

平
成
一
〇
年
三
一月
二
五
日
の
第
三
一
回
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
に
お
い
て
、
第
二
束

名
の
新
た
な
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
海
老
名
i
神

戸
ま
で
の
全
線
が
整
備
計
画
区
間
と
な
っ
た
。
各
計

画
の
区
間
及
び
延
長
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
あ

　
　　

第二束名

第二束名･名神高速道路 5 0 3 k m

き　
　
"̂

ノ
ノ

尾

神

/
!

ノ
ン

名

　

　
　
　
　

ゾ
ヌ

第 1 7 5 k m

図
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予定路線 約503km (第二束名328km、 第二名神175km)

整備計画 km 13km 66km 13km 20km 216km 13km 21km

k釀 よぶ3k]7 km 33km 41km

　 　　　

神 箕 高 城 大 亀 菰 四 飛 東 豊 引 長 御 秦 海 横 東
戸 面 槻 陽 津 山 野 日 鳥 海 田 佐 泉 殿 野 老 浜 京

市 場 名

担区間 I13 l12 I11 I 1o l9 l8 l7≧6 I 5 l4 l3 -2 - 1 -

四

第
二
東
名
神
の
役
割

印

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

首
都
圏
、
名
古
屋
圏
及
び
関
西
圏
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
中
心
と
し
た
全
国
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
根
幹
と
な
る
。

②

将
来
需
要
へ
の
対
応

現
東
名
･
名
神
の
交
通
量
は
全
線
平
均
で
七
万

台
/
日
を
上
回
っ
て
お
り
、
混
雑
度
合
い
が
高
く
、

(2) ト る 首 (1) 四 各区間の進捗状況概要

1 . 東京 ~ 海老名 予定路線及び基本計画区間

2 , 海老名 ~ 秦野

第30回国幹審 整備計画区間 / H 10 .4.8施行命令

海老名南~ 伊勢原北 (:目1i量 ･調査 ･設計中)

第30回国幹審 整備計画区間

伊勢原北~ 秦野 (調査中)

3 , 秦野 ~ 御殿場 第31回国幹審 整備計画区間 (調査中)

4 . 御殿場~ 長泉
第30回国幹審 整備計画区間 / H 9.l2 .25施行命令

(測量 ･調査 ･設計、 地元協議中)

5 . 長泉 ~ 東海
第29回国幹審 整備計画区間/ H 5.1L 19施行命令

(:員1l量 ･調査 ･設計、 地元協議、 工事中)

6 , 東海 ~ 飛島
第30回国幹審 基本計画区間

伊勢湾岸道路区間 (H 10 ,3.30供用)

7 . 飛島 ~ 四日市
第29回国幹審 整備計画区間/ H 5.11.19施行命令

(測量 ･調査 ･設計、 地元協議、 工事中)

8 . 四日市~ 菰野
第30回国幹審 整備計画区間 / H 10 .12 .25施行命令

(測量 ･調査 ･設計中)

9 , 菰野 ~ 亀山 第31回国幹審 新規整備計画区間 (調査中)

10, 亀山 ~ 城陽
第29回国幹審 整備計画区間/ H 5 .11.19施行命令

(測量 ･調査 ･設計、 地元協議、 工事中)

11. 城陽~ 高槻

第30回国幹審 整備計画区間/ H 9.12 .25施行命令

城陽~ 八幡 (測量 ･調査 ･設計中)

第30回国幹審 整備計画区間/ H LO .12 .25施行命令

八幡~ 高槻 (測量 ･調査 ･設計中)

12, 高槻 ~ 蓑面 第31回国幹審 新規整備計画区間 (調査中)

13. 蓑面 ~ 神戸
第30回国幹審 整備計画区間 / H 10 .12 .25施行命令

(測量 ･調査 ･設計中)

③

現
東
名
･
名
神
と
の
代
替
性

現
東
名
･
名
神
の
災
害
･
事
故
等
の
緊
急
時
や
大

規
模
な
補
修
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
に
よ
る
社
会
的

損
失
は
莫
大
な
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
替
路
線

と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
交
通
特
性
、
輸
送
形
態
も
従
前
と
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す
る
必
要
が

あ 化 ま
(3) る し た

o て 交o て
おん

り
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図 2 全国の高速道路における現東名 ･名神のシェア (H 6 道路交通センサス)
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輸

用

客

物

利

旅

貨

五

整
備
効
果

◎

現
東
名
･
名
神
の
果
た
し
て
き
た
役
割

現
東
名
･
名
神
は
、
交
通
量
の
飛
躍
的
な
増
加
と

共
に
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
高
速
道
路
の
高
速
性
･

定
時
性
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
が
、
現
東
名
･
名
神
の

道
路
延
長
は
、
全
国
の
高
速
道
路
延
長
の
わ
ず
か
一

0
%
弱
で
あ
る
の
に
対
し
、
交
通
量
は
台
キ
ロ
ベ
ー

ス
で
二
五
%
、
旅
客
輸
送
で
は
二
四
%
、
貨
物
で
は

三
八
%
と
延
長
比
を
大
き
く
上
回
る
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る

(図
2
参
照
)
。

②

第
二
束
名
･
名
神
の
整
備
効
果

①

現
東
名
･
名
神
の
渋
滞
を
解
消

現
東
名
･名
神
は
、全
線
平
均
で
約
七
万
台
/

日

(平
成
九
年
)
の
交
通
量
が
あ
り
、
こ
れ
が

平
成
二
二
年
ま
で
に
は
約
一
〇
万
台
/
日
の
利

用
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
昼
間
の
平
均
的
な
状
況
と

し
て
、
全
線
の
約
四
割
が
渋
滞
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
高
速
道
路
本
来
の
機
能
が
著
し
く
損

な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

第
二
束
名
.
名
神
の
整
備
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
混
雑
の
状
況
が
解
消
し
、
高
速
性
･快
適
性
･

定
時
性
の
確
保
が
可
能
と
な
る
。

②

直
接
便
益

仮
に
、
大
都
市
圏
間
を
一
四
〇
鹸
/
h
、
大

都
市
圏
周
辺
部
を
一
二
○
如
/
h
、
大
都
市
圏

内
を
一
〇
〇
蹴
/
h
で
走
行
可
能
と
な
れ
ば
、

東
京
-
神
戸
間
の
所
要
時
間
は
三
時
間
五
〇
分

と
な
り
、
現
在
の
東
名
･
名
神
を
利
用
し
た
場

合
の
六
時
間
四
〇
分
と
比
較
し
て
、
二
時
間
五

○
分
も
の
短
縮
と
な
る
。

こ
の
時
間
短
縮
及
び
走
行
経
費
節
減
に
よ
る

便
益
は
約
八
、
四
〇
〇
億
円
/
年
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

③

社
会
･
産
業
へ
の
影
響

地
域
の
工
業
･
農
業
･
商
業
･
流
通
観
光
等

の
産
業
の
発
展
等
、
間
接
的
整
備
効
果
は
投
資

額
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

以
上
、
第
二
束
名
神
の
現
況
と
期
待
さ
れ
る
役
割

等
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
本
格
的

な
建
設
段
階
を
迎
え
、
J
H
が
一
丸
と
な
っ
て
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
す
る
皆
様
方
の

さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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轆
圏
特
集
/
東
名
高
速
開
通
三
〇
周
年

灘
圏
灘
灘
圏
灘
灘
鬮
灘
灘

藁
者
高
速
開
通
三
◎
圓
箪
に
想
う

日
野
原

定
男

に
分
け
三
、
四
署
ず
つ
担
当
す
る
こ
と
が
多
く
、
駆

け
出
し
記
者
は

“東
海
道
回
り
“
横
浜
駅
に
近
い
戸

部
署
と
保
土
ヶ
谷
、
戸
塚
を
担
当
さ
せ
ら
れ
た
。
の

　　　

ち
に
各
界
で
活
躍
す
る
朝
日
新
聞
の
深
代
惇
郎
記
者

(天
声
人
語
執
筆
)、
中
江
利
忠
氏

(社
長
に
な
っ

た
)、
毎
日
新
聞
の
三
宅
久
之
氏

(政
治
評
論
家
)、

読
売
新
聞
社
の
幡
谷
氏

(人
事
院
人
事
官
)
も
二
七
、

八
年
当
時
の

“
サ
ツ
回
り
"
と
し
て
吉
田
ワ
ン
マ
ン

の
イ
ラ
イ
ラ
を
酒
の
肴
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
イ
ラ
イ
ラ
が
よ
う
や
く
解
消
で
き
た
の
が
、

昭
和
三
〇
年
二
月
。
道
路
が
完
成
し
た
前
年
の
三
一

月
に
総
理
の
座
か
ら
降
ろ
さ
れ
、
鳩
山
一
郎
内
閣
に

代
っ
た
三
カ
月
後
で
あ
っ
た
。
当
時
の
新
聞
を
み
る

と
総
工
費
四
億
五
千
万
円
、
通
行
料
金
は
バ
ス
、
ト

ラ
ッ
ク
八
〇
円
、
普
通
車
四
〇
円
、
軽
自
動
車
、
バ

有
料
道
路
開
通
記
事
を
書
い
て

私
が
有
料
道
路
と
直
接
か
か
わ
り
を
も
つ
最
初
が
、

い
ま
の
横
浜
新
道
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
昭
和
三
〇
年

二
月
二
日
に
開
通
し
た
横
浜
市
の
汲
沢
j
柏
尾
町
間

四
･
二
如
の
有
料
道
路
で
あ
る
。
当
時
は
J
R
を
は

じ
め
鉄
道
優
先
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
踏
切
り
が
あ

り

と
く
に
東
海
道
線
、
横
須
賀
線
そ
れ
に
貨
物
列

車
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
通
る
戸
塚
駅
脇
の
踏
切
り
は
、
国

道
一
号
線
と
交
叉
し
て
お
り
、
上
下
線
が
交
叉
す
る

と
き
に
は
五
分
や
十
分
待
た
さ
れ
た
。
通
称

“開
か

ず
の
踏
切
り
"
と
い
わ
れ

"
イ
ラ
イ
ラ
踏
切
り
“
と

も
い
わ
れ
た
。

当
時
の
首
相
･吉
田
ワ
ン
マ
ン
も
イ
ラ
イ
ラ

戦
後
の
名
宰
相
と
い
わ
れ
た
吉
田
茂
が
昭
和
二
三

年
一
〇
月
に
総
理
に
就
任
し
て
か
ら
自
宅
の
大
磯

!
永
田
町
間
を
毎
日
一
号
線
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

愛
犬
を
乗
せ
葉
巻
を
く
ゆ
ら
せ
な
が
ら
座
席
に
お
さ

ま
る
吉
田
首
相
の
姿
は
沿
道
の
誰
に
で
も
判
る
だ
け

に
戸
塚
の
踏
切
り
で
イ
ラ
イ
ラ
待
た
さ
れ
る
状
況
は

一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
い
く
ら
ワ
ン
マ
ン
で
も
鉄
道

を
止
め
て
踏
切
り
を
通
る
訳
に
も
い
か
ず
不
満
は
つ

の
る
一
方
で
あ
っ
た
。
新
聞
は

(当
時
テ
レ
ビ
は
な

い
)
待
た
さ
れ
る
イ
ラ
イ
ラ
姿
を
写
真
に
撮
り
、
し

ば
し
ば
ニ
ュ
ー
ス
に
し
た
。

私
が
新
聞
記
者
に
な
っ
た
の
が
昭
和
二
七
年
。
横

浜
で
最
初
は
警
察
回
り
。
各
社
と
も
市
内
を
四
地
区
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イ
ク
二
〇
円
。
紅
回
と
則
回
の
回
数
券
を
売
出
し
た

が
、
凹
回
券
の
第
一
号
を
吉
田
前
首
相
が
買
っ
て
話

題
を
呼
ん
だ
。｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
さ
す
が
に
有
料
ら
し

く
幅
十
一
米
、
両
わ
き
は
黄
色
の
サ
ク
で
守
ら
れ
、

自
動
車
は
水
面
を
走
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
動
揺
が

少
な
く
、
丹
沢
、
富
士
の
雄
姿
を
あ
お
い
だ
景
色
も

　　　　　

"…
ゞゞ

.~

封
き
き

てき
ふ
き

　　 　　　　 　

'“
)蝋た

　
　　　

　 　　　 　　　
　

す
ば
ら
し
い
の
で
、ま
さ
に
東
海
道
の
新
名
所
!
･二

と
の
絶
賛
の
記
事
が
、
地
元
紙
の
神
奈
川
新
聞
、
朝

日
新
聞
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
車
社
会
の

実
情
が
判
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

私
も
こ
の
有
料
道
路
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

開
通
三
一年
後
の
昭
和
四
二
年
一
〇
月
、
吉
田
さ
ん

〇
･･鷲
戦後員
丑
翳
れ櫨
製
土
門
會
趨
℃
}涵
鰻

中
だ
っ
た
演
携
帯
戸
塚
の
有料
道
路
(国
道
、
戸
塚
区

柏
尾
町
-
同
区
汲
鰹
田
園
曜
送
る
は
容
旦
木
に
完
成

一日
｣か鍔
使
い
は
じ
め
た
。
東
京
、
大
瞬
間
,ノ
ン

･
ス
ト
ッ
プ
“
で
名
を
売
つ
た
ワ
ン
マ
ン
･宮
田
前
言

相
が
、
單
を
待
た
せ
る
こ
と
で
有
名
な
戸
塚
踏
切
に
腹

を
けそ
｢醍
瀦
掘
参
上
を
鞍
た
い
肥
道
路
を
つ
く

れ
｣
と
の
.お

声
が
か
“
"で
、
工

事
が
拾
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

嫌
礒
議
還
軋顔
が幅

　
　
　　
　　
　
　

　

　
　
　　　

　

でだ
そ
う
淀
,
(瀬

　

　

　
　
　
　　

朝日新聞 昭和30年 2月 2 日より

の
容
態
が
悪
く
な
り
、
政
治
記
者
や
地
元
か
ら
応
援

の
記
者
が
民
家
を
借
り
て
仮
設
の
詰
所
を
つ
く
っ
て

か
ら
は
頻
繁
に
通
行
し
た
。
こ
れ
も
運
命
の
皮
肉
か

も
知
れ
な
い
。
吉
田
さ
ん
が
生
前
、
大
磯
の
自
宅
内

の
小
高
い
場
所
に
建
て
て
太
平
洋
や
富
士
山
を
一
望

出
来
る

“海
千
山
千
楼
“
と
と
も
に

“
ワ
ン
マ
ン
道

路
“
の
名
称
も
い
ず
れ
は
忘
れ
た
存
在
に
な
ろ
う
。

東
名
三
〇
周
年
記
念
フ
オ
ー
ラ
ム
を
聞
く

日
本
道
路
公
団
の
束
名
ハ
イ
ウ
ェ
イ
懇
談
会
の
マ

ス
コ
ミ
出
身
委
員
を
五
年
ほ
ど
つ
と
め
て
い
る
。
そ

の
関
係
で
三
月
七
日

(月
)
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
の
東
名
開
通
三
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
｢東
名

そ
の
役
割
と
未
来
｣
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
作
家

の
小
松
左
京
さ
ん
、
道
路
界
を
代
表
す
る
土
木
工
学

の
中
村
英
夫
さ
ん
、
道
路
公
団
の
藤
井
副
総
裁
、
い

ず
れ
も
権
威
で
、
聞
き
ご
た
え
の
あ
る
討
論
で
あ
っ

た
。東

名
三
〇
年
の
歩
み
は
日
本
の
道
路
の
模
範
生
で

あ
っ
た
。
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
の
事
故
な
ど
ひ
弱
さ
は

あ
っ
た
が
有
料
高
速
道
路
と
し
て
の
看
板
、
ち
ょ
っ

と
大
げ
さ
で
は
あ
る
が
千
両
役
者
と
し
て
の
見
せ
ば

を
十
分
に
見
せ
つ
け
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
も

と
も
と
東
海
道
は
参
勤
交
代
に
よ
っ
て
日
本
の
"

王

道
"
と
し
て
の
地
位
を
築
き
、
ま
た
風
光
明
娼
さ
は

浮
世
絵
の
広
重
の
作
品
に
も
登
場
し
、
日
本
美
術
界
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の
先
駆
者
で
あ
る
横
山
大
観
、
下
村
観
山
が
歩
き
な

が
ら
西
へ
下
る
絵
筆
行
脚
の
旅
を
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
美
し
い
街
道
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
四
年
全
線
開
通
し
て
以
来
、
日
本
経
済
の

成
長
に
恵
ま
れ
な
が
ら
一
日
四
〇
万
台
の
利
用
者
を

運
び
、
ま
ず
ま
ず
の
快
適
性
を
保
ち
ド
ル
箱
路
線
と

し
て
の
収
入
の
健
全
性
を
つ
づ
け
て
来
た
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
一
般
道
路
の
整
備
状
態
が
高
速

道
路
と
の
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
よ
り
効
率
性
を
高
め
る

良
好
な
条
件
に
な
く
、
開
通
当
時
の
心
配
さ
れ
た
問

題
点
は
厳
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。"東
海
道
メ
ガ

ロ
ポ
リ
ス
"
の
表
現
が
三
〇
年
前
の
新
聞
、
雑
誌
に

し
ば
し
ば
登
場
し

“
モ
ー
タ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
"
の
言

葉
も
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
日
常
化
さ
れ
た
車
社
会
で

も

“渋
滞
“
の
二
文
字
を
未
だ
消
す
こ
と
が
出
来
な

い
。
私
が
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
初
日

"東
名
の
渋
滞
五
〇
キ
ロ
"

の
ニ
ュ
ー
ス
が
長
い
時
間
テ
レ
ビ
の
字
幕
か
ら
消
え

な
か
っ
た
。
首
都
圏
環
状
道
路
の
整
備
な
ど
都
市
部

道
路
網
を
早
く
良
く
す
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。

--
-
し
か
し
難
し
い
。
道
路
だ
け
が
日
本
の
政
治
行

政
の
核
心
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
直
前
の
首
都
高
速
道
路
の
突
貫
建
設
、
東

海
道
新
幹
線
の
開
通
作
業
に
見
ら
れ
る
強
力
な
政
治

指
導
も
い
ま
の
時
代
に
は
通
用
し
な
い
。

今
年
の
五
月
、
創
刊
さ
れ
た

｢草
思
｣
と
い
う
雑

誌
に

"
日
本
人
に
ま
だ
力
が
あ
る
か
"
と
い
う
特
集

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
精
神
力
、
金
融
力
、
防
衛
力

の
三
つ
の
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
有
識
者
が
意
見
を
述

べ
て
い
る
。
大
蔵
指
導
の
金
融
機
能
の
敗
退
、
戦
う

気
概
に
欠
け
る
防
衛
力
-ー
ー
残
さ
れ
た

“精
神
力
“

に
つ
い
て
興
味
あ
る
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
筆
者

山
折
哲
雄
氏

(白
鳳
女
子
短
大
学
長
)
が
、
友
人
の

語
る
言
葉
と
し
て
、
人
間
批
評
の
尺
度
と
し
て
①
知

性
と
②
や
く
ざ
性
と
③
含
羞
性

(が
ん
し
ゅ
う
)
三

つ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
知
性
に
は
人
間
の
精
神
性
と
い

っ
た
も
の
は
余
り
宿
っ
て
い
な
い
か
ら
②
や
く
ざ
性

と
③
含
羞
性
が
の
こ
る
。
や
く
ざ
性
と
い
っ
て
も
｢反

俗
的
な
冒
険
心
｣
で
、
暴
力
団
的
ヤ
ク
ザ
で
は
な
い
。

私
の
若
い
頃
は
新
聞
記
者
を
イ
ン
テ
リ
･
ヤ
ク
ザ
と

い
わ
れ
た
が
若
干
似
て
い
る
。
股
旅
も
の
で
一
世
を

風
び
し
た
大
衆
文
学
の
長
谷
川
伸
は

｢
一
宿
一
飯
｣

｢下
層
社
会
の
い
き
｣
｢命
令
と
良
心
｣
｢義
理
と
意

地
｣
な
ど
胸
の
す
く
脈
々
た
る
流
れ
を
作
品
に
活
し

て
い
る
。
評
論
家
の
佐
藤
忠
男
氏
も
同
意
見
で
あ
り
、

日
本
の
大
衆
文
学
を
築
き
上
げ
た
人
び
と
の
中
に
は

文
部
省
が
き
め
た
学
歴
が
な
く
、
長
谷
川
仲
を
筆
頭

に
吉
川
英
治
、
菊
田
一
夫
、
松
本
清
張
み
ん
な
そ
う

で
あ
る
。
大
佛
次
郎
さ
ん
の
よ
う
な
高
学
歴
で
な
い

点
、
面
白
い
指
摘
で
あ
る
。
日
本
列
島
に
は
昔
か
ら

武
士
道
、
商
人
道
、
任
侠
道
と
い
ず
れ
も
生
き
る
指

針
を

“
み
ち
“
と
し
て
い
た
。
倫
と
し
た
も
の
が
流

れ
て
い
た
。
現
代
の
よ
う
な
弱
者
を
公
に
認
め
た
く

な
い
社
会
福
祉
政
策
と
は
相
容
れ
な
い
風
化
し
た
言

葉
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
-
-
そ
う
考
え
る

と

｢精
神
力
｣
が
な
い
。
冒
頭
の
テ
ー
マ
"

日
本
人

に
ま
だ
力
が
あ
る
か
“
私
に
は
否
定
的
に
読
め
た
。

筆
者
山
折
哲
雄
氏
も
、
任
侠
道
、
町
人
道
、
武
士
道

は
日
本
列
島
と
い
う
風
土
に
育
ま
れ
熟
成
し
て
き
た

日
本
人
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
原
型
質
と
の
仮
説
か

ら
ー
-
'い
ま
の
国
土
に
は
股
旅
任
侠
道
も
浄
瑠
璃
町

人
道
も
、
さ
ら
む
い
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
道
も
死
語
と

化
し
、
眼
前
に
は

“債
権
主
義
"
と
い
う
名
の
累
々

た
る
土
壁
だ
け
と
な
っ
た
。
い
ま
そ
の
壁
穴
か
ら
き

こ
え
て
く
る
も
の
は

“平
成
の
嘆
き
節
"
だ
け
で
あ

る
と

い
,フ
。

道
路
も

“み
ち
"
も
子
孫
に
残
す

道
路
づ
く
り
に
は
悲
観
論
は
い
ら
な
い
。
東
名
は

三
〇
年
間
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
。
い
ま
料
金
が
高

い
と
不
評
の
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
も
三
〇
年
後
の

評
価
は
落
胆
し
て
い
な
い
。
海
ほ
た
る
か
ら
見
た
夜

景
の
富
士
は
絶
景
で
あ
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
と

は
い
え
、
国
の
基
本
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い

ま
国
の
景
気
対
策
の
面
か
ら
見
て
地
方
に
新
た
に
公

団
が
路
線
を
新
設
す
る
こ
と
が
恰
も
大
変
な
無
駄
の

よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
当
た
ら
な
い
。

国
家
一
〇
〇
年
の
計
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
一
〇
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年
一
昔
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
い
ま
は
五
〇
年
が

一
昔
で
あ
る
。
金
が
あ
る
な
ら
道
や
橋
を
造
る
こ
と

は
子
孫
に
財
産
を
の
こ
す
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
使

い
方
は
地
元
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
れ
ば
良
い
こ
と

で
あ
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
前
、
私
は
ラ
ジ
オ
局
の

報
道
部
長
と
し
て

｢池
田
内
閣
に
き
く
｣
と
い
う
当

時
の
主
要
閣
僚
が
毎
日
出
演
し
て
、
政
治
家
と
し
て

所
管
大
臣
と
し
て
抱
負
を
語
る
三
〇
分
の
ベ
ル
ト
番

組

(月
-
土
)
を
直
接
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一

年
半
、
日
曜
日
も
返
上
し
て
制
作
し
た
が
、
当
時
は

佐
藤
栄
作
通
産
大
臣
、
河
野
一
郎
建
設
大
臣
、
藤
山

愛
一
郎
経
済
企
画
庁
長
官
、
田
中
角
栄
大
蔵
大
臣
、

三
木
武
夫
科
学
技
術
庁
長
官
、
大
平
正
芳
官
房
長
官

と
い
う
実
力
者
内
閣
で
あ
っ
た
。
実
力
者
大
臣
に
は

曜
日
を
決
め
て
出
演
し
て
も
ら
う
た
め
、
毎
日
録
音

に
か
け
ず
り
回
わ
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
総
理
に
な
っ

た

(河
野
･
藤
山
両
大
臣
は
死
去
)
方
々
だ
か
ら
対

談
内
容
も
自
分
の
所
管
省
庁
の
話
よ
り
E
C
問
題
、

日
米
安
保
、
ケ
ネ
デ
ィ
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
政
治
姿

勢
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
か
で
も
河
野
一
郎
建

設
大
臣
と
田
中
角
栄
大
蔵
大
臣
の
話
は
特
に
前
向
き

で
お
二
人
と
も
道
路
行
政
に
明
る
く
、
当
時
は
や
や

も
す
れ
ば
政
治
力
が
先
行
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
い
ま

の
閣
僚
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
批
判
さ
れ
る
と

ム
キ
に
な
る
が
、
当
時
の
佐
藤
、
河
野
、
藤
山
さ
ん

た
ち
は
出
演
し
て
下
さ
っ
た
番
組
に
さ
ら
に
ス
ポ
ン

サ
ー
ま
で
付
け
て
く
れ
た
。
創
業
し
て
日
が
浅
い
後

発
の
民
放
局
を
育
て
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
八
幡
製
鉄
、
富
士
製
鉄

(い
ま
の
新
日
鉄
)
や

日
水
、
日
魯
、
大
洋
各
漁
業
会
社
な
ど
、
自
分
の
影

響
力
の
あ
る
大
手
企
業
の
社
長
を
電
話
で
呼
び
出
し

｢協
力
し
て
や
っ
て
く
れ
｣
の
一
声
だ
っ
た
。
三
〇

代
で
郵
政
大
臣
を
経
験
し
た
田
中
大
蔵
大
臣
は
民
放

局
の
認
可
の
経
験
が
あ
る
だ
け
に
ス
タ
ッ
フ
に
対
す

る
思
い
や
り
が
深
く
、
毎
回
の
録
画
に
自
白
の
私
邸

を
訪
れ
る
と
五
人
連
れ
の
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人

(部

長
で
あ
る
私
を
除
く
)
に
角
び
ん
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
を

手
渡
し

｢
ご
苦
労
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ん
｣
を
連
発
し

た
。
ま
た
放
送
局
で
録
音
し
た
と
き
の
こ
と
、
横
浜

の
局
が
東
京
に
ス
タ
ジ
オ
、
事
務
所
を
構
え
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て

｢君
の
局
は
多
摩
川
か
ら
こ
っ
ち

に
渡
っ
て
き
て
は
困
る
ん
だ
。
僕
が
河
野
さ
ん

(建

設
相
)
の
オ
モ
チ
ャ
に
や
っ
た
ん
だ

(免
許
)
か
ら
｣

と
笑
い
な
が
ら
い
っ
て
い
た
。
今
年
の
小
渕
総
理
の

観
桜
会
で
当
時
の
秘
書
の
早
坂
さ
ん
に

｢角
さ
ん
と

は
良
い
思
い
出
の
方
が
多
か
っ
た
｣
こ
と
を
話
し
た

が
、
一
部
マ
ス
コ
ミ
は
放
送
局
の
免
許
を
実
質
上
掌

握
し
て
い
た
角
さ
ん
を
利
用
し
て
子
会
社
の
放
送
局

づ
く
り
を
し
た
は
ず
で
あ
る
。

私
が
知
っ
て
い
る
限
り
、
岸
さ
ん
も
池
田
さ
ん
も

大
物
で
あ
っ
た
。
池
田
総
理
は
私
も
招
か
れ
て
い
た

が
昼
食
会
で
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
モ

ー
ゼ
ル
ワ
イ
ン
を
ふ
る
ま

っ
て
く
れ
た
が
、
な
ん
と

私
邸
か
ら
パ
ト
カ
ー
?

で
取
寄
せ
私
た
ち
の
要
望

に
こ
た
え
て
く
れ
た
。
ま
た
河
野
一
郎
氏
は
放
送
局

社
長
就
任
あ
い
さ
つ
で

｢第
二
次
鳩
山
内
閣
の
さ
い

正
力
君
が
来
て
総
理
大
臣
に
な
り
た
い
と
頼
ま
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
読
売
新
聞
を
よ
こ
す
な
ら
推
し
て
も

良
い
。
数
日
後
、
読
売
だ
け
は
や
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
と
い
う
の
で
こ
と
わ
っ
た
。
正
力
君
は
や
は

り
な
れ
な
か
っ
た
｣、私
も
耳
を
疑
う
よ
う
な
話
が
実

力
者
の
口
か
ら
公
然
と
出
る
時
代
。
そ
ん
な
時
代
に

ド
イ
ツ
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
取
入
れ
た
東
名
高
速
の

準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
家

の
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
は
、
日
中
国
交
回
復
を
成

し
と
げ
た
田
中
さ
ん
は
、
身
辺
は
と
も
か
く
“日
中
“

の
大
き
な

“
み
ち
"
を
つ
く
っ
た
業
績
は
大
き
い
。

東
名
は
文
化
を
運
ん
だ
ろ
う
か

司
馬
遼
太
郎
は
｢街
道
は
文
化
を
運
ん
で
ゆ
く
｣と

の
論
旨
で
書
い
て
い
る
。
著
作

“街
道
を
ゆ
く
“
は

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
が
、
道
路
関
係
の
仕
事
に
携

わ
る
人
達
に
は
必
読
の
書
で
あ
る
'ー
ー
と
私
は
一
方

的
に
決
め
つ
け
て
い
る
o

東
名
が
高
速
機
能
を
発
揮
し
て
、
日
本
の
物
流
と

暮
ら
し
を
変
え
経
済
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
は

疑
う
余
地
が
な
い
。
ま
た
富
士
山
や
浜
名
湖
の
景
観

メβ 道イテセ 99,5



に
恵
ま
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
自
然
の
中
を
通
る
快

適
な
路
線
で
も
あ
る
。
で
は
文
化
の
発
展
に
は
ど
れ

だ
け
の
役
割
を
果
た
し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

公
団
の
藤
井
副
総
裁
は
先
ず
0
国
民
の
文
化
生
活

水
準
を
押
し
上
げ
る
物
流
の
動
脈
と
し
て
幾
何
級
数

的
に
輸
送
量
を
伸
ば
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
東

名
で
の
物
流
を
鉄
道
に
全
部
置
き
換
え
て
輸
送
す
る

と
、
東
海
道
線
の
貨
物
車
を
五
割
増
や
し
て
フ
ル
回

転
し
た
と
し
て
も
、
東
名
を
利
用
す
る
物
流
の
二
･

四
%
し
か
運
べ
な
い
。
信
じ
ら
れ
な
い
位
の
輸
送
機

能
を
果
た
し
て
い
る
②
横
浜
イ
ン
タ
ー
、
厚
木
イ
ン

タ
ー
周
辺
に
新
聞
社
が
軒
並
み
大
規
模
印
刷
所
を
つ

く
り
、
総
合
集
積
機
能
を
果
た
し
、
ニ
ュ
ー
ス
印
刷

の
速
報
性
に
貢
献
し
て
い
る
③
新
し
い
分
野
の
産
業

が
立
地
さ
れ
C
D
の
生
産
は
静
岡
が
全
国
の
六
割
を

占
め
る
な
ど
生
活
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
果
た
し
て
い

る
。
等
々
。

ほ
ぼ
合
格
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
こ
れ
か
ら

は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
医
療
等
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ

ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
構
築
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。
ま
た
高
度
情
報
化
社
会
が
産
ん
だ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
有
機
能
輸
送
な
ど
情
報
ハ
イ
ウ

ェ
イ
を
生
活
文
化
面
の
向
上
に
、
ど
け
だ
け
機
能
さ

せ
て
い
く
か
-ー
ー
三

一
世
紀
へ
向
け
て
の
課
題
と
い

え
そ
う
だ
。

か
つ
て
松
尾
芭
蕉
が
俳
句
行
脚
し
て
い
た
時
代
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
ゆ
く
隊
商
の
時
代
、
人
は
も
の
と

文
化
を
運
ん
だ
。
ま
た
運
ぶ
た
め
の
道
を
つ
く
っ
た
。

風
俗
、
習
慣
と
い
う
文
化
も
運
ば
れ
た
。
小
松
左
京

さ
ん
は
東
名
三
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
高
速

が
で
き
た
お
蔭
で
自
動
車
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

走
っ
て
い
る
と
き
の
爽
快
感
か
ら
で
、
日
本
の
国
土

が
違
っ
て
見
え
た
。
快
適
性
は
色
々
な
感
性
を
呼
び

お
こ
し
て
い
る
。
一
般
産
業
社
会
で
も
感
性
を
い
か

す
経
営
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ソ

ニ
ー
は
い
ち
早
く
感
性
経
営
を
手
が
け
た
。
音
楽
視

聴
面
の
革
命
と
も
い
う
べ
き
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
世
に

出
し
爆
発
的
ブ
ー
ム
を
呼
ん
だ
。
と
同
時
に
社
会
風

俗
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
私
の
友
人
で
当
時
ウ
ォ
ー

ク
マ
ン
を
売
り
出
し
た
黒
木
靖
夫
さ
ん

(元
常
務
)

は
“聴
き
な
が
ら
歩
く
危
険
性
"、
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
を

付
け
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
な
ど
の
難
問
を
長
時
間

の
実
験
で
克
服
し
た

｢ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
流
企
画
術
｣

の
著
書
に
書
い
て
い
る
o

小
松
左
京
さ
ん
は
東
名
を
走
っ
て
い
る
と
き
に
も

っ
と
地
域
と
親
し
み
を
も
っ
て
欲
し
い
。
県
名
表
示

の
デ
ザ
イ
ン
も
そ
の
県
に
ま
か
せ
京
都
に
入
っ
た
ら

｢
お
い
で
や
す
｣
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
。
ま
た
F
M
東

名
と
い
う
放
送
局
を
つ
く
り
情
報
と
音
楽
を
ド
ン
ド

ン
流
し
た
ら
ど
う
か
。
鉄
道
唱
歌
の
よ
う
に
感
謝
と

親
し
み
を
こ
め
て
東
名
の
歌
づ
く
り
を
提
言
し
て
い

た
。

私
も
飛
鳥
田
一
雄
さ
ん

(元
社
会
党
委
員
長
)
が

横
浜
市
長
に
就
任
し
た
三
〇
数
年
前
、
企
画
広
報
審

議
会
の
委
員
と
し
て
の
ゴ
ミ
蒐
集
車
に
象
や
ウ
サ
ギ

等
の
動
物
の
絵
を
書
い
た
明
る
い
装
い
に
し
て
主
婦

や
子
供
を
明
る
い
気
分
に
さ
せ
て
欲
し
い
②
区
役
所

の
建
物
に
は
ネ
オ
ン
を
つ
け
て
欲
し
い
③
市
民
意
識

を
た
か
め
る
た
め
に
は
先
ず
歌
か
ら
事
･事
森
鴎
外
の

作
っ
た
市
歌
を
市
の
封
筒
、
袋
類
に
印
刷
す
べ
き
で

あ
る
。
以
上
の
提
案
の
ネ
オ
ン
だ
け
は
断
わ
ら
れ
た

が
の
は
花
の
絵
②
は
中
封
筒
に
、
い
ま
だ
残
さ
れ
て

い
る
。
三
〇
余
年
間
に
市
民
に
ど
れ
だ
け
市
歌
を
覚

え
ら
れ
た
か
判
ら
な
い
が
、
中
高
年
の
宴
席
で
鉄
道

唱
歌
と
同
様
に
市
歌
を
全
部
う
た
う
人
が
散
見
さ
れ

る
と

い
,フ
。

文
化
と
か
感
性
と
い
う
言
葉
を
む
ず
か
し
く
考
え

る
と
ど
ち
ら
も
高
速
道
路
と
は
無
関
係
に
な
り
が
ち

だ
。
と
こ
ろ
で
東
名
は
文
化
を
運
ん
で
き
た
か
ど
う

か
モ
ー
生
活
文
化
に
大
い
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
昔
と
違
っ
て
“文
化
的
事
業
を
創
出
“

ま
た
は

“文
化
度
を
高
め
る
“
こ
と
に
貢
献
し
て
き

た
と
い
う
べ
き
か
。
こ
の
こ
と
を
別
世
界
の
司
馬
遼

太
郎
は
ど
ん
な
ふ
う
に
表
現
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

二
一世
紀
の
高
速
道
は
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感
性
豊
か
な
も
の
に

高
速
道
路
だ
け
で
な
く
道
路
を
つ
く
る
た
め
に
は



い
ろ
い
ろ
な
力
が
要
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

住
民
の
力
、
行
政
の
力
、
技
術
の
力
、
そ
れ
に
表
現

力
も
要
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
が
な
に
を
表
現
す

る
の
か
と
の
反
問
も
あ
ろ
う
。
快
適
性
と
ス
ピ
ー
ド

性
を
求
め
る
人
や
車
に
応
え
る
感
性
が
欲
し
い
。
色

彩
的
、
感
触
的
、
環
境
的
に
で
あ
る
。

過
去
二
、
三
年
道
路
関
係
に
は
豊
か
な
感
性
の
あ

る
事
例
が
見
ら
れ
た
。
東
京
湾

"海
ほ
た
る
"
の
名

称
は
名
称
選
考
委
員
長
の
平
山
郁
夫
氏
が
多
数
の
応

募
は
が
き
中
わ
ず
か
一
名
の
名
称
を
異
例
に
も
採
用

し
た
傑
作
名
称
で
あ
る
。
ま
た
川
崎
人
工
島
の
排
気

塔
の

"風
の
塔
“
も
東
京
湾
を
出
入
す
る
船
乗
り
の

心
を
安
め
る
色
彩
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
二

一
世
紀
、
東
名
に
は
技
術
改
良
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

向
上
が
進
み
二
〇
一
九
年
の
東
名
五
〇
周
年
に
は
第

二
束
名
と
セ
ッ
ト
で
世
界
の
模
範
道
を
期
待
し
た
い
。

一
方
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢

化
対
策
、
新
幹
線
や
航
空
新
時
代
と
の
競
合
も
迫
ら

れ
て
い
る
。

二
一
世
紀
、
感
性
の
時
代
を
迎
え
る
が
、
建
築
家

と
し
て
都
市
計
画
と
街
路
に
つ
い
て
の
権
威
･
バ
ー

ナ
ー
ド
･
ル
ド
ル
フ
ス
キ
ー
の
著
作
を
思
い
出
す
。

イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
に
実
際
に
住
ん
だ
経
験
を
い
か
し
た
研
究
者
だ

け
に
説
得
力
も
あ
る
。
先
進
国
と
く
に
ア
メ
リ
カ
は

｢道
路
と
街
路
の
区
別
な
く
車
を
走
ら
せ
て
い
る
｣

街
路
は
人
間
が
憩
い
交
う
場
所
に
も
拘
ら
ず
車
を
走

ら
せ
専
横
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
自
動
車
文
明

崇
拝
が
都
市
の
崩
壊
と
文
明
の
荒
廃
に
つ
な
が
る
危

険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。
(『人
間
の
た

め
の
街
路
』
鹿
島
出
版
会
)

道
路
の
な
か
で
も
高
速
道
路
は
こ
の
論
旨
と
は
直

接
関
係
は
な
い
が
、
い
ま
や
利
用
者
だ
け
で
な
く
中

広
い
地
域
と
の
共
存
を
装
置
面
だ
け
で
な
く
、
豊
か

な
感
性
を
い
か
せ
る
場
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
芽
は
わ
ず
か
な
が
ら
出
は
じ
め
て
い
る
。

公
害
な
ら
ぬ
光
書
を
抑
え
る
た
め
①
光
を
上
空
や

道
路
の
外
に
も
ら
さ
な
い
工
夫
②
ト
ン
ネ
ル
内
の
照

明
を
蛍
光
灯
埋
め
込
み
に
し
走
り
や
す
い
工
夫
を
す

る
な
ど
努
力
研
究
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
ト
イ
レ
改
善
な
ど
細
い
問
題
の
よ
う
で
あ

る
が
利
用
者
に
と
っ
て
は
ウ
エ
イ
ト
の
あ
る
切
実
な

こ
と
だ
。
バ
ス
旅
行
で
ト
イ
レ
休
憩
は
食
事
時
間
の

決
定
よ
り
優
先
す
る
事
柄
だ
か
ら
で
あ
る
。
高
齢
化

社
会
を
迎
え
て
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
私
は
二
カ
月
に

一
回
は
主
要
高
速
道
路
を
使
っ
て
東
北
、
信
越
、
東

海
の
各
地
の
美
術
館
見
学
の
引
率
と
解
説
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
楽
し
ん
で
い
る
。
乗
用
車
か
ら
の
車
窓
風

景
よ
り
バ
ス
の
高
さ
で
広
が
っ
た
風
景
が
楽
し
め
る
。

従
来
味
わ
え
な
か
っ
た
ソ
ノ
ラ
マ
で
あ
る
。
利
用
車

も
と
き
に
は
違
う
車
種
を
使
い
、
自
ら
の
感
性
教
育

を
し
て
み
て
は
い
か
が
と
思
う
。

2 0 道行セ 99 ,5

高
速
道
路
は
巨
象
で
あ
る
。
だ
が
動
物
の
巨
象
は

大
地
や
他
の
動
物
に
と
っ
て
恐
し
い
存
在
で
は
な
く
、

む
し
ろ
や
さ
し
い
。
力
の
や
さ
し
い
象
さ
ん
と
し
て

長
生
き
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
は
の
道
路
研
究
所
を
も
っ
と
充
実
し

て
ソ
フ
ト
の
面
、
と
く
に
環
境
、
人
体
と
の
研
究
に

も
っ
て
取
組
ん
で
ほ
し
い
②
走
る
道
路
意
外
に
人
間

の
精
神
衛
生
を
充
足
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど

本
体
外
的
部
門
に
も
っ
と
ウ
ェ
イ
ト
を
も
た
せ
て
ほ

し
い

"富
士
見
休
憩
エ
リ
ア
“
的
な
も
の
が
も
っ
て

あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
③
高
速
主
要
道
を
結
ぶ
役
割

の
首
都
圏
の
三
環
状
九
放
射
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
急
ぐ

た
め
用
地
取
得
に
一
大
革
命
を
得
う
べ
き
で
あ
る
。

例
え
ば
土
地
を
手
放
し
が
ら
な
い
地
主
を
永
久
借
地

に
し
て
借
り
、
そ
の
た
め
の
税
制
や
法
改
正
を
す
る
。

(四
年
前
、
ハ
ル
ピ
ン
ー
大
慶
油
田
を
結
ぶ
中
国
高

速
道
な
ど
三
カ
所
を
視
察
し
、
米
国
シ
カ
ゴ
周
辺
の

高
速
道
か
ら
の
実
感
)
@
地
方
自
治
体
や
大
学
、
民

間
研
究
機
関

(未
成
熟
で
は
あ
る
が
)
と
も
っ
と
近

づ
く
必
要
Iー
i
以
上
を
提
言
し
た
い
。

(社
会
評
論
家
)



新
電
線
類
地
壷
化
計
画
唱
臺
づ
《

電
線
類
地
嘩
化
の
推
進道

路
局
道
路
環
境
課

一
は
じ
め
に

平
成
三

年
三
月
三
一
日
、
建
設
省
、
警
察
庁
、
通
産

省
、
郵
政
省
、
自
治
省
の
五
省
庁
及
び
電
気
事
業
者
、
電

気
通
信
事
業
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
電
線
類
地
中
化
推
進
検

討
会
議
に
よ
り
、
｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣が
策
定
さ
れ

た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
三

年
度
か
ら
平
成
一

七
年
度
ま
で
の
七
年
間
に
約
三
、
0
0
0
畑
の
電
線
類
地

中
化
を
実
施
し
て
い
く
o

二

新
電
線
類
地
中
化
計
画
の
概
要

ー

計
画
策
定
の
背
景

電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
｢電
線
類
地
中
化
計
画
｣

(第
一
期
…
昭
和
六
一
年
度
-
平
成
二
年
度
、
第
二
期
…

平
成
三
年
度
!
平
成
六
年
度
、
第
三
期

"
平
成
七
年
度

ー
平
成
一
〇
年
度
)
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
、
地
域
住
民

等
の
協
力
の
下
に
、
道
路
管
理
者
及
び
電
線
管
理
者
等
が

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
一
○
年
度

末
に
は
全
国
で
約
三
、
四
〇
〇
蝿
の
地
中
化
を
達
成
す
る

に
至
っ
て
い
る

(図
1
･
2
)。

こ
の
間
、
比
較
的
大
規
模
な
商
業
地
域
、
オ
フ
ィ
ス
街
、

駅
周
辺
地
区
な
ど
、
電
力
や
通
信
の
需
要
が
高
く
、
街
並

み
が
成
熟
し
て
い
る
地
域
を
主
た
る
対
象
と
し
、
必
要
な

機
器
を
設
置
で
き
る
歩
道
幅
員
を
有
す
る
箇
所
で
優
先
し

て
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
電
線
類
の
地
中
化
が
か

な
り
進
展
す
る
と
と
も
に
(写
真
1
)、
集
客
力
の
向
上
な

ど
地
域
振
興
に
も
寄
与
し
て
き
た

(写
真
2
)。

近
年
に
お
い
て
は
、
地
域
活
性
化
や
環
境
改
善
へ
の
要

請
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
良
好
な
生
活

空
間
の
拡
大
な
ど
、
新
た
な
社
会
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て

　
　

新

却

大規模商業系地域が対象

図 1 電線類地中化計画の変遷

　

　
　

第
4

“

中小規模商業系地域や
　住宅系地域へ対象を拡大

講

鮒

第
4

鱒

道イテセ 99,5 2!



お
り
、
従
来
の
観
点
か
ら
の
地
中
化
に
加
え
、
中
規
模
商

店
街
や
住
宅
地
･
景
観
の
優
れ
た
地
域
等
に
お
け
る
電
線

類
の
地
中
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
近
年
の
公
共
事
業
の
効
率
化
や
公
共
料
金
の
引

き
下
げ
、
コ
ス
ト
縮
減
等
の
強
い
社
会
的
要
請
に
対
し
て

的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
社
会
的
要
請
等
を
背
景
に
、
電
線
類
地
中
化

は
新
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代

に
対
応
し
、
我
が
国
の
美
し
い
、
良
好
な
生
活
空
間
の
創

造
に
資
す
る

"新
た
な
“
電
線
類
地
中
化
を
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、
本
計
画
を
策
定
し
た
。

2

今
後
の
電
線
類
地
中
化
の
基
本
的
考
え
方

電
線
類
地
中
化
は
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、

都
市
景
観
の
向
上
、
都
市
災
害
の
防
止
、
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
の
向
上
、
地
域
活
性
化
等
の
観
点
か

ら
、
道
路
管
理
者
、
電
線
管
理
者
及
び
地
元
関
係
者

(地

方
公
共
団
体
、
地
域
住
民
)
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
密
接

な
協
力
の
下
に
、
電
気
事
業
、
電
気
通
信
事
業
等
の
健
全

な
発
展
と
調
和
を
図
り
つ
つ
、
平
成
=

年
度
以
降
、
新

た
に
中
規
模
程
度
の
商
業
系
地
域
や
、
住
居
系
地
域
に
お

け
る
幹
線
道
路
な
ど
も
対
象
と
し
て
、
よ
り
一
層
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
o

世
田
谷
区

全
国

(10
万
人
以
上
の

都
市
の
市
街
地
)

東
京
23
区

新
宿
区

15,1 11.8

中
央
区

千
代
田
区

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク

ミ
ユ
ン
ヘ
ン

ベ
ル
リ
ン

パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ボ
ン

※海外の都市は電気事業連合会調べによる1977年の状況 (ケーブル延長ベース)。
日本の状況は建設省調べによる1998年の状況 (道路延長ベース)。

図 2 道路における無電柱率の比較

整備前

写真 2 地域の活性化を実現

22 道行セ 99.5

写真 1 美しい都市空間の実現

無
電
柱
率
%

100 99,2

88.3

72.1

34.8



3

地
中
化
対
象
の
考
え
方

の

地
中
化
対
象

地
中
化
対
象
と
し
て
は
、
比
較
的
大
規
模
な
商
業
地
域
、

オ
フ
ィ
ス
街
、
駅
周
辺
地
区
、
景
観
の
優
れ
た
地
域
な
ど

の
第
三
期
計
画
に
示
す
範
囲
に
加
え
、
中
規
模
商
店
街
や
、

住
居
系
地
域
の
幹
線
道
路
も
対
象
と
し
た
。

②

地
中
化
実
施
箇
所
の
選
定

箇
所
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
要
件
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
必
要
性
、
整
備
効
果
等
の
高
い
箇
所
を
選
定
す

る
%①

路
線
要
件

不
特
定
多
数
の
歩
行
者
や
自
動
車
の
利
用
頻
度
の

高
い
、
地
域
の
骨
格
と
な
る
幹
線
道
路
の
地
中
化
を

重
点
的
に
進
め
る
。

②

用
途
要
件

商
業
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
に
お
い
て
地
中
化
を

進
め
る
ほ
か
、
住
居
系
地
域
に
お
い
て
も
、
地
域
の

幹
線
道
路
の
地
中
化
を
重
点
的
に
進
め
る
。

③

関
連
事
業
要
件

区
画
整
理
、
再
開
発
、
新
設
道
路
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ゾ
ー
ン
の
整
備
等
、
他
の
関
連
事
業
と
あ
わ
せ
た

地
中
化
を
重
点
的
に
進
め
る
。

④

沿
道
要
件

地
域
の
景
観
改
善
へ
の
取
組
み
、
電
力
･
通
信
の

需
要
の
観
点
に
配
慮
す
る
。

4

地
中
化
の
計
画
期
間
及
び
規
模

平
成
一
一
年
度
か
ら
平
成
一
七
年
度
(二
〇
〇
五
年
度
)

ま
で
に
、
三
、
0
0
0
如
程
度
の
地
中
化
を
実
施
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
、
地
元
の
協
力
を
得
て
関
係
者
が
努
力

し
て
い
く
。

5

地
中
化
の
進
め
方

○

地
中
化
の
方
式

電
線
類
地
中
化
は
、
道
路
管
理
上
の
要
請
、
電
力
･
通

信
の
安
定
供
給
の
確
保
、
収
容
及
び
作
業
空
間
の
確
保
の

観
点
か
ら
の
施
工
の
難
易
性
、
支
障
物
件
の
状
況
、
経
済

性
等
を
総
合
的
に
評
価
し
、
以
下
に
掲
げ
る
方
式
の
中
か

ら
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。
そ
の
際
、
関
係
者
が
協
力

し
、
道
路
管
理
上
の
観
点
か
ら
電
線
共
同
溝
方
式
を
積
極

的
に
採
用
す
る
よ
う
努
め
る
。

①

電
線
共
同
溝
方
式

｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣

に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
が
電
線
共
同
溝
を
整
備
す

る
方
式
。

な
お
、
地
方
自
治
体
が
管
理
す
る
道
路
に
お
い
て

は
、
道
路
管
理
者
が
補
助
事
業
又
は
地
方
単
独
事
業

と
し
て
電
線
共
同
溝
の
整
備
を
行
う
も
の
の
ほ
か
、

道
路
管
理
者
以
外
の
地
方
自
治
体
が
地
方
単
独
事
業

と
し
て
、
道
路
法
第
二
四
条
に
基
づ
く
工
事
に
よ
り

電
線
共
同
溝
を
整
備
し
、
道
路
管
理
者
が
管
理
す
る

も
の
が
あ
る
。

②

自
治
体
管
路
方
式

地
方
自
治
体
が
管
路
設
備
を
整
備
す
る
方
式
。

③

単
独
地
中
化
方
式

電
線
管
理
者
が
単
独
で
実
施
す
る
方
式
。

な
お
、
電
線
類
地
中
化
を
推
進
す
る
上
で
必
要
な
場
合

に
は
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
下
記
の
よ
う
な
柔
軟
な

整
備
手
法
も
採
用
す
る
。

の

区
画
整
理
事
業
や
宅
地
開
発
事
業
な
ど
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
段
階
か
ら
共
同
し
て
検
討
を
行
い
、

主
要
な
道
路
等
に
お
い
て
は
、
裏
通
り
か
ら
の
配
線
な

ど
に
よ
り
、
当
初
か
ら
電
線
や
電
柱
が
な
い
環
境
を
実

現
す
る
手
法
。

同

需
要
の
不
安
定
な
地
域
に
お
い
て
、
将
来
の
需
要
の

変
動
に
対
応
す
る
た
め
、
民
地
内
等
の
引
込
部
分
を
架

空
で
配
線
す
る
な
ど
の
手
法
。

②

電
線
共
同
溝
の
構
造

本
計
画
で
は
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
歩
道

幅
員
の
狭
い
道
路
に
お
け
る
整
備
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

新
技
術
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
等
を
実
現

し
た
新
た
な
電
線
共
同
溝
の
構
造
を
採
用
す
る
(写
真
3
)。

③

道
路
新
設
と
の
一
体
整
備

バ
イ
パ
ス
、
拡
幅
、
再
開
発
な
ど
、
道
路
の
新
設
整
備

が
実
施
さ
れ
る
際
に
一
体
的
に
実
施
す
る
地
中
化
は
、
土

工
費
用
や
既
設
埋
設
物
の
移
設
費
用
の
節
減
な
ど
費
用
の

点
で
も
有
利
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
計
画
的
に
、
か
つ
着

実
に
電
線
類
地
中
化
を
進
め
て
い
く
上
で
、
有
効
な
方
法
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れ　
　

　
　

毀

れ

　

　

従

大規模な商業系地域など、3,5m 以上の歩
道幅員を有する道路における整備が前提

で
あ
り
、
本
計
画
で
は
、
関
係
者
の
協
力
の
下
、
都
市
計

画
等
を
踏
ま
え
、
段
階
的
な
整
備
手
法
も
考
慮
し
な
が
ら
、

道
路
新
設
と
一
体
的
な
電
線
類
地
中
化
の
実
施
を
、
積
極

的
に
図
る
。

回

地
中
化
の
推
進
計
画
の
策
定
及
び
推
進
体
制

全
国
一
○
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
、
道
路
管
理
者
、
電
線
管

理
者
、
地
方
自
治
体
等
関
係
者
か
ら
な
る
電
線
類
地
中
化

協
議
会
に
お
い
て
、
構
成
員
の
意
見
を
十
分
反
映
し
た
協

議
に
よ
り
、
地
中
化
の
実
施
箇
所
、
地
中
化
方
式
等
を
ま

と
め
た
推
進
計
画
を
策
定
し
て
、
計
画
的
に
進
め
る
。
そ

の
際
、
円
滑
で
効
果
的
な
地
中
化
の
事
業
実
施
を
行
う
た

め
、
都
道
府
県
単
位
な
ど
の
地
方
部
会
の
意
見
を
反
映
す

る
。
ま
た
、
電
線
類
地
中
化
協
議
会
に
お
い
て
、
適
宜
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
。

さ
ら
に
、
具
体
の
地
中
化
箇
所
に
お
け
る
事
業
実
施
に

関
し
て
、
道
路
管
理
者
、
電
線
管
理
者
等
の
関
係
者
に
地

元
関
係
者
も
加
え
た
連
絡
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
、
公
共

用
地
の
活
用
も
含
め
た
電
力
･
通
信
の
地
上
機
器
設
置
場

所
の
確
保
や
工
事
昼
間
施
工
の
協
議
な
ど
に
お
い
て
、
事

業
の
円
滑
な
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

6

費
用
負
担
の
あ
り
方

電
線
類
地
中
化
に
伴
う
費
用
は
、
道
路
管
理
者
、
電
線

管
理
者
、
地
方
自
治
体
、
地
元
等
で
負
担
す
る
。
な
お
、

民
地
部
分
の
引
込
設
備
は
地
元
負
担
と
す
る
。

①

電
線
共
同
溝
方
式

｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣

に
基
づ
き
道
路
管
理
者
及
び
電
線
管
理
者
が
負
担
す

る
･0

②

自
治
体
管
路
方
式

道
路
設
備
の
材
料
費
及
び
敷
設
費
を
地
方
自
治
体

が
負
担
し
、
残
り
を
電
線
管
理
者
が
負
担
す
る
。

③

単
独
地
中
化
方
式

全
額
電
線
管
理
者
が
負
担
す
る
。

そ
の
他
、
電
線
類
地
中
化
協
議
会
に
お
い
て
優
先
度
が

低
い
と
さ
れ
た
箇
所
に
お
い
て
地
中
化
を
実
施
す
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
全
額
要
請
者
が
負
担
す
る
。

三

お
わ
り
に

今
回
の
新
電
線
類
地
中
化
計
画
は
、
従
来
の
通
信
や
電

力
の
需
要
が
高
い
地
域
を
主
た
る
対
象
と
す
る
観
点
に
加

え
、
中
規
模
商
業
系
地
域
や
住
居
系
地
域
の
幹
線
道
路
等

に
つ
い
て
も
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
主
要
な

幹
線
道
路
に
お
い
て
、
連
続
的
に
電
線
類
地
中
化
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
例
え
ば
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
連

続
的
に
無
電
柱
化
さ
れ
る
な
ど
、
効
率
的
･
効
果
的
な
事

業
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

9

こ
う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
高
ま
る
社
会
ニ
ー

セ行

ズ
に
応
え
る
た
め
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
、
関

道

係
事
業
者
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
電
線
類
地
中
化
を
一

“　　

層
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

新たに可能となる歩道幅

住宅系地域など、2.5m 程度

の狭歩道にも対応可能



地
方
分
権
と
遭
路
衞
験

(第
1
回
)

道
路
局
路
政
課

地
方
分
権
の
推
進
と
地
方
自
治
の
確
立
の
要
請
は
古
く
は
昭
和
二
四
年
の
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
の

｢日
本

税
制
報
告
書
｣
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
そ
の
後
も
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
、
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会

等
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
。

平
成
五
年
六
月
衆
･
参
両
議
院
の

｢地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
｣
の
の
ち
地
方
分
権
推
進
法
が

制
定
さ
れ
こ
れ
に
基
づ
き
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
が
第
一
次
か
ら
第
四
次
ま
で
の
勧
告
を
行
い
、
こ
れ

を
受
け
て
地
方
分
権
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
踏
ま
え
て
現
在
四
七
五
本
の
関
連
法
律

の
改
正
案
が
一
括
し
て
、
今
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
方
分
権
の
推
進
は
明
治
以
来
一
〇
〇
年
余
り
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
中
央
集
権
型
行
政
シ
ス
テ
ム

を
根
本
的
に
変
革
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
｢明
治
維
新
･戦
後
改
革
に
次
ぐ

『第
三
の
改
革
』
と

い
う
べ
き
も
の
の
一
環
｣
で
あ
り

｢数
多
く
の
関
係
法
令
の
改
正
を
要
す
る
世
紀
転
換
期
の
大
事
業
｣
で

あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

(地
方
分
権
推
進
委
員
会

中
間
報
告
)。

そ
こ
で
、
こ
の
度
、
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
で
は

｢地
方
分
権
と
道
路
行
政
｣
と
題
し
、
ま
ず
第
一
回
と

し
て
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
と
し
、次
に
先
述
の
同
法
案
の
成
立
し

た
あ
と
に
第
二
回
と
し
て
、
道
路
関
係
法
令
の
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

平
成
5
年
6
月
3
日

衆
議
院
本
会
議

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議

平
成
5
年
6
月
4
日

参
議
院
本
会
議

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議

東
京
一
極
集
中
、
中
央
集
権
的
行
政
と
い
う
問
題
の
改

善
の
た
め
に
地
方
分
権
の
推
進
を
提
言
。
国
か
ら
地
方
へ

の
権
限
委
譲
、
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
等
地
方
公
共
団

体
の
自
主
性
･
自
律
性
の
強
化
を
図
り
地
方
自
治
を
確
立

す
る
こ
と
が
現
下
の
急
務
と
し
て
、
法
制
定
を
は
じ
め
抜

本
的
な
施
策
を
総
力
を
あ
げ
て
断
行
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
た

(資
料
1
参
照
)。

平
成
5
年
10
月
27
日

第
三
次
行
政
改
革
審
議
会
最
終
答
申

内
閣
総
理
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
行
政
改
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革
の
一
環
と
し
て
地
方
分
権
に
関
す
る
新
た
な
推
進
体
制

を
整
備
し
、
基
本
理
念
、
課
題
と
手
順
等
を
明
ら
か
に
し

た
地
方
分
権
に
関
す
る
大
綱
方
針
を
一
年
間
を
目
途
に
策

定
す
る
こ
と
な
ど
を
提
言
。
ま
た
、
｢国
か
ら
の
権
限
の
移

管
、
機
関
委
任
事
務
･
国
の
関
与
等
の
大
幅
な
縮
減
･
合

理
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
を
地
方
行

政
の
主
体
と
し
て
明
確
に
確
立
す
べ
き
で
あ
る
｣
と
し
て
、

そ
の
後
の
地
方
分
権
の
推
進
に
つ
い
て
の
方
向
付
け
も
な

さ
れ
た
。

平
成
6
年
12
月
筋
目

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
大
綱
方
針
(閣
議
決
定
)

第
三
次
行
革
審
答
申
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
も
の
。
地

方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
基
本
理
念
･
基
本
方
針
を
定
め
、

以
降
の
地
方
分
権
の
推
進
の
在
り
方
と
し
て
、
推
進
計
画

を
策
定
し
、
地
方
推
進
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
し
た
上

で
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
早
急
に

検
討
を
進
め
、
具
体
的
成
案
を
得
て
次
期
通
常
国
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

ば
な
ら
な
い
施
策
及
び
事
業
の
実
施
そ
の
他
の
国
が
本

来
果
た
す
べ
き
役
割
を
重
点
的
に
担
う

○
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
住
民
に
身
近
な
行
政
は
住

民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
処
理
す
る
と
の

観
点
か
ら
地
域
に
お
け
る
行
政
の
自
主
的
か
つ
総
合
的

な
実
施
の
役
割
を
広
く
担
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
役
割
が
明
確

に
さ
れ
た
。

ま
た
第
五
条
に
お
い
て
は
国
が
前
述
の
役
割
分
担
の
あ

り
方
に
即
し
て
国
の
関
与
、
必
置
規
制
、
機
関
委
任
事
務

及
び
補
助
金
等
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
の
確
立
を
図
る
観

点
か
ら
整
理
･
合
理
化
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
推
進
を
図
る
た
め

｢地
方
分
権
推
進
計
画
｣
を
作
成
し

閣
議
決
定
を
経
る
こ
と
や
、
内
閣
総
理
大
臣
に
地
方
分
権

推
進
計
画
の
作
成
の
た
め
の
具
体
的
指
針
を
勧
告
す
る
地

方
分
権
推
進
委
員
会

(以
下
｢委
員
会
｣
と
い
う
。)
を
設

置
す
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
定
期
間
内

に
地
方
分
権
に
集
中
的
か
つ
計
画
的
に
取
組
む
こ
と
が
効

果
的
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
附
則
に
お
い
て
、
施
行
後

五
年
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

平
成
7
年
5
月
19
日

地
方
分
権
推
進
法

(公
布
)

地
方
分
権
推
進
法
は
、
全
4
章
、
一
七
条
か
ら
な
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
で
あ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
に
つ
い
て
、
そ

の
基
本
理
念
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
施

策
の
基
本
と
な
る
事
項
、
必
要
な
体
制
の
整
備
等
が
定
め

ら
れ
た
。

｢第
2
章

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
｣
の

中
で
は
、
第
四
条
に
お
い
て
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
役

割
分
担
と
し
て
、

○
国
に
お
い
て
は
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
と
し
て
の
存

立
に
関
わ
る
事
務
、
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と

が
望
ま
し
い
国
民
の
諸
活
動
若
し
く
は
地
方
自
治
に
関

す
る
基
本
的
な
準
則
に
関
す
る
事
務
又
は
全
国
的
な
規

模
で
若
し
く
は
全
国
的
な
視
野
に
立
っ
て
行
わ
な
け
れ

平
成
7
年
7
月
3
日

地
方
分
権
推
進
委
員
会
発
足

地
方
分
権
推
進
法
に
基
づ
き
委
員
会
が
総
理
府
に
設
置

さ
れ
た
。
委
員
会
の
所
掌
事
務
は
、

26 道行セ 99.5

地方分権の推進に関する決議

今日、さまざまな問題を発生させている東京への一極集中を排除して、国土の均衡

ある発展を図るとと緑こ、国民が待望するゆとりと豊かさを実感できる社会をつくり

上げていくために、地方公共団体の果たすべき役割に国民の強い期待が寄せられてお

り、中央集権的行政のあり方を問い直し、地方分権のより一層の推進を望む蔵ま大き

な流れとなっている。
このような国民の期待に応え、国と地方との役割を見直し、国から地方への権限移

譲、地方税財源の充実強化等地方公共団体の自主性、自律性の強化を図り、二十一世

紀に向けた時代にふさわしい地方自治を確立することが現下の急務である.
したがって、地方分権を積極的に推進するための法制定をはじめ、抜本的な施策を

総力をあげて断行していくべきである。
右議決する。

議
日

会
3

本
6

院
年

　
　

衆
平



○
地
方
分
権
推
進
計
画
の
作
成
の
た
め
の
具
体
的
な
指
針

止
に
伴
う
従
前
の
機
関
委
任
事
務
の
整
理
、
国
と
地
方
公

を
内
閣
総
理
大
臣
に
勧
告
す
る
こ
と

、
寸
本
の

系
に

い
て

折
と
ヱ
レ
ー
レ

り

、

○
地
方
分
権
推
進
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状
況
を
監

視
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
必
要
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
行
政
分
野
別
課
題
に
つ
い
て
個
別
具
体
的
か

つ
専
門
的
に
調
査
審
議
を
行
う
た
め
、
平
成
七
年
一
〇
月

に
委
員
会
に

｢地
域
づ
く
り
部
会
｣
及
び

｢く
ら
し
づ
く

り
部
会
｣
が
設
置
さ
れ
た
。

平
成
8
年
3
月
29
日

地
方
分
権
推
進
委
員
会
中
間
報
告

委
員
会
は
各
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
、
有
識
者
か
ら
地

方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
の
課
題
、
問
題
点
等
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
審
議
検
討
を
進
め
、
そ
の
時
点

に
お
け
る
基
本
姿
勢
と
検
討
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

等
を
目
的
と
し
て
中
間
報
告
を
と
り
ま
と
め
内
閣
総
理
大

臣
に
提
出
し
た
。

平
成
8
年
捉
月
20
日

地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
一
次
勧
告

委
員
会
に
お
い
て
は
中
間
報
告
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
事

項
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
と
と
も
に
、
中
間
報
告
ま

で
に
審
議
で
き
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
も
調
査
審
議
が

行
わ
れ
た
。

特
に
平
成
八
年
四
月
に
は
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃

共
団
体
の
関
係
に
つ
い
て
の
新
た
な
ル
ー
ル
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
た
め
の

｢行
政
関
係
検
討
グ
ル

ー
プ
｣
が
委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
。
平
成
八
年
五
月
に
は
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
や
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保
等
の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
う
た
め
の

｢補
助
金
･
税
財
源
検
討
グ
ル
ー
プ
｣
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
各
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
委
員

会
は
平
成
八
年
三
一月
二
〇
日
、
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
に

対
し
て
地
方
分
権
推
進
法
第
一
○
条
第
一
項
に
基
づ
き
第

一
次
勧
告
を
行
っ
た
。

第
一
次
勧
告
で
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

担
う
べ
き
事
務
を
明
確
に
し
、
機
関
委
任
事
務
制
度
が
地

域
に
お
け
る
総
合
行
政
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、

機
関
委
任
事
務
制
度
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
、
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
に
よ
り
既
に
役
割
や

使
命
を
終
え
た
も
の
、
国
の
規
制
緩
和
政
策
等
に
よ
り
社

会
的
･
経
済
的
意
義
が
乏
し
く
な
っ
た
も
の
な
ど
事
務
そ

の
も
の
を
廃
止
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
廃
止
を
検
討
し
、
今
後
と
も
存
続
が
必

要
な
事
務
に
つ
い
て
は
、
法
定
受
託
事
務

(国
と
地
方
公

共
団
体
と
が
対
等
の
関
係
に
立
つ
も
の
)
と
す
る
も
の
を

除
き
、
原
則
と
し
て
自
治
事
務
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

ま
た
国
の
関
与
の
一
般
原
則
を
①
法
定
主
義
の
原
則
、

②
一
般
法
定
主
義
の
原
則
、
③
公
正
･
透
明
の
原
則
と
し
、

さ
ら
に
自
治
事
務
に
係
る
国
の
関
与
の
類
型
と
法
定
受
託

事
務
に
係
る
国
の
関
与
の
類
型
と
に
整
理
し
た
。

平
成
8
年
12
月
25
日

行
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
閣
議
決
定

行
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
地
方
分
権
推
進
委
員
会
第

一
次
勧
告
を
最
大
限
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
推

進
法
に
定
め
る
基
本
方
針
に
即
し
て
原
則
と
し
て
平
成
一

〇
年
の
通
常
国
会
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
に
、
地
方
分
権

推
進
法
を
作
成
し
、
地
方
分
権
を
総
合
的
に
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
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平
成
9
年
7
月
8
日

地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
二
次
勧
告

第
二
次
勧
告
で
は
次
の
よ
う
な
事
項
が
勧
告
さ
れ
た
。

○
従
前
の
機
関
委
任
事
務
の
う
ち
第
一
次
勧
告
で
整
理
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
個
別
の
事
務
ご
と

の
事
務
区
分
の
整
理
･
特
別
の
関
与
を
限
定
的
に
認
め

る
事
務
の
明
示

○
国
の
関
与
の
手
続
ル
ー
ル
･
地
方
公
共
団
体
の
意
見
の

申
出
と
国
の
応
答
義
務
等
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
関

係
に
つ
い
て
の
新
た
な
ル
ー
ル

○
必
置
規
制
の
う
ち
廃
止
ま
た
は
緩
和
す
べ
き
も
の

○
国
庫
補
助
整
理
合
理
化
、
存
続
す
る
国
庫
補
助
負
担
金

の
運
用
･
関
与
の
改
革
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の

地
方
一
般
財
源
の
充
実
確
保
等

○
都
道
府
県
と
市
町
村
と
の
事
務
の
配
分
の
考
え
方
並
び



に
、
市
町
村
に
対
す
る
都
道
府
県
及
び
国
の
関
与
の
考

え
方
と
関
与
の
ル
ー
ル
の
整
理

○
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
、
市
町
村
の
自
主

的
合
併
や
広
域
行
政
の
推
進
、
地
方
議
会
の
活
性
化
、

住
民
参
加
の
拡
大
･
多
様
化
、
公
正
の
確
保
と
透
明
性

の
向
上
、
住
民
に
信
用
さ
れ
る
行
政
の
展
開
等

平
成
9
年
9
月
2
日

地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
三
次
勧
告

第
三
次
勧
告
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
事
項
が
勧
告
さ

れ
た
。

○
地
方
事
務
官
制
度
に
関
連
す
る
事
務

○
駐
留
軍
用
地
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
土
地
の
使
用
･
収

用
に
関
す
る
事
務
及
び
駐
留
軍
等
労
務
者
の
労
務
管
理

等
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い

平
成
9
年
10
月
9
日

地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
四
次
勧
告

第
四
次
勧
告
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
事
項
が
勧
告
さ

れ
た
。

○
第
三
次
勧
告
ま
で
に
事
務
区
分
を
確
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
機
関
委
任
事
務
に
つ
い
て
の
事
務
区
分
の
確
定
と
、

機
関
委
任
事
務
の
法
制
上
の
根
拠
規
定
の
整
備
の
方
向

○
国
の
関
与
に
関
す
る
基
準
及
び
従
前
の
団
体

(委
任
)

事
務
に
係
る
国
の
関
与
の
整
理

○
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
係
争
処
理
を
す
る
第
三

者
機
関
と
し
て
の
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会

(仮
称
)

○
市
町
村
の
規
模
等
に
応
じ
た
権
限
委
譲

平
成
10
年
5
月
29
日

地
方
分
権
推
進
計
画
(閣
議
決
定
)

第
一
次
か
ら
第
四
次
ま
で
の
勧
告
を
受
け
て
地
方
分
権

推
進
法
第
八
条
第
一
項
に
基
づ
く
地
方
分
権
推
進
計
画
が

平
成
一
〇
年
五
月
二
九
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
概
要

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
役
割
分
担
及
び
国
と
地
方

公
共
団
体
の
新
し
い
関
係

の

国
が
担
う
べ
き
事
務

①
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
と
し
て
の
存
立
に
関
わ

る
事
務

②
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
国

民
の
諸
活
動
又
は
地
方
自
治
に
関
す
る
基
本
的
な

準
則
に
関
す
る
事
務

③
全
国
的
規
模
･
視
点
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
策
及
び
事
業

(ナ
シ
ョ
ナ
ル
"コ
ー
マ
ム
の
維
持

･
達
成
、
全
国

的
規
模
･
視
点
か
ら
の
根
幹
的
社
会
資
本
整
備
等

に
係
る
基
本
的
な
事
項
に
限
る
)

な
ど
を
重
点
的
に
担
う
。

2

機
関
委
任
事
務
の
廃
止

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
の
本
旨
を
基
本
と
す
る
対
等
･
協
力
の
新
し
い
関
係

を
築
く
た
め
、
機
関
委
任
事
務
制
度
を
廃
止
す
る
。

3

地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
新
た
な
考
え
方

機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
地
方
公
共
団

体
の
処
理
す
る
事
務
を
自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
と

に
再
構
成
す
る
。

自

治

事

務

地
方
公
共
団
体
の
処
理
す
る
事
務
の

う
ち
、
法
定
受
託
事
務
を
除
く
も
の

と
す
る

法
定
受
託
事
務

法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ

り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
処
理
す

る
事
務
の
う
ち
、
国
が
本
来
果
た
す

べ
き
責
務
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、

国
民
の
利
便
性
又
は
事
務
処
理
の
効

率
性
の
観
点
か
ら
都
道
府
県
又
は
市

町
村
が
処
理
す
る
も
の
と
し
て
法
律

又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
特
に
定

め
る
も
の

･
法
定
受
託
事
務
に
関
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
う
ち
関

連
の
あ
る
も
の

の
国
家
の
統
治
の
基
本
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
事

務
②
根
幹
的
部
分
を
国
が
直
接
執
行
し
て
い
る
事
務
で

以
下
に
掲
げ
る
も
の

国
が
設
置
し
た
公
物
の
管
理
に
関
す
る
事
務

　

　　

③
全
国
単
一
の
制
度
又
は
全
国
一
律
の
基
準
に
よ
り
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行
う
給
付
金
の
支
給
等
に
関
す
る
事
務

③
国
際
協
定
等
と
の
関
連
に
加
え
、
制
度
全
体
に
わ

事
務
が
整
理
分
類
さ
れ
た
。

④
広
域
に
わ
た
り
国
民
に
健
康
被
害
が
生
じ
る
こ
と

た
る
見
直
し
が
近
く
予
定
さ
れ
て
い
る

努

･
差
別
の
固
り

寸
本

等
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
伝
染
病
の
ま
ん
延
防

止
や
医
薬
品
等
の
流
通
の
取
締
ま
り
に
関
す
る
事

務
⑤
精
神
障
害
者
等
に
対
す
る
本
人
の
同
意
に
よ
ら
な

い
入
院
措
置
に
関
す
る
事
務

◎
国
が
行
う
災
害
救
助
に
関
す
る
事
務

の
国
が
直
接
執
行
す
る
事
務
の
前
提
と
な
る
手
続
の

一
部
の
み
を
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
事
務
で
、
当
該
事
務
の
み
で
は
行
政

目
的
を
達
成
し
得
な
い
も
の

嚢

止

醗

止

務

イ

廃

務

事

執

の

事

執

の

　

　

る

接

体

る

才

ず

直

目

ず

直

自

続

の

務

続

の

務

存

国

事

存

国

事

麟

務事

　

　

　

　

た
る
見
直
し
が
近
く
予
定
さ
れ
て
い
る
事
務

･
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与

の
在
り
方

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
新
し
い
関
係
を
確
立
す

る
た
め
、
都
道
府
県
に
対
す
る
国
の
関
与
及
び
市
町

村
に
対
す
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
に
つ
い
て
の

基
準
と
手
続
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係

に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
も
再
構
成
す
る
こ
と
と
し

た
。

･
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
係
争
処
理
の
仕
組
み

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
の
関
与
の
適
正
の
確

保
を
担
保
す
る
た
め
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間

で
係
争
が
生
じ
た
場
合
に
、
行
政
内
部
に
お
い
て
公

平
･
中
立
な
機
関
に
よ
り
処
理
し
、
さ
ら
に
は
司
法

手
続
き
に
よ
る
解
決
を
図
る
こ
と
と
し
、
総
理
府
に

国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
を
設
置
し
、
地
方
公
共
団

体
は
、
国
の
関
与
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
当
委
員

会
に
対
し
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。

･
従
前
の
個
別
の
機
関
委
任
事
務
の
在
り
方

事
務
自
体
を
廃
止
す
る
も
の
、
国
の
直
接
執
行
と

す
べ
き
事
務
及
び
、
法
廷
受
託
事
務
と
す
る
も
の
を

除
き
、
自
治
事
務
と
す
る
も
の
と
さ
れ
、
各
関
係
省

庁
の
所
管
法
に
つ
い
て
、
従
前
の
個
別
の
機
関
委
任

･
従
前
の
個
別
の
団
体

(委
任
)
事
務
の
在
り
方

事
務
自
体
を
廃
止
す
る
も
の
及
び
、
国
の
直
接
執

行
と
す
べ
き
事
務
を
除
き
、
自
治
事
務
と
す
る
も
の

と
さ
れ
、
従
前
の
個
別
の
団
体

(委
任
)
事
務
に
係

る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
の
在
り
方
が
整
理
さ
れ

た
。

･
地
方
事
務
官
制
度
の
廃
止

･
権
限
委
譲
の
推
進

国
か
ら
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
、都
道
府
県
か
ら

市
町
村
に
委
譲
さ
れ
る
権
限
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
一
定
の
人
口
規
模
等

(二
〇
万
以

上
な
ど
)
を
有
す
る
市
を
当
該
市
か
ら
の
申
出
に
基

づ
き
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
権
限
を
ま
と
め
て
委

譲
す
る
た
め
の
所
要
の
法
制
上
の
措
置
を
講
じ
る
こ

と
と
し
た
。

4

必
置
規
制
の
見
直
し
と
国
の
出
先
機
関
の
在
り
方

･
必
置
規
制
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
組

織
権
を
尊
重
し
行
政
の
総
合
化
･
効
率
化
を
進
め
る

た
め
、
個
々
の
規
制
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
規
制
の
必
要
性
と
妥
当
性
を
検
討
し
、
必
要

最
小
限
の
規
制
に
と
ど
め
る
よ
う
、
そ
の
廃
止
･
緩

和
を
推
進
す
る
と
さ
れ
た
。

･
権
限
委
譲
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
、
国
の
関

与
の
縮
減
･
廃
止
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
･
交

付
手
続
の
簡
素
化
な
ど
に
よ
り
事
務
量
が
減
少
す
る
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と
見
込
ま
れ
る
国
の
地
方
出
先
機
関
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
組
織
･
業
務
の
縮
減
･
合
理
化
を
図
る
と

さ
れ
た
。

5

国
庫
負
担
金
の
整
理
合
理
化
と
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
･
自
立
性
を
高
め
る
見
地
か

こ
つ

･
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化

･
存
続
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
運
用
、
関
与
の
改
革

･
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財
源
の
充
実

確
保

の
三
点
を
基
本
的
な
方
向
と
し
て
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
た
。

6

都
道
府
県
と
市
町
村
の
新
し
い
関
係

市
町
村
に
対
す
る
都
道
府
県
の
関
与
は
、
法
律
又
は
こ

れ
に
基
づ
く
政
令

(こ
れ
ら
に
基
づ
く
条
例
を
含
む
。)
に

定
め
の
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と

さ
れ
、
都
道
府
県
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
都
道
府
県
の
処
理
す
る
事
務
の
一
部
を
当
該
都
道
府

県
の
区
域
内
の
市
町
村
が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
た
。

7

地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制
の
整
備
･
確
立

･
地
方
行
革
の
推
進
、
人
事
交
流
と
人
材
の
育
成

･
市
町
村
の
合
併
等
の
推
進

･
地
方
議
会
の
活
性
化

･
住
民
参
加
の
拡
大
･
多
様
化
、
直
接
請
求
制
度
の
見

直
し

,

･
地
方
行
政
に
お
け
る
情
報
公
開
の
推
進
、
監
査
機
能

の
充
実
強
化

等

平
成
10
年
11
月
19
日

地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
五
次
勧
告

第
五
次
勧
告
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
が
勧
告

さ
れ
た
。

○
効
率
的
な
公
共
事
業
を
推
進
し
、
地
域
住
民
の
自
己
決

定
権
を
で
き
る
限
り
拡
充
し
て
い
く
。

○
直
轄
事
業
の
見
直
し

公
共
事
業
に
係
る
国
の
直
轄
事
業
及
び
公
共
事
業
に

係
る
国
が
直
接
管
理
す
る
公
物
に
つ
い
て
は
国
と
地
方

の
役
割
分
担
の
明
確
化
と
中
央
省
庁
の
ス
リ
ム
化
に
資

す
る
よ
う
に
、
全
国
的
な
見
地
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
基

礎
的
又
は
広
域
的
事
業
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
は
地
方

公
共
団
体
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
直
轄
事
業
及

び
直
轄
公
物
の
範
囲
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
基
準
に
よ

り
、
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
央
省
庁
の
ス
リ
ム

化
の
観
点
か
ら
も
そ
の
範
囲
の
見
直
し
を
行
う
。

○
補
助
事
業
の
見
直
し

第
二
次
勧
告
及
び
地
方
分
権
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、

国
庫
負
担
金
と
国
庫
補
助
金
の
区
分
に
応
じ
て
積
極
的

に

整
理
合
理
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
央
省
庁
の

ス
リ
ム
化
の
一
層
の
見
直
し
を
行
う
。

○
国
が
策
定
又
は
関
与
す
る
各
種
開
発
･
整
備
計
画
の
見

直
し

平
成
円
年
3
月
26
日

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
案

(地
方
分
権
一
括
法
案
)
閣
議
決

定地
方
分
権
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
法
律
四
七
五
本

に
及
ぶ
改
正
案
を
一
括
し
た
地
方
分
権
一
括
法
案
が
、
平

成
一
〇
年
三
月
二
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
三
月
二
九
日

に
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
詳
細
は
第
二
回
で
と
り
あ
げ
る

こ
と
と
し
て
、
今
回
は
主
要
な
道
路
関
係
法
律
の
ポ
イ
ン

ト
の
み
を
挙
げ
る
て
お
く
。

機
関
委
任
事
務
の
廃
止
に
伴
う
事
務
区
分
の
整
理

の

法
定
受
託
事
務
と
整
理
さ
れ
た
事
務

以
下
に
掲
げ
る
事
務
を
法
定
受
託
事
務
と
す
る
た

め
の
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

･
指
定
区
間
外
国
道
の
管
理
に
関
す
る
事
務

(費
用

の
負
担
、
徴
収
に
か
か
る
も
の
を
除
く
)

･
申
請
書
等
の
経
由
事
務

幻

自
治
事
務
と
す
る
事
務

･
指
定
市
の
市
道
以
外
の
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者

に
対
す
る
都
道
府
県
知
事
の
監
督

･
道
路
に
関
す
る
調
査
等
の
実
施

等

国
の
関
与
等
の
見
直
し

･
都
道
府
県
道
の
路
線
を
認
定
、
変
更
又
は
廃
止
す

る
場
合
の
建
設
大
臣
の
認
可
は
協
議
と
す
る

等

nノム

等
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『徳
島
県
道
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
路
肩
転
落
事
件
』

に
つ
い
て

菅
野

裕
之

②
本
件
ダ
ン
プ

(車
両
重
量
七
･
一
四
五
t
。
最
大
積

載
量
八
t
。
長
さ
六
･
八
四
m
。
幅
二
･
四
八
m
。
車

軸
間
距
離
三
･
八
五
m
。
車
輪
配
列
ー
前
二
･
後
複
二

駆
動
。
左
右
前
輪
の
間
隔
･
タ
イ
ヤ
中
心
間
で
一
･
九

九
m
。
左
右
後
輪
の
間
隔
･内
側
タ
イ
ヤ
中
心
間
で

÷

五
0
m
･
外
側
タ
イ
ヤ
中
心
間
で
約
二
･
一
五
m
。
運

転
席
は
右
側
で
前
車
軸
の
上
や
や
前
に
位
置
し
て
い
る
。)

は
、
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
走
行
中
、
南
側
の
崖
下
に

転
落
し
た

(写
真
3
)。

③
事
故
現
場
付
近
の
道
路
幅
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ

れ
て
い
る
車
道
部
分
で
約
三
m
あ
り
北
側
は
山
の
斜
面

に
ほ
ぼ
接
す
る
ま
で
舗
装
さ
れ
、
南
側
も
崖
の
法
面
の

上
端
近
く
ま
で
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
南
側
路
肩
の
非
舗

装
部
分
の
幅
は
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
た
め
に
明

確
に
で
き
な
い
。
原
告
は
せ
い
ぜ
い
四
○
伽
程
度
と
主

さ
る
平
成
九
年
三
月
二
八
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
最
高
裁

の
判
決
に
お
い
て
、
道
路
管
理
瑕
疵
事
案
に
お
け
る
注
目

す
べ
き
判
断
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
本
文
に
お
け
る
見
解
は
あ
く
ま
で
執
筆
者
個
人

の
見
解
で
す
。

一

事
件
の
内
容

こ
の
事
件
は
昭
和
五
七
年
に
徳
島
県
内
の
県
道
上
皆

津
･
奥
浦
線
に
お
い
て
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
路
肩
を
逸
脱

し
路
外
に
転
落
し
た
事
件
で
す
。

ま
ず
、
第
一
審
判
決
と
控
訴
審
判
決
の
事
実
認
定
か
ら

の
事
故
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

H

発
生
日
時

昭
和
五
七
年
八
月
二
一
日
午
前
九
ー
一
〇
時
こ
ろ

□

発
生
場
所

徳
島
県
海
部
郡
海
南
町
相
川
字
村
山
付
近
の
県
道

上
皆
津
･
奥
浦
線
路
上

(以
下

｢事
故
現
場
｣
と
い

う
。
)

a

事
故
現
場
付
近
の
状
況
等

の
本
件
道
路
は
、
事
故
現
場
付
近
で
は
平
坦
で
概
ね
均

一
な
路
面
を
維
持
し
て
東
西
方
向
に
ほ
ぼ
直
線
状
に
延

び
て
お
り
、
北
側
は
上
に
向
か
っ
て
切
り
立
っ
た
山
の

斜
面
で
う
す
く
雑
草
が
生
え
、
南
側
は
下
に
向
か
っ
て

の
崖

(高
さ
約
八
m
勾
配
は
約
五
〇
度
)
で
、
崖
の
法

面
に
は
雑
草
が
生
い
茂
り
、
崖
の
下
は
休
耕
田
で
あ
る
。

路
面
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
簡
易
舗
装
で
や
や
荒
れ
て
お

り
、
道
路
の
北
側
に
も
南
側
に
も
擁
壁
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い

(写
真
1
･
2
)
。
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張
し
、
道
路
管
理
者
は
、
あ
る
程
度
の
路
肩
が
あ
る
と

主
張
し
つ
つ
、
そ
の
幅
に
つ
い
て
は
明
確
な
主
張
を
し

て
い
な
い

(写
真
2
参
照
)。

@
本
件
事
故
当
時
、
事
故
現
場
の
西
側
か
ら
順
次
東
に

向
か
っ
て
、
道
路
北
側
の
端
に
沿
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
浅
い
L
字
型
側
溝

(南
北
の
幅
約
四
五
釦
)
を
設

置
す
る
工
事
が
進
行
中
で
あ
っ
た
が
、
事
故
現
場
付
近

で
は
未
だ
側
溝
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
工

事
の
た
め
に
道
路
北
側
部
分
が
約
○
･
九
m
の
幅
で
掘

り
返
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
こ
の
掘
り
返
さ
れ
て
い
た
部
分

(以
下

｢床

掘
り
部
分
｣
と
い
う
。)
に
木
製
の
遣
り
型

(距
離
を
置

い
て
打
っ
た
二
本
の
杭
に
一
枚
の
板
を
わ
た
す
よ
う
に

し
て
打
ち
付
け
た
側
溝
設
置
位
置
を
示
す
標
識
)
が
あ

っ
た
か
否
か
、
仮
に
遣
り
型
が
あ
っ
た
と
し
て
そ
れ
が

道
路
中
央
に
向
か
っ
て
ど
の
程
度
の
長
さ
が
出
て
い
た

か
(原
告
は
一
m
程
度
と
い
う
。
)
に
つ
い
て
は
争
い
が

あ
る
。

⑤
事
故
現
場
の
東
側
約

一
〇
0
m
の
地
点
に
は
前
方

(西
方
)
工
事
中
の
標
識
が
、
事
故
現
場
の
東
側
手
前

路
肩
に
は

｢工
事
中
最
徐
行
｣
と
記
載
さ
れ
た
立
て
看

板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
事
故
現
場
に
は
、
路
肩
の

限
界
あ
る
い
は
車
両
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
部
分

(道
路
幅
)
を
指
示
す
る
標
識
等
の
設
置
は
な
く
、
ま

た
通
行
車
両
の
運
転
者
に
対
し
て
路
肩
に
注
意
を
喚
起

す
る
た
め
の
誘
導
員
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

◎
本
件
事
故
発
生
前
、
本
件
ダ
ン
プ
と
同
様
に
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
材
を
積
載
し
た
八
t
ダ
ン
プ
カ
ー
が
本
件
事
故

現
場
を
通
過
し
て
い
る
o

概

　　

　の時当
い

故
麓
事

　　　　
　
　

薄
頻

~ 梢い鷄謹蘂熱いさメ隷が

　　　　　　

写真 2 事故後の道路状況
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二

争
点

以
下
の
点
に
つ
い
て
原
告
と
道
路
管
理
者
間
で
争
わ
れ

ま
し
た
。

0

事
故
の
態
様
及
び
道
路
管
理
者
の
と
る
べ
き
措
置

①

原
告
の
主
張

道
路
管
理
者
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
義
務
が

あ

っ
た
。

･1

崖
沿
い
の
路
肩
部
分
及
び
そ
の
付
近
の
路
盤
の

強
度
、
緩
み
の
有
無
を
常
に
調
査
す
る
。

"跿

右
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
ポ
ー
ル
を
立
て
あ
る

い
は
ロ
ー
プ
を
張
る
等
し
て
安
全
に
通
行
し
う
る

範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
。
場
合
に
よ
り
車
両
の
通

行
を
禁
止
す
る
。

道

安
全
な
部
分
を
通
行
で
き
る
よ
う
、
ま
た
脱
輪

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
通
行
誘
導
員
を
専
属
的
に

配
置
す
る
。

②

被
告
の
主
張

本
件
事
故
は
、
原
告
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ

(時

速
約
三
〇
虹
)、
前
方
を
注
視
し
な
い
で
運
転
し
、
南
側

に
寄
り
過
ぎ
て
走
行
し
た
結
果
、
最
初
に
左
前
輪
が
路

外
に
脱
輪
し
、
そ
の
ま
ま
前
進
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に

車
体
が
左
に
傾
い
て
転
落
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

路
面
に
残
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
痕
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
路

肩
が
崩
れ
て
い
る
の
は
、
車
両
の
重
さ
で
崩
壊
し
た
も

の
で
は
な
く
、
車
両
が
転
落
す
る
際
に
、
車
体
重
量
が

重
か
っ
た
の
で
路
肩
の
土
を
も
ぎ
取
る
か
た
ち
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
本
件
道
路
は
、
山
間
の
道
路
と
は
い
う

も
の
の
付
近
住
民
の
唯
一
の
生
活
道
路
で
あ
り
、
従
来

か
ら
バ
ス
、
普
通
乗
用
車
等
の
通
行
が
か
な
り
あ
り
、

か
つ
本
件
事
故
発
生
当
時
に
は
、
さ
ら
に
西
の
奥
で
道

路
工
事
が
な
さ
れ
、
ダ
ン
プ
カ
ー
等
の
工
事
用
車
両
や

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
等
の
重
機
が
頻
繁
に
通
行
し
て
い
た
。

そ
し
て
前
記
側
溝
工
事
が
な
さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
っ

て
も
、
右
の
車
両
等
は
何
の
問
題
も
な
く
本
件
事
故
現

場
を
通
過
し
て
い
る
。
本
件
事
故
現
場
付
近
の
路
肩
に

緩
み
や
亀
裂
が
発
生
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
件

事
故
現
場
付
近
が
他
の
部
分
に
比
較
し
て
危
険
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
た
事
実
も
な
い
。
原
告
の
前
に
も
、

甲
及
び
乙
運
転
の
二
台
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
材
を
満
載
し
て
本
件
事
故
現
場
を
通
過
し
て
い
る
が
、

こ
の
両
名
は
本
件
道
路
を
通
行
す
る
の
は
初
め
て
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
原
告
は
か
つ
て
バ
ス
の
運
転
手
と
し

て
、
ま
た
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手
と
し
て
本
件
道
路
を

再
三
通
行
し
、
道
路
路
肩
の
状
況
を
熟
知
し
て
い
た
か

ら
、
本
件
事
故
現
場
付
近
で
は
一
旦
停
止
し
た
上
、
徐

行
し
て
車
輪
が
路
肩
の
上
に
の
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す

べ
き
で
あ
っ
た
。
原
告
が
自
動
車
運
転
者
と
し
て
当
然

は
ら
う
べ
き
通
常
の
注
意
義
務
を
怠
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

本
件
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
被
告
が
、
道
路
管
理

者
と
し
て
、
本
件
事
故
現
場
に
お
い
て
、
路
盤
の
強
度
･

緩
み
の
有
無
等
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
到

底
い
え
な
い
し
、
危
険
を
表
示
す
る
等
の
措
置
を
と
る

必
要
も
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

の

損
害
論

(省
略
)

三

裁
判
所
の
判
断

第
一
審
の
徳
島
地
方
裁
判
所
阿
南
支
部
及
び
控
訴
審
の

高
松
高
等
裁
判
所
で
は
以
下
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。の

第
一
審

(徳
島
地
方
裁
判
所
阿
南
支
部
…
平
成
四
年
九
月
一
八
日
)

事
故
原
因
に
つ
い
て

①
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
ダ
ン
プ
が
転
落
し
た
位
置
に

お
い
て
路
肩
が
崩
れ
て
欠
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た
本
件

ダ
ン
プ
は
、
そ
の
路
面
に
残
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
痕
の
状
態

か
ら
ま
ず
左
前
輪
が
路
外
に
脱
輪
し
、
徐
々
に
前
方
に

進
行
し
つ
つ
転
落
し
て
い
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
(図

ー
)。左
前
輪
が
脱
輪
し
転
落
が
開
始
し
た
原
因
に
つ
い

て
は
、
路
肩
が
前
輪
の
重
み
で
崩
れ
た
た
め
か
、
そ
の

部
分
の
路
肩
の
幅
が
狭
か
っ
た
た
め
に
車
輪
が
路
肩
外

に
出
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
本
件
ダ
ン
プ
の
進
行
方
向

が
路
肩
と
平
行
で
は
な
く
や
や
左
寄
り
で
あ
っ
た
た
め

に
路
肩
外
に
出
た
か
、
い
ず
れ
か
又
は
そ
れ
ら
が
複
合

し
た
も
の
と
一
応
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
か
を
明
確
に
指
し
示
す
証
拠
は
存
在
し
な
い
。

②
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
ダ
ン
プ
の
左
右
前
輪
の
幅
は

外
側
で
二
･
一
六
m
と
認
め
ら
れ
る
が
、
仮
に
本
件
ダ
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ン
プ
の
左
前
輪
が
路
肩
上
に
出
な
い
で
舗
装
部
分
に
乗

っ
た
ま
ま
本
件
事
故
現
場
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
と
し

て
、
そ
れ
で
も
な
お
路
肩
を
含
む
道
路
南
側
部
分
が
崩

壊
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
す
証
拠
は
な
い
。
本
件
ダ

ン
プ
が
通
る
前
に
通
過
し
た
他
の
ダ
ン
プ
は
、
左
前
輪

を
路
肩
に
出
さ
ず
舗
装
部
分
上
を
通
過
し
た
の
で
、
本

件
ダ
ン
プ
も
同
様
に
通
過
し
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く

舗
装
部
分
か
ら
の
崩
壊
は
な
か
っ
た
と
一
応
推
測
さ
れ

"る
0

③
そ
こ
で
、
本
件
ダ
ン
プ
が
舗
装
部
分
を
通
過
す
れ
ば

路
肩
の
崩
壊
は
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
と

す
る
。
な
お
、
前
輪
が
舗
装
部
分
の
上
を
通
過
し
て
も
、

左
側
外
側
の
後
輪
の
一
部
は
路
肩
に
は
み
出
す
こ
と
に

な
る
が
、
内
側
車
輪
が
舗
装
部
分
に
乗
っ
て
い
る
限
り
、

転
落
は
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
原
告
が
、
本
件
事
故

現
場
に
さ
し
か
か
っ
て
本
件
ダ
ン
プ
の
進
路
を
定
め
る

に
あ
た
り
、
床
掘
り
部
分
に
進
入
し
な
い
で
も
、
で
き

る
だ
け
車
両
を
右
側
に
寄
せ
て
通
過
す
れ
ば
、
本
件
事

故
は
生
じ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
%

④
原
告
が
主
張
す
る
よ
う
な
路
肩
あ
る
い
は
通
行
可
能

な
道
路
幅
に
注
意
を
促
す
標
識
あ
る
い
は
誘
導
員
が
い

な
け
れ
ば
、
進
路
を
で
き
る
だ
け
右
側
に
寄
せ
て
通
過

す
る
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
困
難
か
あ
る
い
は
不
可
能

で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
否
定
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
原
告
の
前
に
既
に
二
台
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
本
件
現
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場
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
、
現
場
の
状
況
か
ら
安
全
に

通
行
で
き
る
道
路
の
幅
が
極
め
て
狭
く
、
そ
れ
も
で
き

る
だ
け
右
側
に
寄
せ
て
通
過
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は

一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、
あ
え
て
標
識
で
示
す
必
要

も
な
い
こ
と
、
幅
の
狭
い
場
所
を
通
過
す
る
に
あ
た
り

一
旦
停
止
し
て
安
全
を
確
認
す
る
程
度
の
こ
と
は
当
然

す
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
毎
日
の
よ
う
に
運
転
し
て
い

る
自
分
所
有
の
車
両
の
幅
や
長
さ
等
は
運
転
者
に
お
い

て
か
な
り
正
確
に
認
識
し
て
運
転
し
て
い
る
は
ず
で
あ

り
、
本
件
事
故
現
場
の
道
路
は
ほ
ぼ
直
線
で
複
雑
な
ハ

ン
ド
ル
操
作
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

視
力
が
正
常
か
又
は
正
し
く
矯
正
さ
れ
て
い
れ
ば
、
バ

ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
通
し
又
は
右
側
の
窓
か
ら
直
接
道
路
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
一
○
伽
程
度
の
左
右
の
ず

れ
は
正
確
に
認
識
し
、
運
転
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
が
極
め
て
困
難
又
は
不
可
能
で
あ

る
と
は
想
像
し
難
い
こ
と
、
以
上
の
こ
と
か
ら
原
告
に

お
い
て
、
特
別
な
標
識
や
誘
導
員
が
い
な
く
と
も
、
走

行
進
路
を
で
き
る
だ
け
右
側
に
寄
せ
て
通
過
す
る
こ
と

は
十
分
可
能
で
あ
り
、
さ
し
て
困
難
で
な
か
っ
た
も
の

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

⑤
確
か
に
路
肩
や
道
路
幅
に
つ
い
て
の
標
識
が
設
置
さ

れ
、
あ
る
い
は
誘
導
員
に
よ
る
注
意
喚
起
と
誘
導
が
あ

れ
ば
、
本
件
事
故
は
防
止
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
よ
う
な
措

置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

本
件
事
故
を
発
生
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

進
路
を
右
側
に
寄
せ
て
車
両
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
比

較
的
容
易
に
で
き
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る

義
務
が
被
告
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
べ
き
で
あ
る
o

よ
っ
て
、
そ
の
余
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、

原
告
の
本
訴
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
、
請
求
を
棄
却
す

る
ちの

控
訴
審
判
決

(高
松
高
等
裁
判
所
“
平
成
五
年
九
月
二
一
日
)

こ
の
判
決
に
対
し
、
被
害
者
で
あ
る
原
告
は
控
訴
し
ま

し
た
が
、
以
下
に
よ
り
そ
の
控
訴
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

当
裁
判
所
も
、
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
に
設
置
･

管
理
の
瑕
疵
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
す
る
。

そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家

賠
償
法
二
条
に
い
う
｢営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
｣

と
は
当
該
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い

る
こ
と
を
い
い
、
右
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
等

諸
般
の
事
情
が
総
合
考
慮
さ
れ
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
お
よ
そ
被
害
者
が
当
該
営
造
物

の
通
常
の
用
法
に
従
う
こ
と
な
く
こ
れ
を
利
用
し
て
事
故

が
発
生
し
た
場
合
は
、
客
観
的
に
予
測
可
能
性
が
な
く
、

右
営
造
物
に
つ
き
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
ま
ず
、
本
件
道
路
の

　　

路
肩
に
つ
い
て
は
、
前
記
認
定
事
実
及
び
証
拠
に
よ
れ
ば
、
J道行セ 99.5 J5

本
件
道
路
の
事
故
現
場
付
近
南
側
は
高
さ
約
八
m
、
勾
配

約
五
〇
度
の
崖
に
な
っ
て
お
り
、
路
肩
か
ら
崖
の
方
面
に

か
け
て
雑
草
が
連
続
し
て
生
い
茂
っ
て
い
る
た
め
、
外
見

上
路
肩
と
崖
の
法
面
と
の
境
界
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、

路
肩
の
幅
は
狭
く
、
直
ち
に
崖
の
法
面
に
続
い
て
お
り
、

し
か
も
、
事
故
現
場
付
近
の
路
面
は
平
坦
で
概
ね
直
線
状

を
成
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
に
お
け
る
控
訴
人
の
よ
う
に

事
故
現
場
に
向
け
東
側
か
ら
進
行
し
て
来
た
場
合
、
事
故

現
場
付
近
の
南
側
が
直
ち
に
崖
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
明

確
に
認
識
で
き
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

本
来
、
路
肩
は
車
道
の
保
護
又
は
そ
の
効
用
維
持
の
た
め

に
存
在
す
る
も
の
で
、
人
車
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
る
も

の
で
な
い

(車
両
制
限
令
二
条
七
号
、
九
条
参
照
)
う
え
、

本
件
道
路
の
事
故
現
場
付
近
路
肩
が
右
に
設
定
し
た
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
右
事
故
現
場
付
近
路
肩
に
つ

い
て
は
、
道
路
管
理
者
が
殊
更
そ
の
旨
を
明
示
す
る
ま
で

も
な
く
、
車
両
等
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
、
本
件
道
路
の
路
面

(車
道
)
及
び
本
件
ダ
ン
プ

の
状
況
で
あ
る
が
、
前
認
定
の
と
お
り
、
本
件
道
路
の
事

故
現
場
付
近
車
道
の
幅
員
は
約
三
m
で
、
床
掘
り
部
分
の

幅
は
約
0
･
九
m
で
あ
る
か
ら
、
通
行
可
能
な
車
道
の
有

効
幅
員
は
約
二
･
一
m
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
前
記
認

定
事
実
及
び
原
審
に
お
け
る
控
訴
人
本
人
尋
問
の
結
果
に



よ
れ
ば
、
本
件
ダ
ン
プ
の
後
輪
外
側
タ
イ
ヤ
の
中
心
間
間

隔
は
約
二
･
一
五
m
、
タ
イ
ヤ
の
幅
は
路
面
接
着
部
分
で

約
二
五
伽
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
結
局
、
後
輪
外
側
タ
イ

ヤ
の
外
端
か
ら
外
端
ま
で
の
幅
は
約
二
･
四
m
で
あ
っ
て
、

通
行
可
能
な
路
面
の
有
効
幅
員
よ
り
約
三
0
m
、
後
輪
外

側
タ
イ
ヤ
の
幅
が
広
い
こ
と
に
な
る
o

そ
う
す
る
と
、
控
訴
人
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件

道
路
の
路
面
の
ほ
か
、
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
路

肩
に
約
三
○
伽
以
上
は
み
出
し
て
通
行
し

(な
お
、
路
肩

の
幅
は
運
転
者
に
と
っ
て
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
の
で
、

あ
る
い
は
、
控
訴
人
は
一
部
崖
の
法
面
の
突
出
し
て
通
行

し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
本
件
事
故
が
そ
の
た
め
発

生
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。)、
そ
の
結
果
、
本
件
ダ
ン
プ

の
安
定
性
を
失
い
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
と
推
断
す

る
に
難
く
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
い
ま
仮
に
本
件
事
故

の
態
様
が
控
訴
人
主
張
の
と
お
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

本
件
事
故
は
、
控
訴
人
が
本
件
道
路
の
通
常
の
用
法
に
反

し
て
使
用
し
た
た
め
発
生
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
本
件
道

路
の
設
置
･
管
理
に
つ
き
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

控
訴
人
は
、
道
路
構
造
令
五
条
四
項
の
規
定
を
挙
げ
て
、

有
効
幅
員
の
減
じ
た
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
に
つ
い

て
、
道
路
管
理
者
は
通
行
制
限
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と

主
張
す
る
が
、
右
規
定
は
道
路
を
新
設
又
は
改
築
す
る
場

合
の
幅
員
に
つ
い
て
規
定
し
た

(同
法
一
条
)
も
の
で
あ

っ
て
、
右
規
定
を
充
た
す
道
路
が
工
事
の
た
め
一
時
的
に

有
効
幅
員
が
狭
く
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
ま
で
規
制
す
る

趣
旨
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
控
訴
人
の
右
主
張
は
理
由

が
な
い
。

ま
た
、
控
訴
人
は
、
本
件
道
路
の
道
路
管
理
者
は
事
故

現
場
付
近
に
つ
い
て
ポ
ー
ル
を
立
て
、
ロ
ー
プ
を
張
る
等

し
て
安
全
に
通
行
し
う
る
範
囲
を
明
ら
か
に
し
、
あ
る
い

は
、
安
全
な
部
分
を
通
行
で
き
る
よ
う
通
行
誘
導
員
を
配

置
す
る
措
置
を
構
ず
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
主
張
す
る
が
、

前
記
説
示
の
と
お
り
、
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
中
通

行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
路
面
は
約
二
･
一
m
の
車
道
部

分
で
あ
る
と
こ
ろ
、
仮
に
控
訴
人
主
張
の
と
お
り
の
措
置

を
採
る
と
し
て
も
、
そ
の
部
分
を
明
示
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
は
平
坦
で
ほ
ぼ
直
線
状

で
あ
る
等
前
記
認
定
の
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
本
件
事
故

発
生
時

(午
前
九
時
な
い
し
一
〇
時
こ
ろ
)
に
お
い
て
は
、

事
故
現
場
の
道
路
状
況

(特
に
前
記
説
示
の
路
肩
か
ら
法

面
に
か
け
て
の
状
況
)
は
運
転
者
に
お
い
て
明
確
に
認
識

で
き
る
の
で
あ
り
、
一
方
、
通
行
車
両
の
幅
に
つ
い
て
は

当
該
運
転
者
が
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

本
件
に
つ
い
て
当
該
約
二
･
一
m
の
幅
員
で
自
車
が
通
行

可
能
か
ど
う
か
は
運
転
者
自
ら
に
お
い
て
判
断
可
能
で
あ

り

ま
た
、
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る

(し
た
が
っ
て
、

そ
の
可
能
性
の
な
い
以
上
、
控
訴
人
は
本
件
ダ
ン
プ
を
運

転
し
て
事
故
現
場
を
通
行
す
べ
き
で
な
か
っ
た
。)。
す
る

と
、
道
路
管
理
者
に
は
控
訴
人
主
張
の
措
置
を
採
る
べ
き

義
務
は
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
点
の
控
訴

人
の
主
張
も
理
由
が
な
い
。

も
っ
と
も
、
控
訴
人
は
、
事
故
現
場
の
車
道
と
路
肩
の

境
界
付
近
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
状
態
が
荒
れ
て
お
り
、

そ
の
境
界
は
判
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
、
前

掲
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、
事
故
現
場
の
車
道
と
路

肩
の
境
界
付
近
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
状
態
は
荒
れ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、

一
方
、
全
体
的
に
み
れ
ば
、

お
お
よ
そ
の
車
道
と
路
肩
の
区
別
は
十
分
付
き
、
自
車
が

車
道
を
通
行
で
き
る
か
否
か
を
判
断
す
る
の
に
格
別
支
障

は
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
控
訴
人
の
右
主

張
も
採
用
で
き
な
い
。

ま
た
、
控
訴
人
は
、
運
転
者
だ
け
の
判
断
で
車
輪
の
数

十
m
の
位
置
の
ず
れ
を
判
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
か

又
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
が
、
仮
に
そ
う
で
あ

る
な
ら
、
運
転
者
に
お
い
て
、
自
車
の
通
行
に
つ
き
余
分

に
数
十
伽
幅
の
安
全
性
を
保
っ
て
、
通
行
可
能
か
否
か
を

判
断
す
れ
ば
足
り

(こ
の
点
は
、
本
来
の
道
幅
が
約
二
･

一
m
の
車
道
を
通
行
す
る
場
合
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は

な
い
。)、
こ
れ
を
も
っ
て
本
件
道
路
の
瑕
疵
を
肯
定
す
る

事
情
と
な
し
得
な
い
か
ら
、
控
訴
人
の
右
主
張
も
採
用
し

が
た
い
。
他
に
本
件
道
路
の
設
置
、
管
理
の
瑕
疵
を
青
認

す
べ
き
主
張
立
証
は
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
に
つ
き

国
家
賠
償
法
二
条
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
控
訴
人
の
本
訴
請
求
は
、
そ
の
余

の
点
に
つ
き
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
理
由
が
な
い
。
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四

上
告
理
由
書

控
訴
人
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
最
高
裁
判
所
に
上

告
し
ま
し
た
。

そ
の
上
告
理
由
書
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
昭
和
五
五
年
九
月
一
一
日
最
高
裁
判
決
に
よ
れ
ば
、

｢当
該
営
造
物
の
利
用
に
付
随
し
て
死
傷
等
の
事
故
の

発
生
す
る
危
険
性
が
客
観
的
に
存
在
し
、
か
つ
、
そ
れ

が
通
常
の
予
測
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
な
い
限
り
、

管
理
者
と
し
て
は
、
右
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
の
安
全
施
設
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
｣
と
さ

れ
て
お
り
、
本
件
事
故
は
そ
の
危
険
性
が
客
観
的
に
予

測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

②
た
し
か
に
車
両
制
限
令
九
条
に
よ
れ
ば

｢歩
道
等
の

な
い
道
路
に
お
い
て
は
自
動
車
は
路
肩
に
は
み
出
し
て

は
な
ら
な
い
｣
と
さ
れ
て
い
る
が
、
路
肩
は
本
来
車
道

の
効
用
を
保
つ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
部
分
で
あ
り
、種
々

の
事
情
に
よ
り
自
動
車
が
路
肩
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
は
、
路
肩
は
車
道
の
補
充
を
な
さ
し
め
る

も
の
で
あ
る
o

車
両
制
限
令
九
条
は
原
則
を
述
べ
た
だ
け
の
も
の
で

あ
り
、
車
両
制
限
令
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
考
え
れ
ば
、

む
し
ろ
路
肩
に
は
み
出
し
て
も
安
全
な
走
行
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。

五

最
高
裁
判
決

平
成
九
年
三
月
二
八
日
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
上
告
審

の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
以
下
の

理
由
に
よ
り
高
等
裁
判
所
に
審
理
を
差
し
戻
す
と
い
う
道

路
管
理
者
に
と
っ
て
厳
し
い
判
決
と
な
り
ま
し
た
。

主

文

原
判
決
を
破
棄
す
る
。

本
件
を
高
松
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻
す
。

理

由

原
審
は
、
ま
ず
、
お
よ
そ
被
害
者
が
当
該
営
造
物
の
通

常
の
用
法
に
従
う
こ
と
な
く
こ
れ
を
利
用
し
て
事
故
が
発

生
し
た
場
合
は
、
客
観
的
に
予
測
可
能
性
が
な
く
、
右
営

造
物
に
つ
き
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
た
上
、
本
件
事
故
は
、
上
告
人
が
、
本
件
事
故

現
場
に
お
い
て
、
｢歩
道
、
自
転
車
道
又
は
自
転
車
歩
行
者

道
の
い
ず
れ
を
も
有
し
な
い
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
は
、

そ
の
車
輪
が
路
肩
に
は
み
出
し
て
は
な
ら
な
い
。｣と
す
る

車
両
制
限
令
九
条
の
規
定
に
反
し
、
車
両
の
通
行
の
用
に

供
さ
れ
て
い
な
い
路
肩
に
約
三
○
伽
以
上
は
み
出
し
て
本

件
自
動
車
を
通
行
さ
せ
た
結
果
、
本
件
自
動
車
が
安
定
性

を
失
い
本
件
事
故
が
発
生
し
た
と
推
断
す
る
に
は
難
く
は

な
く
、
し
た
が
っ
て
、
い
ま
仮
に
本
件
事
故
の
態
様
が
上

告
人
の
主
張
の
と
お
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
事
故

は
、
上
告
人
が
本
件
道
路
を
通
常
の
用
法
に
反
し
て
使
用

し
た
た
め
発
生
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
本
件
道
路
の
設
置

及
び
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断

し
、
上
告
人
の
請
求
を
棄
却
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
右
判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
使
用
に
関
連
し

て
事
故
が
発
生
し
、
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い

い
得
る
か
否
か
は
、
そ
の
事
故
当
時
に
お
け
る
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
、

諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
営
造
物
の
通
常
の
用

法
に
即
し
な
い
行
動
の
結
果
事
故
が
生
じ
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
営
造
物
と
し
て
本
来
具
有
す
べ
き
安
全
性

に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
右
行
動
が
設
置
管
理
者
に

お
い
て
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
右
事
故
が
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が

(最

高
裁
昭
和
五
三
年
団
第
七
六
号
同
年
七
月
四
日
第
三
小

法
廷
判
決
･民
集
三
二
巻
五
号
八
〇
九
頁
参
照
)、
そ
の

事
故
当
時
の
具
体
的
状
況
の
下
に
お
い
て
、
右
行
動
が

管
理
者
の
通
常
の
予
測
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
な
く
、

か
つ
、
右
行
動
に
よ
っ
て
事
故
の
発
生
す
る
危
険
性
が

客
観
的
に
存
在
す
る
と
き
は
、
管
理
者
と
し
て
は
、
右

事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
措
置
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を
執
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る

(最
高

裁
昭
和
五
四
年
拗
第
二
二
七
号
同
五
五
年
九
月
三

日

第
一
小
法
廷
判
決
･
裁
民
一
三
〇
号
三
七
一
頁
参
照
)。

そ
し
て
、
車
両
制
限
令
九
条
に
違
反
す
る
態
様
で
道
路

を
通
行
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
、
道
路
の
通
常
の
用
法

に
即
し
な
い
行
動
と
い
う
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
当

該
道
路
の
具
体
的
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な

通
行
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
は
、
否
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
態
様
で
道

路
を
通
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
一
事
を
も
っ
て
道
路
の
設
置
及
び

管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
即
断
す

る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
事
故
当
時
、

前
記
側
溝
設
置
工
事
の
た
め
、
本
件
事
故
現
場
に
お
い

て
は
本
件
道
路
の
有
効
幅
員
が
約
二
･
一
m
に
狭
め
ら

れ
て
い
た
た
め
、
本
件
自
動
車
が
同
所
を
通
過
す
る
た

め
に
は
、
路
肩
部
分
に
車
輪
の
一
部
を
は
み
出
さ
せ
て

通
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
所

に
は
通
行
を
禁
止
又
は
制
限
す
る
標
識
等
は
な
く
、
か

え
っ
て
、
本
件
事
故
の
前
に
本
件
自
動
車
と
同
程
度
の

重
量
･
大
き
さ
の
貨
物
自
動
車
が
同
所
を
通
過
し
て
い

た
と
い
う
の
で
あ
る

(記
録
に
よ
る
と
、
右
貨
物
自
動

車
は
二
台
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
、
本
件
自
動
車
と
同

じ
く
、
同
所
の
西
方
の
本
件
道
路
改
修
工
事
現
場
へ
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
材
を
運
搬
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。)。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
車
両
が
同
所

告
人
に
予
測
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か

に
差
し
掛
か
っ
た
時
点
に
お
い
て
既
に
同
所
の
路
肩
が

崩
壊
の
徴
候
を
示
し
て
い
た
と
か
、
他
に
安
全
な
迂
回

路
が
存
在
し
た
な
ど
、
特
段
の
事
情
が
無
い
か
ぎ
り
、

車
両
が
そ
の
車
輪
の
一
部
を
路
肩
に
は
み
出
し
て
通
行

す
る
こ
と
は
、
本
件
道
路
の
管
理
者
の
通
常
の
予
測
の

範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。

⑬
し
た
が
っ
て
、
上
告
人
が
本
件
自
動
車
の
左
後
輪
を

本
件
事
故
現
場
に
お
い
て
路
肩
に
約
三
〇
伽
以
上
は
み

出
さ
せ
て
通
行
し
た
事
実
を
確
定
す
る
の
み
で

(上
告

人
は
一
部
崖
の
法
面
に
突
出
し
て
通
行
し
た
可
能
性
が

あ
り
、
ま
た
、
本
件
事
故
が
そ
の
た
め
発
生
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
、
と
判
示
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
点
を
確
定
し
た
と
ま
で
は
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。)、
直
ち
に
、
本
件
事
故
は
上
告
人
が
本
件
道
路
の

通
常
の
用
法
に
反
し
て
使
用
し
た
た
め
発
生
し
た
も
の

に
す
ぎ
ず
、
被
上
告
人
に
よ
る
本
件
道
路
の
設
置
及
び

管
理
に
瑕
疵
は
な
か
っ
た
と
し
た
原
審
の
判
断
に
は
、

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
解
釈
適
用
を
誤
り
、
ひ
い
て

は
審
理
不
尽
、
理
由
不
備
の
違
法
が
あ
り
、
こ
の
違
法

は
原
判
決
の
結
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。
論
旨
は
理
由
が
あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ

な
い
。
そ
し
て
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
に
従
い
、
本
件
事

故
当
時
の
状
況
の
下
に
お
い
て
、
本
件
事
故
現
場
を
路

肩
に
は
み
出
し
て
通
行
す
る
車
両
の
あ
る
こ
と
が
被
上

を
更
に
審
理
し
、
も
し
こ
れ
が
否
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、

本
件
事
故
の
態
様
を
確
定
し
た
上
、
本
件
道
路
の
設
置

又
は
管
理
に
つ
き
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
、
も
し
瑕
疵

あ
り
と
す
れ
ば
、
本
件
事
故
が
そ
の
瑕
疵
に
起
因
す
る

も
の
か
否
か
な
ど
、
所
要
の
事
項
に
つ
き
審
理
を
尽
く

さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
を
原
審
に
差
し
戻
す
の
が
相
当
で

あ
る
。

よ
っ
て
民
訴
法
四
〇
七
条
一
項
に
従
い
、
裁
判
官
全
員

一
致
の
意
見
で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷

裁
判
長
裁
判
官

河
合

伸
一

裁
判
官

大
西

勝
也

裁
判
官

根
岸

重
治

裁
判
官

福
田

博

六

最
高
裁
判
決
の
考
察

こ
の
よ
う
に
こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
最
高
裁
判
所
に
お

い
て
判
断
が
覆
り
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻
さ
れ
る
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
判
決
の
ポ
イ
ン
ト
は
運
転
手
の
と
っ
た
行
動
に
対

す
る
評
価
で
す
が
、
運
転
手
の
行
動
を

｢車
両
制
限
令
に

違
反
し
て
い
る
｣
と
い
う

一
事
の
み
を
も
っ
て

｢通
常
の

利
用
形
態
｣
に
比
べ
て

｢通
常
で
は
な
い
｣
と
の
判
断
を

し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
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こ
の
判
決
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
最
高
裁
判
決
の

先
例
は
、
や
は
り
昭
和
五
三
年
団
第
七
六
号
、
同
年
七
月

四
日
第
三
小
法
廷
判
決
で
あ
る

｢神
戸
市
道
防
護
柵
不
全

児
童
転
落
事
件
｣
(道
路
管
理
瑕
疵
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
二

七
四
頁
)
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
、
昭
和
五
四
年

団
第
二
二
七
号
、
同
五
五
年
九
月
三

日
第
一
小
法
廷
判

決
で
あ
る

｢埋
立
地
内
岸
壁
車
両
転
落
事
件
｣
に
お
け
る

｢そ
の
事
故
当
時
の
具
体
的
状
況
の
下
に
お
い
て
、
右
行

動
が
管
理
者
の
通
常
の
予
測
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
な

く
、
か
つ
、
右
行
動
に
よ
っ
て
事
故
の
発
生
す
る
危
険
性

が
客
観
的
に
存
在
す
る
と
き
は
、
管
理
者
と
し
て
は
、
右

事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
措
置
を

執
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。｣と
い
う
先

例
を
合
わ
せ
て
引
用
し
て
い
ま
す
。

判
決
は
こ
の
判
例
に
従
い
、
本
件
事
故
の
際
の
運
転
手

の
行
動
が

｢管
理
者
の
通
常
の
予
測
の
範
囲
｣
を
超
え
る

も
の
で
は
な
い
、
と
判
断
し
、
予
測
可
能
性
が
存
在
す
る

も
の
と
認
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
高
裁
は
、
路
肩
が
通
行
禁
止
区
域
で
あ
れ

ば
、
そ
の
部
分
の
通
行
を
禁
止
す
る
旨
の
標
識
等
が
な
か

っ
た
た
め

｢適
切
な
措
置
｣
が
執
ら
れ
て
い
な
い
、
と
判

断
し
ま
し
た
。
こ
の
部
分
は
回
避
可
能
性
の
不
存
在
を
認

め
な
か
っ
た
も
の
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
定
め
る
営
造
物
の
設

置
又
は
管
理
瑕
疵
の
定
義
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
す
と
、

そ
の
若
干
不
明
で
あ

っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る

こ
の
定
義
に
つ
い
て
数
あ
る
最
高
裁
判
例
を
前
田
順
司
東

｢国
道
四
三
号
訴
訟
｣
の
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
触
れ
ら

京
地
方
裁
判
所
判
事

(
一
九
八
七
年
執
筆
当
時
)
は
書
籍

れ
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

｢国
家
補
償
法
大
系
｣
の
な
か
で
、
そ
れ
ら
を
体
系
的
に

(平
成
七
年
七
月
七
日

最
高
裁
平
成
四
年
団
第
一
五

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
｢国
家
賠
償
法

○
三
号
及
び
一
五
〇
四
号
第
二
小
法
廷
判
決
)

に
二
条
一
項
の
定
め
る
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵

(上
告
人

(国
･
公
団
)
の
上
告
理
由
の
第
二
点
に
っ

と
は
、
物
理
的
･
外
形
的
な
物
的
状
態
に
お
い
て
通
常
有

い
て
)

す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
と
理
解
で
き

｢所
論
は
、
要
す
る
に
、
本
件
道
路
の
設
置
又
は
管
理

る
。
そ
し
て
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
と
い

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
す
る
に
は
、
財
政
的
、
技
術
的
及

う
た
め
に
は
、
①
営
造
物
に
事
故
発
生
の
危
険
性
が
存
す

び
社
会
的
制
約
の
下
で
上
告
人
ら
に
被
害
を
回
避
す
る

る
こ
と
、
②
営
造
物
の
設
置
管
理
者
に
お
い
て
事
故
発
生

可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
こ
の
点

の
予
測
可
能
性
が
存
す
る
こ
と
、
③
営
造
物
の
設
置
管
理

の
判
断
を
し
な
い
ま
ま
、
右
の
瑕
疵
を
認
め
た
原
判
決

者
に
お
い
て
事
故
発
生
を
回
避
す
る
可
能
性
が
存
す
る
こ

に
は
、
判
断
違
脱
の
違
法
又
は
国
家
賠
償
法
二
条
一
項

と
、
と
い
う
三
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
し
か
も
、

の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

こ
れ
ら

一一

牛
は
い
。

も

涌

品

巳々

ご
子

る
。

京
地
方
裁
判
所
判
事

(
一
九
八
七
年
執
筆
当
時
)
は
書
籍

｢国
家
補
償
法
大
系
｣
の
な
か
で
、
そ
れ
ら
を
体
系
的
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
｢国
家
賠
償
法

に
二
条
一
項
の
定
め
る
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵

と
は
、
物
理
的
･
外
形
的
な
物
的
状
態
に
お
い
て
通
常
有

す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
と
理
解
で
き

る
。
そ
し
て
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
と
い

う
た
め
に
は
、
①
営
造
物
に
事
故
発
生
の
危
険
性
が
存
す

る
こ
と
、
②
営
造
物
の
設
置
管
理
者
に
お
い
て
事
故
発
生

の
予
測
可
能
性
が
存
す
る
こ
と
、
③
営
造
物
の
設
置
管
理

者
に
お
い
て
事
故
発
生
を
回
避
す
る
可
能
性
が
存
す
る
こ

と
、
と
い
う
三
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
三
要
件
は
い
ず
れ
も

｢通
常
｣
の
範
囲
内
に
存

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
要
件

の
判
断
に
つ
い
て
は

｢当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場

所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し

て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
る
｣
こ
と
に
な
る
。｣
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
と
り
ま
と
め
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら

示
談
を
行
う
際
の
客
観
的
な
判
断
基
準
と
し
て
も
十
分
利

用
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
と
り
ま
と
め
も
、
そ
の

｢三
要
件
｣
が

す
べ
て
存
在
し
た
と
き
に

｢瑕
疵
あ
り
｣
と
な
る
の
か
、

そ
れ
と
も
一
つ
で
も
存
在
す
れ
ば

｢瑕
疵
あ
り
｣
と
な
る

の
か
が
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
は
、
危
険
責
任
の
法
理
に
基

づ
き
被
害
者
の
救
済
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国

又
は
公
共
団
体
の
責
任
発
生
の
要
件
に
つ
き
、
公
の
営

造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
た
め
に
他
人

に
損
害
を
生
じ
た
と
き
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
所

論
の
回
避
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
本
件
道
路
の
設
置

又
は
管
理
に
瑕
疵
を
認
め
る
た
め
の
積
極
的
要
件
に
な

る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。｣

と
の
判
断
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
少
な
く
と
も
瑕
疵
の
認
定
に
は

｢三
要

件
｣
の
す
べ
て
が
必
要
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
示
さ
れ



た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は

｢瑕
疵
｣
の
判
断
は
一

要
件
で
も
存
在
す
れ
ば
瑕
疵
あ
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
最
高
裁
の
判
決
の
意
味
は
、
①
危
険
性
の
存
在
②

予
測
可
能
性
の
存
在
③
回
避
可
能
性
の
存
在
、
と
い
う
三

要
件
は

｢そ
れ
が
全
部
存
在
す
れ
ば
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
る

た
め
の
条
件
｣で
は
な
く
、
｢三
要
件
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ

で
も
重
要
な
要
素
と
し
て
不
存
在
で
あ
れ
ば
、
管
理
者
が

免
責
さ
れ
る
条
件
と
な
る
｣
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

例
え
ば
瑕
疵
の
典
型
的
な
例
の

｢穴
ぼ
こ
｣
に
つ
い
て

考
え
る
と
、
道
路
上
の
穴
ぼ
こ
に
よ
り
自
動
車
が
破
損
し

た
場
合
、
①
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
事
故
が
起
こ
っ
た

事
実
か
ら
逆
説
的
に
危
険
性
が
存
在
し
た
こ
と
は
当
た
り

前
と
な
り
ま
す
が
、
残
り
の
②
の
予
測
可
能
性
と
③
の
回

避
可
能
性
の
存
在
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
予
測
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
穴
ぼ
こ
の
場
合
、
路

面
の
下
に
空
洞
が
出
来
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
通
常
の
技
術
水
準
を
も
っ
て
予
測
で

き
た
か
否
か
等
を
検
討
し
ま
す
。
次
に
回
避
可
能
性
に
つ

い
て
は
、
予
測
可
能
性
と
リ
ン
ク
す
る
部
分
も
多
い
の
で

す
が
、
そ
こ
を
事
前
に
通
行
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
た
か

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
三
要
件
が
す
べ
て
存
在
し
た
場
合
に

の
み

｢瑕
疵
あ
り
｣
と
判
断
す
る
と
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

瑕
疵
が
認
め
ら
れ
る
事
案
は
事
実
上
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
裁
判
所
の
多
く
は
被
害
者
救
済
の
立
場
に
立

る
｣
と
い
う
理
解
が
穏
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ち
、
客
観
的
に
明
ら
か
な
目
損
事
故
や
交
通
事
故
で
な
い

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
家

口賞
、
一

が
波

口

限
り
、
事
故
が
起
こ
っ
た
事
実
に
対
し
て
、
一
旦
、
｢瑕
疵

が
存
在
す
る
｣
と
い
う
前
提

(仮
定
)
に
立
ち
、
そ
こ
か

ら
予
測
可
能
性
や
回
避
可
能
性
の
存
在
に
つ
い
て
検
討
し
、

道
路
管
理
者
に
あ
ま
り
に
大
き
な
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と

に
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
が
免
責
さ
れ
る
べ
き

と
し
て

｢瑕
疵
な
し
｣
の
判
断
を
下
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
は
無
過
失
責
任
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
無
過
失
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
は
詳
し

く
論
じ
る
と
紙
面
が
足
り
ま
せ
ん
の
で
概
要
に
と
ど
め
ま

す
が
、
落
石
や
土
砂
崩
壊
の
事
件
に
お
い
て
は
、
現
在
の

技
術
水
準
･
予
算
規
模
で
は
発
生
す
る
落
石
や
土
砂
崩
壊

の
全
て
に
つ
い
て
予
測
す
る
こ
と
や
回
避
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
過
去
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
落
石
の
事
件
で
道

路
管
理
者
が
勝
訴
し
た
事
件
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
瑕
疵
の
三
要
素
か
ら
考
え
る
と
矛
盾
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
裁
判
所
は
国
家
賠
償
法
二
条
一

項
に
お
け
る
国
･
公
共
団
体
の
責
任
は
無
過
失
責
任
で
あ

る
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。

無
過
失
責
任
を
考
慮
に
入
れ
る
と
さ
ら
に
混
乱
す
る
(免

責
要
件
が
存
在
す
る
の
に
無
過
失
責
任
で
あ
る
と
い
う
問

題
)
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
現
段
階
で
は

｢事
故
の
種

類
に
よ
っ
て
は
無
過
失
責
任
で
あ
る
こ
と
は
定
着
し
て
い

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
が
被
害
者

救
済
の
た
め
に
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
裁
判
所
は
判
断
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
だ
、
さ
ら
に
検
討
･
議
論
を
重
ね
る
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
筆
者
の
個
人
的
な
見

解
と
し
て
は
、
こ
の
最
高
裁
判
決
に
よ
り
国
家
賠
償
法
二

条
一
項
の
定
義
が
一
歩
前
進
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

七

そ
の
後
の
経
過

こ
の
裁
判
は
最
高
裁
に
よ
っ
て
高
松
高
等
裁
判
所
に
差

し
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
再
度
の
審

理
が
行
わ
れ
、
平
成
一
〇
年
一
一
月
一
九
日
に
差
し
戻
し

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
道
路
管
理
者
の
敗
訴
が
確
定
し
ま

し
た
。

(平
成
九
年
困
第
一
三
園
号

高
松
高
等
裁
判
所
)

主

文

原
判
決
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

被
控
訴
人
に
控
訴
人
に
対
し
金
二
、
七
五
五
万
九
、
八

五
四
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
昭
和
五
七
年
八
月
二
一
日
か

ら
支
払
い
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払

　　
　(以

下
略
)
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理

由

①
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
解
釈

｢国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置
又
は

管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
言
え
る
か
否
か
は
、
そ
の
事

故
当
時
に
お
け
る
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所

的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し

て
、
公
の
営
造
物
が
通
常
具
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く

か
否
か
を
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
、
当
該
営
造
物
の
通
常
の
用
法
に
即
し
な
い
行
動

の
結
果
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
営
造

物
と
し
て
本
来
具
有
す
べ
き
安
全
性
に
欠
け
る
所
が
な

く
、
右
行
動
が
設
置
管
理
者
に
お
い
て
通
常
予
測
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
右
事
故
は
営

造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
事
故
当
時
の
具
体
的
状
況
の

も
と
に
お
い
て
、
右
行
動
が
管
理
者
の
通
常
の
予
測
の

範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
右
行
動
に
よ

っ
て
事
故
の
発
生
す
る
危
険
性
が
客
観
的
に
存
在
す
る

と
き
は
、
管
理
者
と
し
て
は
、
右
事
故
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
措
置
を
執
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
事
故
態
様
に
つ
い
て

｢本
件
現
場
は
工
事
中
で
あ
っ
た
た
め
、
本
件
の
よ
う

な
車
幅
の
自
動
車
が
現
場
を
通
行
す
る
に
は
、
路
肩
に

は
少
な
く
と
も
三
〇
皿
は
は
み
出
さ
せ
て
通
行
す
る
し

か
な
か
っ
た
｣

③
現
場
の
情
報
提
供
等
の
状
況
に
つ
い
て

｢本
件
道
路
の
他
に
安
全
な
迂
回
路
は
な
く
、
事
故
現

場
の
一
〇
0
m
手
前
に
工
事
中
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
、
本
件
自
動
車
の
よ
う
な
車
幅
の
自
動
車

の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、

本
件
事
故
現
場
に
は
、
路
肩
の
限
界
あ
る
い
は
、
車
両

が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
部
分
を
表
示
す
る
標
識
等

の
設
置
は
な
く
、
ま
た
通
行
車
両
の
運
転
者
に
対
し
て

路
肩
に
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
誘
導
員
は
配
置
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
｣

④
予
測
可
能
性
に
つ
い
て

｢
こ
れ
ら
の
事
情
を
総
合
考
慮
す
れ
ば
、
被
害
者
が
本

件
事
故
現
場
の
本
件
道
路
を
通
行
し
た
際
、
そ
の
車
輪

の
一
部
を
路
肩
に
は
み
出
し
て
通
行
し
た
こ
と
は
、
本

件
道
路
の
管
理
者
で
あ
る
被
控
訴
人
の
通
常
の
予
測
の

範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
｣

⑤
回
避
可
能
性
に
つ
い
て

｢本
件
道
路
の
管
理
者
で
あ
る
被
控
訴
人
と
し
て
は
、

本
件
自
動
車
の
よ
う
な
車
幅
を
有
す
る
車
両
の
通
行
を

禁
止
す
る
か
、
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

路
肩
の
限
界
あ
る
い
は
車
両
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道

路
部
分
を
指
示
す
る
標
識
等
の
設
置
を
し
、
又
は
通
行

車
両
の
運
転
者
に
対
し
路
肩
に
注
意
を
喚
起
す
る
た
め

の
誘
導
員
を
配
置
し
て
本
件
事
故
の
よ
う
な
路
肩
崩
壊

に
よ
る
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
措
置
を
執
る

べ
き
で
あ

っ
た
。
｣

⑥
結
論

｢本
件
に
つ
い
て
は
路
肩
崩
壊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
よ
う
な
何
ら
の
措
置
も
執
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
は
公
の
営
造
物
と
し
て
本

来
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
い
う
ほ
か

な
く
、
被
控
訴
人
の
本
件
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
は

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件

事
故
は
、
ま
さ
に
本
件
道
路
の
右
の
よ
う
な
設
置
又
は

管
理
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
発
生
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
被
控
訴
人
は
、
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
に
基
づ
き
、
控
訴
人
が
本
件
事
故
に
よ
り
被
っ
た

損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
。｣

⑦
過
失
相
殺

｢控
訴
人
は
、
本
件
事
故
現
場
を
安
全
に
通
過
す
る
た

め
に
、
一
旦
停
止
･
降
車
し
て
路
肩
等
道
路
状
況
を
確

認
し
た
上
で
進
路
を
調
節
し
、
あ
る
い
は
現
場
作
業
員

に
誘
導
を
乞
う
な
ど
す
る
余
地
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を
控
訴
人
に
要
求
す
る
の
が

酷
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
思
料
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

事
情
に
鑑
み
る
と
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
は
、

控
訴
人
に
も
相
応
の
過
失
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
過
失
割
合
は
、
三
割
を
も
っ
て
相
当
と
す
る
。｣

以
上
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
道
路
管
理
者
側
は
上
告

せ
ず
、
確
定
し
ま
し
た
。

(道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係
)

道行セ 99,5 4メ



lお詫びと訂正 -

道路行政セミナー 3月号 ｢平成 9 年度道路管理瑕疵実態調査結果について｣

37ページ掲載の表 3 - 1、 表 3 ー 2 &二誤りがありました。
以下のように訂正させていただきます。

表 3 ー 1 損害賠償責任保険加入状況 (平成10年 3月31日現在)

区分 団体数 調査回答数
加入し
ている

近く加入
する予定

加入して
いない

今後とも
加入しない

加入率
(加入団体/ 団体数)

直轄 10 10 0 0 0 10 0.0 %

公団 4 、 4 1 0 3 0 25,0 %

公社 44 38 38 0 0 0 86.4 %

都道府県 47 47 46 0 0 l 97.9 %

政令指定市 12 12 9 0 2 l 75.0 %

市
(特別区含む)

68l 681 679 0 1 l 99.7 %

町 1,993 1,993 1,978 0 14 1 99 .2 %

村 569 569 550 1 17 1 96 .7 %

合 計 3,360 3 ,354 3 ,301 1 37 l5 98 .2 %

表 3 ー 2 損害賠償保険加入の有無による賠償状況比較

種別 団体数 保険料 全賠償
件数 賠償額 保険賠償

件数
保険による
支払額

支払額
/保険料

賠償件数
/団体数

賠償額
/団体数

実質負担額
=保険料+

(賠償額-支払額)

実質負担額
/団体数

加

入

団

体

公団計 1 8,813,820 25 硯827,527 25 4-827,527 548 % 25.O 4,827,527 8,813,820 8,813,820

公社計 38 7,955,447 7 1-450-653 7 亀450,653 18.2% 02 38,175 7,955,447 209,354

都道府県計 46 295,368,l62 922 265,580,l46 921 2652 58,136 89.8% 20,0 5,773,481 295,690,172 6州28,047

政令指定市計 9 30,214,410 237 55,426,837 208 44,378,705 146.9% 26.3 6,158,537 41,262,542 4,584,727

市計 679 363,79暮170 958 264,432,422 894 239,625,174 65.9% 1.4 389,444 388,598,418 5723 10

町計 1,978 1,670,430,430 509 8上286,274 498 76,243,537 4.6% 03 41,095 1,675,473 167 8470 54

村計 550 172-989,955 73 9,301,874 70 99 49,344 5,2% 0･1 16-912 173,242,485 3l4,986

加入団体計 3,301 2,549,563,394 2,731 682,3057 33 2,623 640,833,076 385% 0.8 206,697 2,591,036,051 784,925

未

加

入

団

体

直轄計 10 0 73 48,065,452 7.3 4,806-545 48,065,452 4,806再45

公団計 3 0 29 11,187,818 9.7 3,729,273 11J 87,818 3,729,273

公社計 0 0 0 0 0 0

都道府県計 l 0 19 12-789,412 19.O 12,7894 12 12-789,412 12,789,4l2

政令指定市計 3 0 24 6,228,963 8.O 2,0763 21 6,228 963 2,076,321

市計 2 0 0 0 0 0 0

町計 15 0 0 0 0 0 0

村計 19 0 0 0 0 0 0

未加入団体計 53 0 145 78,271,645 2.7 1,476,823 78,27上645 1,476,823
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前
回

(98
年
屹
月
号
)
は
、
第
二
章

(有
料
道
路
の
償

還
制
度
)
第
二
節
と
し
て
損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
、
公

差
制
度
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
は
、
第
三
節

『そ
の
他
料
金
に
係
わ
る
特
殊
な
制

度
｣
と
い
う
こ
と
で
、
維
持
管
理
有
料
制
度
、
一
般
有
料

道
路
の
関
連
道
路
プ
ー
ル
制
、
割
引
制
度
に
つ
い
て
見
て

い
く
‐こ
と
と
tす
る
。

三

そ
の
他
料
金
に
係
わ
る
特
殊
な
制
度

1

維
持
管
理
有
料
制
度

日
本
道
路
公
団
の
一
般
有
料
道
路
、
地
方
道
路
公
社
の

一
般
有
料
道
路
及
び
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
道

路
整
備
特
別
措
置
法

(以
下
特
措
法
と
い
う
。)
で
、
い
わ

ゆ
る
維
持
管
理
有
料
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

維
持
管
理
有
料
制
度
と
は
、
日
本
道
路
公
団
が
特
措
法

第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て

(地
方
道
路
公
社
で
は

第
七
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
で

は
第
七
条
の
七
の
許
可
)、料
金
を
徴
収
し
て
い
る
有
料
道

路
が
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
、

許
可
を
受
け
た
料
金
徴
収
期
間
の
経
過
後
に
お
い
て
も
料

金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
そ

の
要
件
、
手
続
等
に
つ
い
て
は
日
本
道
路
公
団
に
お
い
て

は
特
措
法
第
五
条
に

(地
方
道
路
公
社
に
お
い
て
は
第
七

条
の
十
七
に
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
い
て
は
第
七
条

の
十
)
次
の
通
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
七
条
の
十

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
、
第
七
条

の
七
の
規
定
に
基
づ
き
新
設
し
、
又
は
改
築
し
た

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る

工
事
に
特
に
多
額
の
費
用
を
要
し
、
か
つ
、
当
該

道
路
の
道
路
管
理
者
が
当
該
道
路
の
維
持
又
は
修

繕
に
関
す
る
工
事
を
行
な
う
こ
と
が
著
し
く
困
難

又
は
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、

建
設
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
前
条
に
規
定
す
る

期
間
の
経
過
後
に
お
い
て
も
、
当
該
道
路
の
維
持
、

修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
な
っ
て
、
料
金
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
1
5

(略
)

第
七
条
の
十
七

地
方
道
路
公
社
は
、
第
七
条
の
十

二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
新
設
し
、
又
は
改
築

し
た
道
路
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
に
特

に
多
額
の
費
用
を
要
し
、
か
つ
、
当
該
道
路
の
道

路
管
理
者
が
当
該
道
路
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す

48 道イテセ 99,5

第
五
条

日
本
道
路
公
団
は
、
第
三
条
第
一
項
の
許

可
を
受
け
て
新
設
し
、
又
は
改
築
し
た
道
路
の
維

持
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
に
特
に
多
額
の
費
用

を
要
し
、
か
つ
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
が
当

該
道
路
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
行
う

こ
と
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
建
設
大
臣
の
許
可
を
受
け

て
、
前
条
に
規
定
す
る
期
間
の
経
過
後
に
お
い
て

も
、
当
該
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を

行
っ
て
、
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
i
5

(略
)

有料道路制度研究会
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その他料金に係わる特殊な制度



る
工
事
を
行
な
う
こ
と
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適

当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
建
設
大

臣
の
許
可
を
受
け
て
、
前
条
に
規
定
す
る
期
間
の

経
過
後
に
お
い
て
も
、
当
該
道
路
の
維
持
、
修
繕

及
び
災
害
復
旧
を
行
な
っ
て
、
料
金
を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
o

2
i
5

(略
)

元
来
道
路
は
、
国
民
の
生
活
に
密
接
な
関
係
を
有
し
、

生
活
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
整
備
は
道
路

管
理
者
で
あ
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
い
、
そ
の
利

用
は
無
料
に
公
開
さ
れ
る
べ
き
も
の

(道
路
無
料
公
開
の

原
則
)
で
、
有
料
道
路
と
い
え
ど
も
無
料
に
公
開
さ
れ
る

ま
で
の
経
過
措
置
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
条
に
お
け
る
有
料
道
路
は
無
料
に
公
開
さ
れ

る
時
期
に
つ
い
て
、
保
証
が
な
い
こ
と
に
お
い
て
、
通
常

の
有
料
道
路
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
道
路

無
料
公
開
の
原
則
に
対
す
る
例
外
措
置
で
あ
る
と
い
え
る
。

料
金
の
徴
収
期
間
が
な
い
点
に
お
い
て
は
、
道
路
運
送
法

上
の
一
般
自
動
車
道
に
類
似
は
す
る
が
、
料
金
の
額
は
、

費
用
を
償
う
に
足
る
も
の
で
、
か
つ
受
益
の
範
囲
内
で
あ

る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
料
金
に
適
正
な
利
潤
を
も
含
む

一
般
自
動
車
道
と
は
、
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い

　　
　
　
　　
　

現
在
、
こ
の
維
持
管
理
有
料
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
る

の
は
日
本
道
路
公
団
が
管
理
す
る
関
門
ト
ン
ネ
ル
と
長
崎

県
道
路
公
社
が
管
理
す
る
平
戸
大
橋
の
二
つ
で
あ
る
。

表 1 関門トンネルの料金 (単位 ;円)

鰤 軽自動車 普通車 中型車 大型車 特大車 軽車両等

金料 脚 200 200 300 550 20

こ
こ
で
は
、
関
門
ト
ン
ネ
ル
を
例
に
見
て
い
く
こ
と
に

さ
れ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
日
本
道
路
公
団

す
る
。
関
門
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和
三
一
年
四
月
一
六
日
付
け

が
当
該
道
路
の
維
持
管
理
費
用
に
見
合
う
料
金
を
徴
収
し

で
特
措
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
設

引
き
続
き
有
料
道
路
と
し
て
管
理
す
べ
く
特
措
法
第
五
条

大
臣
か
ら
日
本
道
路
公
団
に
引
き
継
が
れ
、
本
州
と
九
州

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
八
年
一
〇
月
一
五
日

を
結
ぶ
枢
要
な
幹
線
道
路
を
形
成
す
る
有
料
道
路
と
し
て

付
け
で
維
持
管
理
有
料
道
路

(五
条
適
用
道
路
)
と
な
っ

昭
和
三
三
年
三
月
一
〇
日
に
供
用
開
始
し
、
昭
和
四
八
年

た
も
の
で
あ
る
。

一
〇
月
一
五
日
付
け
で
特
措
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を

参
考
ま
で
に
現
在
の
関
門
ト
ン
ネ
ル
の
料
金
は
表
1
の

受
け
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

通
り
で
あ
る
。
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で
特
措
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
設

大
臣
か
ら
日
本
道
路
公
団
に
引
き
継
が
れ
、
本
州
と
九
州

を
結
ぶ
枢
要
な
幹
線
道
路
を
形
成
す
る
有
料
道
路
と
し
て

昭
和
三
三
年
三
月
一
〇
日
に
供
用
開
始
し
、
昭
和
四
八
年

一
〇
月
一
五
日
付
け
で
特
措
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を

受
け
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

昭
和
三
三
年
の
供
用
開
始
以
来
、
利
用
交
通
量
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
当
時
の
償
還
状
況
で
推
移
す
る
と
す
れ

ば
昭
和
48
年
度
に
は
料
金
徴
収
期
間
を
満
了
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
道
路
が
海
底
ト
ン
ネ
ル
と
い

う
特
殊
な
構
造
物
で
あ
り
、
大
規
模
な
換
気
、
排
水
設
備
、

電
気
設
備
等
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す

る
工
事
が
他
の
道
路
に
比
し
、
年
々
多
額
の
費
用
を
要
し

て
い
た
こ
と

(他
の
ト
ン
ネ
ル
主
体
道
路
の
維
持
管
理
費

と
比
べ
て
当
該
道
路
は
七
･
一
倍
ー
一
八
･
五
倍

へ当

時
〉)。
ま
た
、
日
本
道
路
公
団
が
供
用
開
始
以
来
、
当
該

特
殊
な
諸
設
備
を
継
続
し
て
総
合
的
･
計
画
的
に
維
持
管

理
を
行
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
そ
の
諸
構
造
、
諸
施
設
を

熟
知
し
て
い
る
点
で
、
本
道
路
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す

る
工
事
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
昭
和
四
八
年
秋
に
供
用
予
定

(昭
和
四
八
年
一
一
月
一
四
日
)
の
関
門
自
動
車
道

(以

下
｢関
門
橋
｣
と
い
う
。)
の
開
通
に
よ
る
関
門
橋
、
本
道

路
相
互
間
の
利
用
交
通
量
の
適
正
配
分
上
の
利
点
も
勘
案

2

関
連
道
路
プ
ー
ル
制

印

関
連
道
路
プ
ー
ル
制
の
概
要

二
以
上
の
一
般
有
料
道
路
が
近
接
し
て
整
備
さ
れ
る
場

合
に
は
、
個
別
採
算
性
の
下
で
は
、
施
行
時
期
及
び
工
事



方
法
が
異
な
る
た
め
、
建
設
費
、
維
持
管
理
費
の
差
異
が

そ
の
ま
ま
料
金
又
は
料
金
徴
収
期
間
に
反
映
さ
れ
、
料
金

の
額
の
不
均
衡
及
び
こ
れ
に
起
因
す
る
利
用
交
通
量
の
不

均
衡
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
利
用
者
負
担
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
と
と
も

に
、
事
業
主
体
の
経
営
の
安
定
化
、
さ
ら
に
は
道
路
相
互

の
料
金
調
整
に
よ
る
利
用
交
通
量
の
適
正
配
分
を
図
る
た

め
、
交
通
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
限
定
し
て
、
現
に
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
二
以
上
の
一

般
有
料
道
路
を
一
の
道
路
と
し
て
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る

｢関
連
道
路
プ
ー
ル
制
｣
が
昭
和

四
五
年
に
導
入
さ
れ
た
。

②

関
連
道
路
プ
ー
ル
制
の
適
用
条
件

関
連
道
路
プ
ー
ル
制
の
適
用
条
件
と
し
て
は
、
特
措
法

第
三
条
の
二
(日
本
道
路
公
団
の
一
般
有
料
道
路
)、
第
七

条
の
十
三

(地
方
道
路
公
社
の
一
般
有
料
道
路
)
に
次
の

通
り
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
三
条
の
二

日
本
道
路
公
団
は
、
前
条
第
一
項
の

許
可

(同
条
第
四
項
の
許
可
を
含
む
。
以
下
同

じ
)。を
受
け
て
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
二
以
上
の

道
路
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
が
存
す

る
場
合
に
は
、
建
設
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
こ

れ
ら
の
道
路
を
一
の
道
路
と
し
て
料
金
を
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
二
以
上
の
道
路
が
、
通
行
者
又
は
利
用

者
が
相
当
程
度
共
通
で
あ
る
か
、
相
互
に
代
替
関

係
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
上
密
接
な
関
連
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
o

二

当
該
二
以
上
の
道
路
に
つ
い
て
の
料
金
の
徴

収
を
一
体
と
し
て
行
な
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
こ
と
。

2
l
5

(略
)

特
措
法
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
い
わ
ゆ
る

｢関

連
性
｣
に
つ
い
て
は
、
｢
一
般
有
料
道
路
の
今
後
の
整
備
の

方
向
と
採
算
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
答
申
｣
(道
路
審
議

会
、
昭
和
五
八
年
六
月
二
四
日
)
の
中
で
、
次
の
通
り
判

断
基
準
を
示
し
て
い
る
o

へ昭
和
五
八
年
六
月
二
四
日

道
路
審
議
会
答
申

(抜
粋
)〉

表 2 関連道路プール制 (平成11年 4月 1日現在)

有 料 道 路 名 適用年月日 事業主体 備 考

｢第三京浜｣ ｢横浜新道｣
『横浜横須賀道路｣ 昭和63年 1月 1日 日 本 道 路 公 団 浜

ル
横
外

｢京葉道路｣ ｢千葉東金道路｣ 昭和63年3月25日 日 本 道 路 公 団 雍千プ
｢姫路バイパス｣ ｢太子竜野バイパス｣ 平成6年 7月 1日 日 本 道 路 公 団 路

功
姫
プ

｢牧山道路｣ ｢石巻河ロ橋｣ 旧日
"眸駒 社公路道県城宮

｢磐梯山道路｣ ｢磐梯吾妻道路｣
｢第二磐梯吾妻道路｣ 旧日

"婢臟 社公路道県島
~

福

｢富士山道路｣ ｢河口湖大橋｣ 旧日
"鉾帥 社公路道県梨山

｢能登海浜道路｣ ｢能登半島縦貫道路｣ 旧日
"12年職 社公路道県==石

｢播但連絡道路｣ ｢播但連絡道路 (2期)｣ 旧日
"

QU年轍 社公路道県庫兵

目旨宿道路 (2期)｣ ｢指宿道路 (3期)｣ 旧日月年職 蹴覇概
｢阿蘇登山道路｣ ｢阿蘇山観光有料道路｣ 朔目

"眸鞠 県本熊
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｢通
行
者
又
は
利
用
者
が
相
当
程
度
共
通
で
あ

る
こ
と
｣

①

物
理
的
に
連
結
し
て
い
る
場
合

又
は

②

い
ず
れ
か
一
方
の
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用

者
の
概
ね
1
/
2
以
上
が
合
併
採
算
の
対
象
と

な
る
他
の
道
路
を
通
行
又
は
利
用
し
て
い
る
場

合

⑲

｢相
互
に
代
替
関
係
に
あ
る
こ
と
｣

い
ず
れ
か
一
方
の
道
路
を
通
行
止
め
又
は
無
料

開
放
す
る
こ
と
と
す
れ
ば
、
概
ね
1
/
2
以
上
が

転
換
す
る
関
係
が
存
す
る
場
合

③

現
在
の
関
連
道
路
プ
ー
ル
制
の
適
用
状
況

平
成
一
一
年
四
月
一
日
現
在
、
関
連
道
路
プ
ー
ル
制
の

適
用
状
況
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

第
七
条
の
十
三

地
方
道
路
公
社
は
、
前
条
第
一
項

の
許
可

(同
条
第
四
項
の
許
可
を
含
む
。
以
下
同

じ
。)を
受
け
て
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
二
以
上
の

道
路
に
つ
き
、
第
三
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
条
件
が
存
す
る
場
合
に
は
、
建
設
大
臣
の
許
可

を
受
け
て
、
こ
れ
ら
の
道
路
を
一
の
道
路
と
し
て

料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
i
5

(略
)



3

割
引
制
度

の

回
数
券
割
引

現
在
、
一
般
有
料
道
路
、
都
市
高
速
道
路
、
本
州
四
国

連
絡
道
路
及
び
高
速
自
動
車
国
道
の
一
部
に
お
い
て
は
、

回
数
券
に
よ
る
割
引
を
実
施
し
て
い
る
。
回
数
券
は
、
同

一
区
間
多
頻
度
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び

利
用
の
定
着
を
図
る
た
め
に
利
用
回
数
に
応
じ
て
料
金
の

割
引
を
行
う
制
度
で
あ
り
、
ま
た
料
金
の
一
括
納
入
に
よ

る
管
理
業
務
の
軽
減
、
ブ
ー
ス
滞
在
時
間
の
短
縮
に
よ
る

ブ
ー
ス
建
設
費
及
び
管
理
費
の
節
約
等
の
効
果
が
あ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
路
に
お
い
て
は
、
原
則
二
割
を

上
限
と
す
る
割
引
が
行
わ
れ
て
い
る
。
(昭
和
六
三
年
四
月

二
二
日
建
設
省
道
有
発
第
二
一
号
)

ま
た
、
道
路
交
通
の
適
正
な
配
分
等
の
見
地
か
ら
、
大

量
の
通
勤
者
及
び
通
学
者
等
の
通
行
に
資
す
る
と
認
め
ら

れ
る
路
線
バ
ス

(道
路
運
送
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
免

許
を
受
け
た
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、
特
別
措
置
と
し
て
、
一
般
有
料
道
路
に
お

い
て
は
三
割
、
都
市
高
速
道
路
に
お
い
て
は
四
割
の
割
引

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

②

特
別
期
間
割
引

現
在
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
、

伊
勢
湾
岸
道
路
、
計
三
道
路
で
特
別
期
間
割
引
を
実
施
中

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
伊
勢
湾
岸
道
路
を
例
に
当
該
制
度

の
導
入
理
由
等
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

人
導
入
理
由
V

伊
勢
湾
岸
道
路
は
、
伊
勢
湾
岸
地
区
に
お
い
て
第
二
束

名
･
第
二
名
神
を
結
び
、
東
名
･
名
神
高
速
道
路
、
東
名

阪
道
と
相
互
に
補
完
し
合
い
一
体
と
な
っ
て
名
古
屋
地
区

に
お
け
る
適
正
な
交
通
配
分
を
図
る
べ
く
整
備
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
便
益
は
大
き
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
料
金
水
準
が
比
較
的
高
い
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
化
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当

該
道
路
の
主
た
る
交
通
で
あ
る
全
線
利
用
か
つ
同
時
に
供

用
す
る
高
速
区
間
と
の
一
体
的
な
利
用
者
に
対
し
て
利
用

促
進
を
図
り
、
供
用

(平
成
一
〇
年
三
月
三
〇
日
)
当
初

の
料
金
抵
抗
を
一
定
程
度
緩
和
す
る
た
め
、
当
該
道
路
の

い
料
金
を
割
引
、
利
用
の
定
着
及
び
拡
大
並
び
に
将
来
の

適
正
な
交
通
配
分
を
図
り
、
も
っ
て
は
広
域
的
、
一
体
的

発
展
を
目
指
し
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

八
割
引
対
象
者
V

伊
勢
湾
岸
道
路
を
全
線
利
用
し
、
か
つ
、
当
該
道
路
と

接
続
す
る
高
速
自
動
車
国
道
と
の
連
続
利
用
者
。

人
割
引
額
V
表
3
を
参
照

ハ
回
数
券
割
引
V

･
対
象
区
間
･･!
･･名
古
屋
南
･
大
府
I
飛
鳥

･
対
象
車
種
･･!
･全
車
種

･
券

種
･!
･六
〇
回
券

･
割

引

率
･!
･･基
本
料
金
の
約
二
四
%

(高
速
…
二
0

%
、
一
般
有
料
…
割
引
後
料
金
の
一
0

%
)

･
販
売
価
格
･･!
･そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
額

(
一
般
有
料
は
割

引
後
)
に
利
用
回
数
を
乗
じ
た
後
、
割

引
率
を
適
用
し
五
〇
円
単
位
に
端
数
処

理
し
、
両
者
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。

(な
お
、
高
速
部
分
の
単
価
は
名
古
屋

南
が
ハ
ー
フ
I
C
で
あ
る
た
め
、
名
古

表 3 伊勢湾岸道路の料金 (単位 :円)

＼軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

A B A B A B A B A B

金 950 950 脚 膊 鰡 鰡彌贓痢獄割引額 脚 100 150 150 脚 150 250 250 350 350

後
金

引割
料 850 850 950 勲則脚 ㈱脚燃 "
* A とは、 飛鳥~ 大府間、 B 揉ま、 飛鳥~ 名古屋南間

道イテセ 99.5 5 !



屋
南
･
東
海
と
大
府
･
東
海
の
料
金
額

の
平
均
値
と
し
た
。)

人
通
用
期
間
V

平
成
一
〇
年
三
月
三
〇
日
か
ら
五
年
間

(平
成
一
四
年
度
末
)

③

長
距
離
逓
減
割
引

長
距
離
利
用
を
促
進
し
、
中
･
短
距
離
の
利
用
交
通
と

合
わ
せ
て
高
速
自
動
車
国
道
の
効
率
的
利
用
を
図
る
た
め

に
、
昭
和
四
四
年
三
月
三
一
日
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
一
〇

〇
畑
を
超
え
二
〇
〇
如
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
二
五
%

の
割
引
を
し
、
二
〇
〇
如
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
三

0
%
の
割
弓
を
し
て
い
る
。

平
成
七
年
四
月
一
〇
日
か
ら
は
高
速
自
動
車
国
道
と
一

体
と
な
っ
た
高
速
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
笹
谷
ト
ン

ネ
ル
、
広
島
岩
国
道
路
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
管
理

す
る
有
料
道
路
を
介
在
し
て
高
速
自
動
車
国
道
を
利
用
し

た
場
合
に
つ
い
て
も
長
距
離
逓
減
割
引
を
継
続
し
て
適
用

す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

帥

別
納
割
引

通
行
料
金
の
後
納
制
度
と
し
て
昭
和
四
一
年
四
月
二
九

日
に
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
大
量
利
用
交
通
を
促
進

し
、
大
口
利
用
者
の
定
着
化
を
図
る
た
め
、
月
一
万
四
千

円
を
超
え
る
利
用
が
あ
る
場
合
、
そ
の
一
カ
月
当
た
り
の

利
用
額
に
応
じ
表
4
の
よ
う
な
割
弓
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
本
制
度
の
利
用
に
は
事
前
に
当
該
公
団
の
定
め
る
諸

手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

③

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
割
引

ハ
イ
ウ
エ
イ
カ
ー
ド
は
、

の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
普
及
と
こ
れ
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

回

料
金
所
に
お
け
る
現
金
取
扱
い
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
料
金
収
受
時
の
サ
ー
ビ
ス
タ
イ
ム
の
短
縮

回

表
5
の
割
引
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
ロ
利

用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
利
用
の
定
着

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六
二
年
一

二
月
か
ら
高
速
自
動
車
国
道
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で

あ
る
。
当
初
、
常
磐
道
だ
け
の
運
用
で
あ
っ
た
が
、

順
次
各
高
速
道
路
へ
の
導
入
が
図
ら
れ
、
平
成
二
年

四
月
に
全
国
の
高
速
自
動
車
国
道
に
導
入
が
完
了
し

表 4 別納割引率区分表

月間利用額率 割引率

分

分

分

分

分

分

部
部
郡
部
部
部

の

の

の

の

の

の

で

で

で

で

で

で

ふま
Jば
ヰ玖
↓+“
↓十小
よば

円

円

円

円

円

円

鰡
鰡
脚
畑
…
…

嚥

q

q

q

q

q

分

1

7

70

畑
卸
の
部

上

a

Z

る

,え
･え
･え
･え
･え
･え

超
超
超
超
超
超

を

を

を

を

を

を

円

円

円

円

円

円

%
%
%

%

%

%

%

表 ハイウエイカードの

概要

発売券種 利用可能額 繃
券
券
券
券
券
券

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円
円

%
%
%
%

-

-
4

5

8

14

約
約
約
約

た
。

一
般
有
料
道
路
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
三
年
一
一
月
よ

の

当
該
道
路
で
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
利
用
が
あ

る
程
度
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑬

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
採
算
性
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
こ
と

等
を
勘
案
の
う
え
、
導
入
を
進
め
、
現
在
、
導
入
を
完
了

し
て
い
る
。

③

ハ
イ
ウ
ェ
イ
チ
ケ
ッ
ト
割
引

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
高
速
道
路
の
利
用
促
進
及
び
地
域

の
振
興
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
高
速
道
路
の
開
通
な
ど
の
地
域
の
特
色
に
合
わ
せ
た
、

軽
自
動
車
等
･
普
通
車
･
中
型
車
を
対
象
と
す
る
割
引
を

セ行

平
成
八
年
一
〇
月
か
ら
導
入
し
、
二
0
%
以
下
の
割
引
を

道

行

っ
て
い
る

(表
6
)
。

2て
〉



の

身
体
障
害
者
に
対
す
る
料
金
割
引
措
置

人
身
体
障
害
者
割
引
制
度
導
入
の
背
景
V

従
来
よ
り
国
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
身
体
障

害
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
社
会
的
経
済
的
自
立
の

促
進
を
図
る
た
め
に
、
自
動
車
に
係
る
物
品
税
及
び
地
方

税
で
あ
る
自
動
車
三
税

(自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
、
自

動
車
取
得
税
)
の
免
税
等
の
優
遇
措
置
を
講
じ
て
き
て
お

り
、
地
方
鉄
道
、
バ
ス
、
航
空
機
等
の
公
共
輸
送
機
関
に

お
い
て
も
運
賃
等
に
つ
い
て
優
遇
措
置
を
講
じ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
改
造
自
動
車
の
開
発
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
策
の
拡
充
等
に
伴
い
身
体
障
害
者
が
自
ら
運
転
免
許
を

会
｣
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
検
討
会
に
お
い
て
検
討
を
進

つくJ

め
、
同
年
一
二
月
に
得
た
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
道
路
局

5

長
通
達
が
出
さ
れ
、
昭
和
五
四
年
六
月
一
日
に
よ
り
、
道

5

路
整
備
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
す
べ
て
の
有
料
道
路
に
お

セ

い
て
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い

漸

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

取
得
し
、
自
動
車
を
補
装
具
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
社
会
的
経
済
的
活
動
へ
参
加
す
る
努
力
が
払
わ
れ

て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
加
え
、
道
路
網
の
一
環
を
構
成
す

る
有
料
道
路
の
整
備
が
一
段
と
進
展
し
、
身
体
障
害
者
が

日
常
生
活
に
お
い
て
有
料
道
路
を
利
用
す
る
機
会
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
有
料
道
路
制
度
の
も
と
に
お

い
て
も
、
歩
行
機
能
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
歩
行
に
代
わ

る
日
常
の
移
動
手
段
と
し
て
自
ら
自
動
車
を
運
転
す
る
身

体
障
害
者
に
対
し
て
、
そ
の
社
会
的
経
済
的
自
立
の
促
進

を
図
る
べ
く
、
昭
和
五
三
年
一
月
に
建
設
省
道
路
局
内
に

｢身
体
障
害
者
の
有
料
道
路
通
行
料
金
に
関
す
る
検
討

ハ
身
体
障
害
者
割
引
制
度
導
入
時
の
考
え
方
、
そ
の
後
の

経
緯
V

身
体
障
害
者
に
対
す
る
有
料
道
路
通
行
料
金
の
特
別
措

置
は
上
記
の
経
緯
を
経
て
昭
和
五
四
年
六
月
一
日
よ
り
、

自
ら
自
動
車
を
運
転
す
る
下
肢
又
は
体
幹
不
自
由
者
に
対

し
、
そ
の
有
料
道
路
料
金
に
つ
い
て
五
割
以
内
の
割
引
を

実
施
し
て
き
た
。
本
措
置
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
当

時
、
有
料
道
路
の
整
備
の
進
展
に
伴
い
、
歩
行
機
能
が
失

わ
れ
て
い
る
た
め
自
動
車
を
足
代
わ
り
と
し
て
い
る
自
ら

運
転
す
る
身
体
障
害
者
が
有
料
道
路
を
日
常
的
に
利
用
す

る
機
会
が
増
大
し
て
い
る
実
情
が
あ
り
、
こ
れ
を
鑑
み
て
、

有
料
道
路
の
料
金
が
こ
の
よ
う
な
身
体
障
害
者
の
社
会
的

経
済
的
自
立
を
阻
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
当
該
料
金
に
つ

い
て
特
別
の
割
引
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
、
上
肢
の
機
能
に
障
害
を

有
す
る
者
も
自
ら
自
動
車
を
運
転
し
て
有
料
道
路
を
利
用

す
る
機
会
が
増
大
し
て
い
る
実
情
を
鑑
み
、
こ
の
者
に
つ

い
て
も
、
昭
和
六
一
年
三
一月
一
日
よ
り
割
引
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ハイウェイチケットの最近の例

浮島I C - 木更津金田第一 I C

平成10年11月22日 (ロ)から平成11年 2月28ロ (日)まで

* ただし大晦日及び正月三箇日の間は利用不可

売日

平成10年11月27 H (金) から発売

象車種
軽自動i車等、 普通車及び中型車

周遊区間沿線の観光施設64箇所で利用できる割引優待券

、 海ほたるP A のレストランで利用できる無料コーヒー

首都圏の料金所、 S A ･ P A 等



そ
し
て
、
近
年
の
障
害
者
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
考
え
方
の
急
速
な
普
及
を
踏
ま
え
、
身
体
障
害
者
が
移

動
す
る
場
合
、
身
体
的
苦
痛
や
疲
労
が
著
し
い
た
め
、
交

通
混
雑
の
激
し
い
一
般
道
路
を
回
避
し
て
走
行
条
件
の
良

い
有
料
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
が
相
当
程
度
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
実
情
を
鑑
み
、
平
成
六
年
一
〇
月
一
日
よ
り
全

身
体
障
害
者
に
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
等
し
、
現
行
の
制

度
に
至
っ
た
。
参
考
ま
で
に
表
7
に

｢身
体
障
害
者
割
引

制
度
の
こ
れ
ま
で
の
流
れ
｣、表
8
に
｢現
行
制
度
の
概
要
｣

を 制 度 れ い
ま 蚊 に 体 て 混 す … そ

表 7 身体障害者割引制度のこれまでの流れく概要>
と の 至 障 い 料 雑 る ぇ し
め こ っ 坐 る 浦 場 ｣ て
て れ た 者 実 路 海女 合 の 、

お ま o に 情 を し 、 急 近
く で 参 通 を 利 い 身 速 年

昭和54年 6月 1日 割引制度の実施 (対象は下肢又は体幹不自由者)

昭和61年12月 1日 適用範囲の拡大 (上肢機能障害者の追加)

平成 6年10月 1日 現行の適用範囲に拡大 (全身体障害者を対象とする)

割引対象自動車の車種の拡大 (身障者輸送車の追加)

重度の障害者を乗せ、 その介護者が運転する場合の割

引制度創設

表 8 現行制度の概要

○適用範囲

以下の①、 ②のいずれかの場合で、 ③の要件を満たす登録された自動車を運転して

いること。
① 身体障害者福祉法第l5条第 4項の規定にょり身体障害者手帳の交付を受けて

いる全ての身体障害者が自ら運転する場合

② 介護者が重度の身体障害者又は重度の知能障害者を乗せて運転する場合

③ (自動車の要件)
車種要件 :乗用自動車 (ライトバン、 ジープ等を含む。)又は身体障害者運送者

所有要件 :当該身体障害者又はこれと生計を一にする者が所有するもの (介護

者運転の場合に、 これらの者が自動車を所有していないときは、 登

録車 1台につき他の者が所有するものも含む。)

0割引率 50% 以下 (通常50% )

○割引を行う道路 すべての有料道路

○利用方法

身体障害者又は重度障害者 (以下 ｢対象障害者｣ という。) であって、 本措置の適用

を受けようとするものは、
① 居住地を所管する市町村福祉事務所等において、 自ら乗車し又は介護者が運

転する場合に本措置を受けることができる旨の押印を身体障害者手帳又は療養

手帳の所定の箇所に受ける。
② 居住地を所管する市町村福祉事務所等において、 割引証交付申請書に必要事

項を記入して、 手帳の所定の箇所に、 当該割引証交付申請書に記入した自動登

録番号又は車両番号の記載を受けるとともに、 割引証の交付を受ける。
○通行方法

対象障害者は、 料金を支払う際に、 手帳を呈示して、 押印及び自動車登録番号又は

車両番号の確認を受けるとともに、 氏名及び手帳の番号をあらかじめ記入した割引証

を提出し、 所定の料金を支払って通行する。

54 道行セ 99.5



徳
島
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

踰

徳
島
県
土
木
部
道
路
建
設
課

　　

ぬ

殴四

一
は
じ
め
に

徳
島
県
は
総
面
積
が
四
、
一
四
四
姪
で
、
四
国
の

東
の
端
に
位
置
し
、
北
は
香
川
県
、
南
は
高
知
県
、

西
は
愛
媛
県
に
接
し
て
お
り
、
北
東
部
か
ら
南
東
部

に
か
け
て
は
瀬
戸
内
を
隔
て
て
近
畿
地
方
に
接
し
て

お
り
ま
す
。

地
勢
は
山
地
が
多
く
、
そ
の
中
央
部
を
東
西
に
四

国
山
地
が
走
り
、
一
、
0
0
o
m
級
の
山
々
が
県
土

を
南
北
に
二
分
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
山
地
の
南
面
は
森
林
地
帯
が
形
成
さ
れ
、
県

土
の
約
七
五
%
が
森
林
で
覆
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

四
国
山
地
の
南
北
に
は
そ
れ
ぞ
れ
那
賀
川
･
吉
野

川
の
一
級
河
川
が
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
流
れ
、
吉

野
川
は

｢四
国
三
郎
｣
と
呼
ば
れ
る
日
本
有
数
の
大

河
川
で
、
河
ロ
部
で
は
肥
沃
な
徳
島
平
野
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

気
候
的
に
は
温
暖
で
、
年
間
降
水
量
は
北
部
で
約

一
、
五
〇
〇
皿
程
度
で
あ
り
ま
す
が
、
南
部
で
は
台

風
の
常
襲
地
帯
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
年
で
三
、

○
○
○
噸
程
度
、
多
い
年
に
は
五
、
○
○
0
面
に
達

す
る
年
も
あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
浸
水
被
害
や
土
砂

災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
質
的
に
は
和
泉
帯
、
三
波
川
帯
、
秩

父
帯
、
四
万
十
帯
と
東
西
に
四
つ
に
分
け
ら
れ
て
お

り
、
吉
野
川
に
沿
っ
て
は
東
西
に
走
る
中
央
構
造
線

や
御
荷
鉾
構
造
線
、
仏
像
構
造
線
な
ど
の
構
造
線
が

通
る
な
ど
、
脆
弱
な
地
盤
で
多
く
の
地
す
べ
り
地
帯

が
あ
る
こ
と
も
、
自
然
災
害
の
多
い
要
因
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。



人
口
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
五
年
の
八
五
万
五
千

人
を
ピ
ー
ク
に
現
在
は
八
三
万
二
千
人
と
減
少
傾
向

に
あ
り
、
今
後
は
総
人
ロ
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と

予
測
し
て
い
る
も
の
の
、
全
国
平
均
を
上
回
る
高
齢

化
は
さ
ら
に
進
む
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

産
業
面
に
目
を
向
け
れ
ば
、
第
一
次
産
業
の
比
率

が
高
い
も
の
の
、
豊
富
な
水
資
源
を
利
用
し
た
全
国

で
も
有
数
の
薬
品
製
造
業
や
製
紙
業
の
第
二
次
産
業
、

ま
た
、
最
近
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
開
発
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
第
三
次
産
業
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

地
理
的
に
は
京
阪
神
に
近
い
と
い
う
条
件
を
活
か

し
、
今
後
は
、
京
阪
神
圏
の
生
鮮
食
料
品
の
供
給
基

地
と
し
て
の
農
業
の
振
興
や
、
各
種
産
業
の
物
流
の

拠
点
と
し
て
の
振
興
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

二

徳
島
県
新
長
期
計
画

｢い
の
ち
輝
く
世
界
の
郷
と
く
し
ま
｣

近
年
の
徳
島
県
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
状
況
は
、

長
引
く
不
況
や
産
業
の
空
洞
化
、
あ
る
い
は
高
齢
化
、

少
子
化
の
一
層
の
進
行
や
環
境
問
題
の
拡
が
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
さ
ら
に
深
刻
に
な
ろ
う
と

し
て
お
り
、
ま
た
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
の
潮
流

も
加
速
を
増
し
て
進
行
し
て
い
る
な
ど
、
こ
う
し
た

変
化
は
広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

西日本地区への等時間圏の拡大状況

〆な
ぞ
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本
県
周
辺
域
の
道
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
徳
島
県
が
置
か
れ
た
状
況

○
年
四
月
の
明
石
海
峡
大
橋
の
完
成
に
よ
り
、
本
州

を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
二
一
世
紀
の
初
頭

四
国
連
絡
道

｢神
戸
･
鳴
門
ル
!
ト
｣
が
全
線
開
通

を
展
望
し
た
県
づ
く
り
の
目
標
と
実
現
の
た
め
の
道

し
本
州
と
直
結
。
さ
ら
に
、
今
年
五
月
一
日
に
は
｢尾

筋
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
平
成
九
年
か
ら
平
成
一

道
･
今
治
ル
ー
ト
｣
が
開
通
し
て
四
国
は
本
四
三
橋

八
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
計
画
と
し
て
、｢
い
の
ち
輝

時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

く
世
界
の
郷
と
く
し
ま
｣
を
策
定
し
、
そ
の
施
策
の

ま
た
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道
は
平
成
三

年
三
月

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

に
は
、
徳
島
自
動
車
道
の
美
馬
I
C
,
井
川
池
田
I

三

徳
島
県
の
道
路
整
備
の
基
本
"方
針
【

C
間
が
開
通
。
ま
た
、
平
成

=

年
度
中
に
は
井
川

池
田
I
C
j
川
之
江
東
J
C
T
間
が
完
成
予
定
で
あ

徳
島
県
の
道
路
の
現
状
は
、
平
成
一
〇
年
四
月
一

り
、
さ
ら
に
四
国
横
断
自
動
車
道
な
ど
高
速
道
路
網

日
現
在
、
一
般
国
道
は
一
一
号
を
は
じ
め
一
三
路
線

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
交
通
面
の
条

で
延
長
六
八
八
･
六
如
、
主
要
地
方
道
は
徳
島
引
田

件
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
大
交
流
時
代
に
な
り
ま
す
。

線
を
は
じ
め
四
三
路
線
で
延
長
八
四
一
･
三
虹
、
一

　
　
　
　　
　　

　　

選ぶふき
　　　

明石海峡大橋

般
県
道
は
船
津
野
根
線
を
は
じ
め
一
五
九
路
線
で
延

7
′

長
九
五
0
･八
虹
の
合
計
二
一
五
路
線
二
、
四
八
0
･

5

七
如
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
道
二
八
、
七
六
九
路
線
延
長

=
、

9セ

七
四
二
･
七
虹
を
含
め
る
と
合
計
二
八
、
九
八
四
路

断

線
の
延
長
一
四
、
二
二
三
･
四
緬
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
整
備
状
況
は
改
良
率
で
四
0
･
八
%
と
全
国

平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
県
に
は
吉
野
川
や
那
賀
川
等
の
大
き

な
河
川
が
あ
り
、
橋
梁
の
整
備
費
用
が
多
大
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
陸
地
の
大
部
分
が
急
峻
な
山
地
で
あ

り
、
脆
弱
な
地
質
の
た
め
に
整
備
費
が
か
さ
む
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

県
民
の
道
路
整
備
に
対
す
る
期
待
は
非
常
に
大
き

く
、
道
路
整
備
は
県
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、

鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
方
策
の
基
本
と
し
て
、
平
成
九
年
度
に
新
し

い
県
単
独
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
-
｢チ
ャ
レ
ン
ジ
ロ

ー
ド
祖
｣
!
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
九
年
度
か
ら
平
成
一
三
年
度

ま
で
の
五
年
間
に
一
、
三
〇
〇
億
円
を
投
じ
、
県
の

新
長
期
計
画
や
国
の
道
路
整
備
長
期
計
画
に
基
づ
き
、

明
石
海
峡
大
橋
開
通
後
の
道
路
整
備
を
計
画
的
、
重

点
的
に
図
る
た
め
、
県
の
新
長
期
計
画
の
前
半
部
分

の
道
路
整
備
の
促
進
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

整
備
に
あ
た
っ
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、



の

｢も
っ
と
遠
く
へ
｣
と
し
て
、
幹
線
道
路
の
四

国
縦
貫
自
動
車
道
や
四
国
横
断
自
動
車
道
、
地
域

高
規
格
道
路
で
あ
る
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備

と
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
整
備
を
図
り
、
交

流
圏
の
拡
大
を
目
指
す
。

②

｢も
っ
と
快
適
に
｣
と
し
て
、
都
市
機
能
の
充

実
と
都
市
部
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
の
放
射
環
状
道

路
等
の
整
備
や
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
｢み
ん
な

に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
｣
を
行
う
。

③

｢も
っ
と
安
全
に
｣
と
し
て
、
震
災
対
策
と
し

て
の
緊
急
輸
送
路
の
整
備
や
異
常
気
象
時
通
行
規

制
区
間
へ
の
対
応
、
ま
た
、
潜
水
橋
の
抜
水
橋
化

や
身
近
な
道
路
の
整
備
等
、
信
頼
性
、
安
全
性
の

向
上
を
図
る
。

燭

｢も
っ
と
楽
し
く
｣
と
し
て
、
観
光
施
設
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
る
道
路
整
備
や
、
地
域
の
活
性

化
策
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備
、
ま
た
、
豊
か
な

自
然
と
調
和
す
る
環
境
面
へ
配
慮
し
た
道
路
整
備

や
、
｢道
の
駅
｣
の
整
備
、
｢観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
事
業
｣
へ
の
対
応
等
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
道
路
整
備
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
国
の
補
助
事
業
と
県
単

独
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
、
道
路
整
備
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

四

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
魅
力
と
活
力
あ

ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
各
種
施
策
を
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
八
年
度
よ

り
新
た
に
、
地
元
の
市
町
村
･
経
済
界
等
が
要
望
す

る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
う
え
で
不
可

欠
な
道
路
事
業
の
う
ち
、
さ
ら
に
整
備
を
進
め
る
こ

と
で
大
き
な
事
業
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
、
重
点
投
資
を
行
う

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事

業
｣
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
重
要
な
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

次
の
大
き
く
三
つ
の
ゾ
ー
ン
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
整

備
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
道
路
事
業
の
う
ち
、
さ
ら

に
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
大
き
な
事
業
効
果
が
期
待

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事

業
と
し
て
道
路
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

1

徳
島
東
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

当
地
域
は
、
県
都
徳
島
市
の
周
辺
地
域
で
あ
り
、

本
県
の
産
業
･
文
化
の
中
心
と
な
る
地
域
で
あ
る
。

平
成
一
〇
年
の
明
石
海
峡
大
橋
開
通
、
平
成
一
二

年
度
に
完
成
予
定
の
橘
湾
石
炭
火
力
発
電
所
を
ひ

か
え
、
産
業
団
地
、
観
光
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
徳
島
市
他
三
市
一
〇
町
村

･
規
模
面
積

四
六
、
0
0
0
如

③
地
域
活
性
化
の
効
果

明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
に
よ
り
、
産
業
基
盤
が

強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
徳
島
市
近
隣
地
域
に
県

内
外
の
人
々
の
交
流
の
観
光
拠
点
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
県
内
外
の
人
々
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
元
商
工
会
議
所
か
ら
は
早
期
整
備

の
要
望
が
あ
り
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

(県
、
第
三
セ
ク
タ
ー
)

･
自
然
を
活
か
し
た
ふ
れ
あ
い
里
づ
く
り

(県
、
町
)

･
流
通
港
湾
計
画

(運
輸
省
、
県
)

･
橘
湾
石
炭
火
力
発
電
所

(電
源
開
発
公
団
)

⑤
支
援
す
る
主
な
道
路

(直
轄
)

一
般
国
道
一
一
号
、
五
五
号
、
一
九
二
号

(補
助
)

一般
国
道
四
三
八
号
、
都
市
計
画
道
路
常
三
島

中
島
田
線
他
三
路
線
、
主
要
地
方
道
徳
島
環
状
線

他
八
路
線
、
一
般
県
道
檜
藍
住
線
他
四
路
線
、
市

町
村
道
三
路
線

58 道々テセ 99.5



以
上
の
事
業
の
完
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域

内
の
産
業
団
地
、
観
光
拠
点
間
の
広
域
的
な
交
流
促

進
、
連
携
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

道イテセ 99.5 59

2

室
戸
阿
南
･
黒
潮
ゾ
ー
ン
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

当
地
域
は
、
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
区
域
及

び
そ
の
周
辺
の
地
域
で
あ
り
、
観
光
産
業
及
び
漁

業
、
農
業
、
林
業
等
の
第
一
次
産
業
が
主
で
あ
る

が
、
海
洋
性
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
平
成
三
一年
に
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

｢第
四
二
回
自
然
公
園
大

会
｣
を
契
機
に
、
当
該
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
牟
岐
町
他
五
町

･
規
模
面
積

四
二
、
0
0
o
m

③
地
域
活
性
化
の
効
果

室
戸
阿
南
国
定
公
園
に
代
表
さ
れ
る
恵
ま
れ
た

自
然
を
活
か
し
た
海
洋
性
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
拠

点
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
の
地
域
間
交

流
拠
点
と
し
て
定
着
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

地
元
町
か
ら
は
早
期
整
備
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
黒
潮
リ
ゾ
ー
ト
下
灘
の
建
設

(町
)

･
野
外
交
流
の
郷
整
備

(県
)

⑤
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

室戸阿南 ･黒潮ゾーン活性化事業

徳島県地域活性化促進道路事業



(直
轄
)

一
般
国
道
五
五
号

(補
助
)

一
般
国
道
一
九
三
号
、
主
要
地
方
道
三
路
線
、

市
町
村
道
二
路
線

以
上
の
事
業
の
完
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
圏
域

内
の
海
洋
性
リ
ゾ
ー
ト
間
の
交
流
促
進
、
連
携
強
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

野外交流の郷 ･まぜのおか (県南部)

3

剣
山
･
吉
野
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

当
地
域
は
、
農
業
、
林
業
を
主
要
産
業
と
し
て

お
り
、
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
に
と
も
な
っ
て
、

近
畿
圏
へ
の
食
料
、
原
木
等
の
安
定
供
給
体
制
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
剣
山
国
定
公
園
と
連
携

し
た
観
光
拠
点
を
整
備
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
美
馬
町
他
八
町
三
村

･
規
模
面
積

四
二
、
○
○
○
脳

③
地
域
活
性
化
の
効
果

木
材
加
工
流
通
団
地
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
産
業
が
強
化
さ
れ
、
ま
た
、
四
国
縦
貫
自
動

車
道
の
整
備
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
外
の

人
々
が
交
流
す
る
観
光
拠
点
の
整
備
も
促
進
さ
れ

る
こ
と
で
、
滞
在
拠
点
型
の
観
光
の
振
興
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
関
係
町
村
か
ら
は
整
備
促
進

の
要
望
が
あ
り
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
三
好
木
材
流
通
加
工
基
地
の
整
備
(町
、
民
間
)

･
野
外
交
流
の
郷
整
備

(県
)

･
大
歩
危
、
祖
谷
浪
漫
郷
の
整
備

(町
)

･
剣
山
周
辺
山
岳
地
区
の
観
光
開
発

(県
、
町
)

⑤
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(幹
線
道
路
)

四
国
縦
貫
自
動
車
道
、
四
国
横
断
自
動
車
道

(直
轄
)

一
般
国
道
三
二
号

(補
助
)

一
般
国
道
四
三
八
号
、
四
三
九
号
、
主
要
地
方

道
四
路
線
、
一
般
県
道
四
路
線

こ
れ
ら
の
事
業
の
完
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
圏

域
内
の
観
光
拠
点
間
の
交
流
促
進
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
連
携
の
強
化
が
図
ら
れ
、
地
場
産
業
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

五

三
一
世
紀
に
向
け
て
の
徳
島
県
の
道

路
整
備

平
成
一
〇
年
九
月
に
本
県
が
実
施
し
た
県
民
世
論

調
査
に
よ
る
と
、
本
州
四
国
連
絡
道
の
全
線
開
通
を

県
の
発
展
に
繋
げ
る
た
め
の
方
策
と
し
て
は
、
高
速

道
路
網
や
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
関
連
道
路
の
整
備

が
六
割
近
く
で
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
県
民
世
論
も
、
本
四
三
橋
時
代
と
い

う
環
境
の
大
き
な
変
化
を
迎
え
て
、
そ
の
効
果
を
県

勢
の
発
展
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
交
流
の
動
脈
と
な
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る
高
速
道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
等
の
道
路
整
備
を

ま
だ
ま
だ
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
6

今
後
は
、
各
地
域
の
個
々
の
特
性
や
地
域
住
民
の

5

声
を
活
か
し
た
道
づ
く
り
が
、
な
お
一
層
求
め
ら
れ

セ

る
一
方
で
･

県
内
は
勿
論
の
こ
と
四
国
内
の
物
流
や

噺

観
光
資
源
の
利
用
の
活
性
化
を
図
る
道
路
整
備
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

四
国
四
県
が
個
々
の
地
域
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、

且
つ
、
広
域
的
な
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
も
互
い

に
連
携
を
と
り
な
が
ら
道
路
網
の
整
備
を
さ
ら
に
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鳴門海楡

Q)左寮は道路分
②鎌遺分の飲用は本四億饑線の32.4km百のこの他に西神地区88kmがある。

西瀬戸自動車道

本州四国連絡道路図
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20

月
･
日

世
界
の

動

き

○
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
コ
ソ
ボ
自
治
州
紛

争
で
、
北
大
西
洋
条
約
機
構

(N
A
T
O
)
は
、
ユ
ー
ゴ
に
対
す

る
空
爆
を
開
始
し
た
。
ユ
ー
ゴ
政
府
は

｢戦
争
状
態
｣
を
宣
言
、

徹
底
抗
戦
の
態
勢
に
入
っ
た
。

○
米
労
働
省
の
三
月
の
雇
用
統
計
に
よ
る
と
、
米
国
の
失
業
率
は

前
月
よ
り
○
･
二
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
四
･
二
%
と
な
り
、
一
九

七
〇
年
二
月
に
並
ぶ
低
水
準
と
な
っ
た
。

○
世
界
銀
行
が
世
界
経
済
を
分
析
し
た
報
告
書

｢世
界
開
発
金
融

一
九
九
九
｣
を
発
表
し
た
。
日
本
に
つ
い
て
は
昨
年
末
時
点
で
の

九
九
年
成
長
率
見
通
し
を
修
正
し
、
マ
イ
ナ
ス
○
･
一
%
前
後
と

し
た
。
日
本
政
府
の
○
･
五
%
成
長
と
対
立
す
る
形
と
な
っ
た
。

○
欧
州
中
央
銀
行

(E
C
B
)
の
理
事
会
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
、

ユ
ー
ロ
圏
三

カ
国
の
政
策
金
利
を
○
･
五
%
引
き
下
げ
、
二
･

五
%
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
欧
州
経
済
の
減
速
が
理
由
で
、
初

の
利
下
げ
と
な
っ
た
。

○
米
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
郊
外
の
リ
ト
ル
ト
ン
に
あ
る
公
立
コ

ロ
ン
パ
イ
ン
高
校
で
、
男
子
生
徒
二
人
が
銃
を
乱
射
、
生
徒
一
三

人
が
死
亡
、
二
七
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
。
容
疑
者
の
二
人
は
自

殺
し
た
。

事

項

鰤
月
･
日

国

内

の
動

き

○
新
潟
県
佐
渡
島
と
能
登
半
島
沖
の
日
本
領
海
内
で
、
不
審
な
漁

船
二
隻
が
見
つ
か
り
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
と
海
上
自
衛
隊
の

護
衛
艦
が
追
跡
し
た
が
逃
走
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北

朝
鮮
)
東
岸
北
部
の
軍
港
に
入
港
し
た
。

○
国
土
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
一
月
一
日
現
在
の
公
示
地
価

は
、
八
年
連
続
で
下
落
。
全
国
平
均
で
住
宅
地
は
昨
年
比
三
･
八

%
、
商
業
地
が
八
･
一
%
下
げ
。
下
げ
幅
も
住
宅
地
、
商
業
地
と

も
拡
大
し
た
。

○
総
務
庁
発
表
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
二
月
の
完
全
失
業
者

は
三
一
三
万
人
で
、
現
行
調
査
開
始

(
一
九
五
三
年
)
以
降
初
め

て
三
〇
〇
万
人
台
の
大
台
に
乗
っ
た
。
完
全
失
業
率
も
四
･
六
%

(季
節
調
整
値
)
で
、
こ
れ
ま
で
最
悪
だ
っ
た
前
月
を
○
･
ニ
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

○
日
本
銀
行
の
三
月
の
企
業
短
期
経
済
観
測
調
査

(短
観
)
に
よ

る
と
、
企
業
の
景
況
感
を
示
す
業
況
判
断
指
数
は
、
大
企
業
と
中

小
企
業
の
製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
前
回
の
三
一月
調
査
よ
り
改

善
し
、
景
気
の
下
げ
止
ま
り
感
を
示
し
た
。
大
企
業
、
中
小
企
業

の
製
造
業
が
改
善
し
た
の
は
一
年
九
ヵ
月
ぶ
り
。

○
金
融
再
生
委
員
会
が
第
二
地
方
銀
行
の
国
民
銀
行

(本
店
･
東

京
)
の
申
し
出
を
受
け
て
金
融
再
生
法
八
条
に
基
づ
く
破
た
ん
銀

行
と
認
定
し
た
。

○
東
京
都
知
事
選
は
作
家
の
石
原
慎
太
郎
氏

(六
六
)
が
一
六
六

万
余
票
を
獲
得
し
て
当
選
。

○
二
〇
〇
一
年
に
予
定
さ
れ
る
中
央
省
庁
再
編
で
の
新
し
い
省
庁

名
が
決
ま
っ
た
。
｢大
蔵
省
｣
は

｢財
務
省
｣
に
変
更
し
、
｢建
設

省
｣
は
｢運
輸
｣
｢国
土
｣
｢北
海
道
開
発
｣
の
各
省
庁
と
統
合
し

｢国
土
交
通
省
｣
と
な
る
。
政
府
は
閣
議
決
定
を
経
て
今
通
常
国

会
に
関
連
法
案
を
提
出
す
る
。

事

項

日
…
･
日

道
路
行
政
の
動

き

○
福
岡
都
市
高
速
道
路
二
号
線
が
九
州
自
動
車
道
太
宰
府
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
に
直
結
。

○
一
般
国
道
三
一七
号
富
津
館
山
道
路

(千
葉
県
富
津
市
-
鋸
南

町
)
が
完
成
し
、
鋸
南
保
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
開
通
式
が
行

わ
れ
る
。

○
今
治
バ
イ
パ
ス

今
治
市
高
市
-
長
浜
間
が
開
通
し
全
線

一

三
･
四
畑
が
供
用
。

○
松
山
北
条
バ
イ
パ
ス

松
山
市
福
角
町
ー
北
条
市
久
保
間
が
供

用
。

○
徳
島
自
動
車
道

美
馬
-
井
川
池
田
間
開
通
。

○
東
名
高
速
道
路

磐
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
。

○
愛
媛
県
西
条
市
と
高
知
県
本
川
村
を
結
ぶ
国
道
一
九
四
号
寒
風

山
道
路
開
通
。

事

項
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｢猫
の
恋
｣
が
俳
句
の
季
語
に
な
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
知
ら
な
い
。
が
、
冬
の
真
夜
中
。
恋
の
季
節

に
入
っ
た
雌
雄
の
交
す
野
生
戻
り
の
声
に
、
異
性
を

求
め
る
本
能
の
遣
る
瀬
な
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

人
間
も
文
字
の
な
か
っ
た
太
古
、
呼
び
交
わ
し
て
恋

を
語
っ
た
と
い
う
。
今
も
中
国
奥
地
の
山
岳
民
族
は
、

山
向
う
の
恋
人
と
よ
く
透
る
声
で
呼
び
交
す
そ
う
な
。

学
者
は
歌
垣
の
原
形
だ
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
若
い
男

女
の
場
合
、
男
性
が
積
極
的
に
働
き
か
け
、
女
性
は

そ
の
積
極
さ
に
心
を
許
し
生
涯
を
託
す
る
と
い
う
の

が

一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
恋
人
の
間
は
、

女
性
の
意
向
に
男
性
が
従
う
女
上
位
の
形
を
と
る
こ

と
に
な
る
。
や
が
て
夫
婦
に
な
り
家
族
を
形
造
る
と
、

夫
は
生
活
の
糧
を
求
め
て
外
向
き
に
働
き
、
妻
は
育

児
な
ど
内
向
き
の
仕
事
と
い
っ
た
男
上
位
の
役
割
分

担
が
自
然
に
決
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
世
代
に
よ
る
男

女
の
位
置
の
変
化
を
把
ぇ
処
世
の
智
慧
を
授
け
る
の

が
、
易
の
澤
山
威
と
雷
風
恆
の
卦
で
あ
る
。

澤
山
か
ん

本
誌
鮠
期
で
説
明
し
た
と
お
り
、
鬮
罪
威
の
威
は

感
と
同
じ
で
若
い
女
と
男
が
心
に
触
れ
て
響
き
動
く

と
い
う
恋
愛
の
卦
で
あ
る
。
恆
瑯
で
説
明
し
て
い
る

聾
薹
恆
の
恆
の
字
は

｢心
変
ら
ず
常
な
る
こ
と
｣
の

意
味
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
の
意
味
が
強
く
求
め
ら
れ

る
の
は
、
偕
老
同
穴
を
意
識
す
る
年
長
夫
婦
の
場
合

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
で
は
、

威
の
卦
を
女
性
上
位
と
み
、
恆
の
卦
を
男
性
上
位
の

夫
婦
と
見
立
て
る
の
は
、
卦
の
ど
こ
を
見
て
の
こ
と

な
の
か
説
明
し
た
い
。

易
経
は
、
易
六
四
卦
と
儒
教
倫
理
を
合
せ
一
冊
の

経
典
に
し
て
い
る
。
占
い
と
し
て
出
発
し
た
易
六
四

卦
は
、
後
に
孔
子
達
儒
家
に
よ
っ
て
倫
理
思
想
が
添

加
さ
れ
た
。
易
占
い
と
倫
理
と
が

一
つ
の
経
典
の
中

に
収
ま
り
得
た
の
は
、
ど
ち
ら
も
人
の
正
し
い
生
き

方
の
追
及
を
命
題
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
ゞ
、
方
法
論
に
お
い
て
易
占
い
と
儒
教
倫
理
は
違

う
。
易
占
い
が
倫
理
の
お
説
教
に
な
っ
て
も
困
る
し
、

東
洋
倫
理
を
学
ぶ
の
に
時
々
に
よ
っ
て
変
わ
る
占
い

が
表
面
に
出
て
も
困
る
。
そ
の
違
い
は
一
ロ
で
言
う

と
、
卦
の
読
み
方
に
あ
る
。
占
い
の
書
と
し
て
見
る

と
き
は
卦
象
の
変
化
を
、
倫
理
の
書
と
し
て
見
る
と

き
は
、
卦
名
の
由
来
と
十
翼
と
い
う
注
釈
書
の
訓
話

解
釈
に
重
き
が
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
先
ず
卦
に
ふ

れ
て
お
き
た
い
。
卦
と
は

鯛
と

霊
を
六
本

一
組
に
し

た
象
に
付
け
ら
れ
た
名
で
、
右
の
例
か
ら
い
え
ば
威

と
恆
で
あ
る
。
次
に
、
卦
の
象
の
見
方
だ
が
、
卦
象

と
い
わ
れ
る
も
の
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
八
卦
霊
･鬮
･

　

　

　

　

　

　

圏
･霊
･霊
m･薹
･罷
･器
…で
、も
う
一
つ
は
八
卦
と
八
卦
【

かたち

を
重
ね
た
六
四
卦
の
象
で
あ
る
。
八
卦
の
卦
象
を
男

女
別
に
見
立
て
る
の
は
、
三
本
一
組
の
八
卦
の
う
ち

数
の
少
な
い
マ
ー
ク
の
方
が
そ
の
卦
の
陰
陽
を
決
め

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
陰
卦
(女
)

田澤

山ハ
開題

刈田

★小
雪田

は
薹
･圏
･晒霊
で
、
陽
卦

(男
)
は
罪
･藁
･霊
と
な
る
。

次
に
八
卦
の
世
代
別
だ
が
、
男
女
の
別
を
決
め
る
決

甦眠居

間腸

め
手
と
な
っ
た
数
の
少
な
い
…
か
囲
の
マ
ー
ク
。
こ

し
ゆ
こ｣ん′

れ
を
八
卦
の
主
炎
と
い
う
。
こ
の
主
交
の
位
置
に
よ

っ
て
上
か
ら
下
に
小

･
中

･
長
と
す
る
の
で
あ
る
。

　　　　
　　　　
　　　　

と
す
る
と
陰
卦
(女
)
の
世
代
別
は
粥曲
･薹
･
藁
と
な

1小国"
由T里"
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り
、
陽
卦
の
そ
れ
は
罪
･講
･盤
と
な
る
。

次
に
女
と
男
即
ち
陰
陽
二
つ
の
気
の
交
わ
り
は
陰

気
は
下
に
降
り
、
陽
気
は
上
に
昇
る
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
八
卦
を
重
ね
た
六
本
一
組
の
大
成
の
卦
で
は

上
に
陰
の
八
卦
が
あ
り
、
下
に
陽
の
八
卦
が
あ
れ
ば

陰
陽
二
つ
の
気
は
交
わ
り
古
卦
に
な
る
。
と
す
る
と

霊
難
成
は
吉
卦
、
反
対
の
…鞄離
間恆
は
凶
卦
と
い
う
こ

澤
山
かん

と
に
な
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
馨
罪
戒
を
女

雷
凰
こう

性
上
位
の
卦
、
幽
霊
聯恆
を
男
性
上
位
の
卦
と
み
た
の

は
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
こ
の
卦
象
を
見
て
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
ゞ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

雷
鼠
こう

右
の
説
明
に
よ
る
と
夫
婦
の
卦
蛎岬離
船恆
が
凶
卦
だ
と

い
う
。
な
ぜ
か
、
易
本
文
で
説
明
し
た
い
。
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